
　

解

　
題

夜

航

詩

話
　
　
　
　
六

卷
　收
本
叢
書
第
二
卷

夜

航

餘

話

　
　

二
卷

津

阪

孝

綽

著

津

阪

孝

綽
、字

は

君

裕
、東

陽

と

號

す
、伊

勢

の

人

な

り
、父

を

節

翁

と

日

ふ
、年

十

五

に

し

て
、醫

師

村

瀬

氏

に

依

る
、居

る

こ

と

三

歳

に

し

て
、心

に

其

の
技

を

鄙

み
、成

ら

ず

し

て

去

る
、笈

を

京

師

に

負

ひ
、專

ら

經

業

を

攻

む
、學

ぶ

に

常

師

な

く
、晝

讀

み

夜

抄

し

て
、或

は

曙

に

達

す

る

に

至

る
、

後

帷

を

輦

下

に

下

し
、古

學

を

以

て

家

を

立

つ
、來
り

學

ぶ
も

の

頗

る

多

し
、天

明

戊

申
、郷

に

還

り、儒

官

に

舉

げ

ら

れ

て
、十

五

口

糧

を

賜

ふ
、學

館

の

創

建

せ

ら

る

ゝ

に

及

び
、督

學
兼

侍

督

に

任

ず
、文

政

八

年

八

月

二

十

三

日

歿

す
、年

七

十
、此

書
、名

づ

け

て

夜

航

と

い

ふ
、そ

の

義

は

拙

堂

翁

の
序

に

て

明

か

な
り

、既

に

夜

航

雜

載

の

客

話

に

擬

し

た

れ

ば
、そ

の

述

ぶ

る

所

一
に

非

ず
、

或

は
根

本

的

の

議

論

あ
り

、或

は

零

碎

の

設

話

あ
り

、若

し

そ

の

種

類

を
擧

ぐ

れ

ば
、故

典

に
、韻

法

に
、句

法

に
、字

法

に
、そ

の

他

凡

そ

詩

學

に

必

用

な

る

こ

と
、
一
と

し

て

録

出

せ

ざ

る

は

な

し
、

正

編

は

漢

文

を

以

て

し
、餘

話

は

眞

假

交
り

文

を

以

て

せ
り

、餘

話

に

は

多

く

國

歌

俳

句

を

引



き

て
、作

詩

の

法

を

説

け
り

、東

陽

翁

は
、初

學

の

も

の
詩

を

學

ぶ

を

以

て
、經

學

を

修

む

る

の
門

戸

と

せ
り

、此

の

見

地

よ
り

し

て

詩

話

を

著

は

す
、是

れ

尋

常

一
様

の

詩

話

と
、そ

の
撰

を

異

に

す

る

所

以

な
り

。

(天

保

七

年

印

行
)
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往

年

詩

弟

子

ノ

爲

二
、鄙

著

稽

古

餘

筆

二

就

テ
、詩

論

二
係

ル

類

ヲ

摘

録

シ

テ
、夜

航

詩

話

ト

名

ッ

ク
、眞

ご

楫

枕

ノ

雜

談

ご

ゾ

ア

リ

ヶ

ル
、此

頃

病

餘

ノ

閑

ヲ

ナ

ク

サ

ノ
、薈

遭

録

・反

古

抄

ヲ

校

ス

ル

ニ

因

テ
、又

詩

話

ヲ

鈔

撮

シ

テ

別

二

吋
編

ノ

冊

子

ト

ス
、凡

テ

百

二

十

條

ヲ

得

タ

リ
、二

書

固

ヨ

リ

漫

筆

ノ

雜

記
　
"一　
テ
、詩

話
　
ハ　
特

　
ご　
其

土

"且
　
ノ
　
ミ丶
サ
　
ル
　
ご　
テ
　
モ
瓢諤

劣
　
ナ

　

　

　

　

　

ツラ

カ

ラ

儒

林

二

列

ナ

レ

ハ
、詞

賦

ノ

盧

名

ヲ

以

テ
、本

色

ヲ

掩

ソ

ヲ

恥

恐

ル
、

唯

是

好

事

ノ

舊

癖

巳

ス

シ

テ
、重

テ

老

ノ

ス

サ

ヒ

ヲ

致

ス
、小

説

家

ノ

諺

一二

云

ル
、
一
不

レ做

二

不

レ休

ナ

リ
、自

顧

テ

笑

ご

堪

タ

リ
、誠

二

簷

≧

ノ

瑣

言

シ

ト

ク

ナ

ク
、大

方

ノ

家

繭二

不

ス

ご

足

サ

V

ト

モ
、初

學

ノ

徒

二

於

テ

ハ
、

庶

幾

ク

ハ

訛

ヲ

正

シ

弊

ヲ

救

テ
、技

二

進

ム

ヲ

資

ク

ル

所

ア

ラ

ソ
、遂

亀

人

ヲ

倩

テ

繕

寫

シ
、童

生

ノ

玩

覽

ご
備

フ
、序

文

ナ

ト

加

ソ

バ

オ

コ

カ

マ

シ

ク
、聊

假

名

ニ

テ

其

由

ヲ

誌

ス
、家

塾

二

藏

ノ

傳

テ
、遺

留

ノ

敝

箒

ト

爲

　

　

　

夜
航
餘
話
序
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



4

冂

本

詩

話

叢

書

ヘ

キ

ノ

ミ

、

'

二

●

　
　

稽

古

精

舍

主

人

3



夜
航
餘
話
卷

之
上

東

　
陽
　
居
　

士
　
著

5

太

自

江

城

五

月

落

梅

花

ノ

句

ハ
、五

月

二

字

詩

眼

ナ

リ
、長

沙

卑

濕

ノ

地

二
赴

ク

身

ノ

既

昌
武

昌

ノ

江

城

二
到

著

ス
、長

沙

ハ
帥

此

下

流

ナ

リ
、屠

所

ノ

羊

ノ

歩

ミ

逼

レ

リ
、時

シ

モ

正

二
五

月

昌
及

フ
、謫

居

溽

暑

ノ

苦

患

奈

何

セ

ン
、其

悲

シ

サ

心

魂

ヲ

惱

亂

ス
、サ

ソ

ニ
笛

曲

ノ

哀

怨

ナ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ
タ
マ

中

ニ

モ
、殊

二
落

梅

花

ヲ

吹

出

シ

來

り
、長

安

別

離

ノ

恨

ヲ

威

動

シ
、耳

ヲ

傷

シ

メ

腸

斷

ル

バ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
ツ

リ

ナ

ル

ナ

リ
、岑

參
、火

山

五

月

行

人

少

ノ

句

モ
亦

同

シ
、名

サ

へ

火

山

ノ

熱

ク

ロ

シ

キ

ニ
、時

シ

モ

五

月

二
當

り
、暑

ヲ

畏

テ

族

行

ス

川

人

モ

ナ

シ
、劉

劉

官

ガ

此

行

ノ
苦

シ

キ
、炎

焔

中

ヲ

行

ガ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ
ビ
ヶ
ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヶ
ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

クル

如

ケ

ン

ト

察

メ

7

ナ

リ
、末

二
角

聲

一
動

胡

天

曉

ト

云

■
、暮

レ

ハ
曉

〃

夏

ノ

夜

ノ

短

キ
、胡

國

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
ンギ

　

ソ
ラ

ノ

天

ハ
殊

二
早

キ

ナ

リ
、灘

勸

黔

娘

粉

諏

痞

略

畝

五

月

ノ

字

ヲ

逋

篇

ノ

軸

ニ

ノ
、殯

西

ノ

苦

況

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ
　
チ
　
ク
　
　
　
　
　
ニ

ヲ

貫

串

ス
、又

諸

葛

武

侯

出

師

表

二
、五

月

渡
v濾

、深

入
昌不

毛
一
ト

ァ

ル

モ
、特

二

五

月

ノ

字

ヲ

下

セ

　

　

　

　

　

　

ツ
ケ

川

「
、深

ク

意

ヲ

注

テ

見

ル

ヘ

シ
、南

夷

毒

熱

ノ

地

二
向

テ
、五

月

二
瀘

ヲ

渡

テ

赴

ケ

ハ
、正

二
六

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
嚇



6
O
U

　

　

　

　

日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ
　
　
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

月

ノ

戰

ナ

リ
、殊

二
不

毛

ノ

地

ナ

レ

ハ
、因
昌粮

於

敵

繭
ノ

便

モ

ナ

シ
、カ

、

川

時

シ

モ

足

長

二
深

入

ス

ル

■
、其

艱

苦

何

如

ソ

ヤ
、後

顧

ノ

憂

ヲ

安

ク

セ

サ

レ

ハ
、北

伐

ノ

擧

ヲ

行

■

ヲ

得

ス
、故

.二

巳

・

ヲ

得

サ

ル

ノ

急

務

　

テ
、此

辛

勞

ヲ

凌

キ

ケ

ル

モ
、曹

賊

ヲ

罕

ケ

ン

カ

爲

ナ

リ

キ
、五

月

ノ

字

ヲ

等

閑

二
看

過

テ

ハ
、武

侯

ノ

淺

カ

ラ

ヌ
勳

勞

見

ハ

レ

ス
、故

二
古

人

ノ
詩

文

ヲ

觀

ル
、特

昌

時

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

月

ヲ

插

ミ

入

タ

ル

ハ
眼

ヲ

著

テ

其

苦

心

ヲ

認

ヘ

キ

ナ

リ
、涼

秋

八

月

蕭

關

道
、北

風

吹

斷

天

山

　

　

チ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ロ　
ソ
　
チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

草
、迭

v君

九

月

交

河

北
、雪

裡

題
v詩

涙

滿
7衣

ナ

托
、時

ハ
未

タ

八

九

月

ナ

ル

ニ

ト

歎

キ

タ

ル

也
。

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
ヘ
ノ
ヘ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
　
　
　
ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や

大

江

匡

衡

ノ

文

二
、本

朝

詩

國

也

ト

云

ル

ハ
、杜

撰

ノ

俗

語

ト

思

ケ

川

二
、臼

樂

天

敍

蘇

杭

勝

事

　

　

　

　

　

チ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ニ

詩

二
、境

牽

吟

詠

一眞

詩

國
、興

入
昌笙

歇

好

醉

郷

ト

ア

リ
、但

シ

自

詩

ハ
詩

料

二
富

ル

ヲ

稱

ス
、江

氏

ハ
作

者

二
乏

シ

カ

ラ

ヌ

ヲ

謂

り
、四

鳥

ノ

別

ト

云

■

モ
、白

氏

文

集

二
、蓮

枝

同

氣

、無
v覧
昌㌫

鳥

之

轟

玉

友

金

昆
、馬

恥
三

荊

之

糞

ト
云

リ
典

故

ハ
甕

贈
二
見

声

・桓

山

之

鳥
・生
画

ゑ
焉
・勿
翼

既
.

　

　

レ
ソ
ト
　
　
　
　
　ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　チ
　
　
　
　
　
　チ
　
　
　
　カ

成

、將

・分

・于

四

海

囀其

母

悲

鳴

而

逸

v之

、爲

昌其

往

而

不

7
返

也

ト

ア

リ

、狂

言

綺

語

ノ

戲

ト

云

■

モ
、同

讐

、風
以
昌今

生
世

俗
之
業
、狂
言
綺
語
之

郵
臨
爲
將

來
世
世
費
俤

轟
之
因
聾

法
蜘
之
鉄

ト
ア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　
　
　
ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

リ
、逢

ハ
別

ノ

始

ト

云

ル

諺

モ
、合

者

離

之

始
、樂

兮

憂

所
v伏

㍗

ア

ル

ニ
因

ナ

リ
、當

時

歌

詞

二
用

タ

ル

ハ
擧

數

川

二

遑

ア

ラ

ス
。
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樂

天

ハ
眞

二
薀

す

、耕
鶲

鍵

惜

フ
ク

箕

才

ノ
自
在

ゆ

餘

り
、事

ζ

口
過

シ
テ
鯵

ナ

リ
・故

二
臼

俗

ノ

誚

ヲ

蒙

v

り
、失

婢

ノ

詩

尤

甚

シ
、宅

院

小

牆

庫
、坊

門

帖

膀

遲
、舊

恩

漸

自

薄
、

前

穩

圧難

追
・籠

鳥

無
昌常
.主
颪

花

不
v戀
拠

魯

在
荷

.處
雇

有
力

明
.繋

菷

状

ヲ
寫

シ
羣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ウ
ラ
　
　
ヘイ
　
　
ヒ
グ

ン

ト

ノ
、人

ガ

ラ

ヲ
ソ
傷
フ
「

ヲ

顧

川

二
遑

ア

ラ

ズ
、大

二
殺

風

景

ヲ

致

セ

リ
、裏

ノ
塀

ガ

低

カ

リ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
ラ
セ

故

ニ

ト

云

川

ヨ

リ
、巡

リ

役

人

力

報

ノ

遲

カ

リ

シ

ヲ

恨

ミ
、逋

篇

ク

ヨ

く

ト

悔

思

テ
、戀

々

ノ

執

著

二
堪

ズ
・今

宵

イ

ヅ

ク

ニ

潛

ミ

居

ル

ラ

ン
、月

コ

ソ

バ
照

覽

シ

玉

フ

ラ

ン

ニ
ト
、行

方

ノ

跡

ッ

カ

ザ

ル

ヲ
・月

ニ

カ

コ

チ

怨

タ

川

コ
、癡

心

呆

態

何

如

ゾ

ヤ
、元

來

箇

樣

ノ

題

目

ハ
詩

二
作

り

歌

鬻

ベ

キ

フ

ニ
ア

ラ
ズ
或

人

偸
拡

ノ
詩
譌

釜

爛

漫
、忽

動

籠

構
、顧

眄
災

立
、羅

践

馬

行
・業

薯

鸚

折

纛

昌流

黌

函

將
誌

.處
、小
毳

下
..鳴
、是

亦

意

ヲ
極

テ
巧

ヲ
逞

ク

シ
、偸

兒

ノ
情

態

ヲ

盡
.
セ

リ
、風

雅

ノ

趣

ヲ

失

ノ

ミ

ナ

ラ

ズ
、人

鱧

ヲ

傷

■

尤

甚

シ
、凡

ソ

物

ヲ

咏

ス

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
デ
　
　
チ
　
　
　
　
　
お

ハ
、淡

淡

摸

寫

ス

川

ヲ

妙

ト

ス
、出
昌辭
輌璽

遠

蔀

倍

》

戒

ヲ
、愼

守

べ

寺

ナ

リ
。

林
和
耨

花
ノ
詩

乳

有
呂脚

籍

繋

v須
檀
板
蛬

藍

よ

、調

ヲ
賞
玩
シ
テ
言
ζ

り
・俳

諧

ノ
、句

一一
「三

線

キ

小

歌

毛

ノ

ラ

ズ

梅

ノ

花
」
ト

云

川

二
同

ジ
、サ

ル

ニ

モ

梅

ハ
格

高

ク

韻

勝

テ
、百

花

ノ

兄
.墾

稱

ス

レ

ド
、金

樽

ヲ

共

ニ

ス

ベ

カ

ラ

ザ

ル

ハ
遺

槭

ナ

リ
、余
、櫻

花

ヲ

詠

ジ

ナ
、

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
三
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日

本

詩

話

叢

書
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
四

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ
　
　
　
シ

瑤

林

瓊

樹

風

皆

自
、椅

席

金

樽

月

亦

香

ト

稱

ス
、恐

ラ

ク

櫻

花

ノ

外

二
、此

句

二

承

當

ス

ル

物

ナ

カ

ル

ヘ

シ
、眞

二

花

中

ノ

王

ニ
ゾ

ア

リ

ケ

ル
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
　
　
　
　
　
　
　
　フ
　
　
　
　ノ

明

季

ノ

瞿

式

耜

ハ
、永

暦

第

一

ノ

忠

臣

ナ

リ
、絶

命

ノ

詩

二
、三

百

年

來

恩

澤

洽
、頭

絲

獪

帶

上

天

香
、
ト

云

ケ

ル

ハ
、見

ク

川

シ

キ

芥

子

坊

主

ニ

ナ

ラ

ズ
、髻

髪

ヲ

存

シ

テ

終

ル

ヲ

謂

ナ

リ
、今

清

人

ノ

詩

二

兩

髻

緑

髻

ナ

ト

云
・ル

ハ
虚

妄

ナ

リ
。

一
題

數

首

ノ

詩

ハ
、假

令

羇

族

ノ

作

ニ

テ

モ
、篇

々

憂

愁

ヲ

述

ベ

カ

ラ

ズ
、或

ハ
…雄

壯

ナ

ル

事

モ

ァ

川

ヘ

シ
、風

流

韻

致

ノ

事

モ

ァ

ル

ヘ

キ

ナ

リ
、老

杜

秋

興

八

首

王

算

州

衞

河

八

絶

ナ

ト

ヲ

觀

テ
」變

化

ノ

活

手

段

ヲ

見

ル

ヘ

シ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

唐

詩

貫

珠

二
中

間

有
昌力

量
叫所

以

起

處

可
v鬆

、叉

云

ク
、五

六

警

拔

振

起
、以

濟

昌三

四

之

李

淡

ナ

ド
、

此

類

ノ

評

読

毎

々

ア

リ
、
コ

レ

ハ

詩

法

二

虚

實

調

劑

シ

プ
、骨

肉

停

句

セ

シ

ム

ル

要

訣

一=
プ
、
一

張

一
弛

ノ

手

段

ナ

リ
、或

ハ
筋

骨

遑

シ

ク

典

贍

ニ

ノ
、風

韻

紳

致

二
乏

シ

ク
、或

ハ
皮

肉

膩

軟

ニ

シ

テ
、筋

力

薄

ク

寛

泛

ナ

ル
、
ス

ベ

テ

一
偏

二
傾

ク

ヲ

忌

ナ

リ
、胡

元

瑞

力

詩

藪

二
、杜

律

登

高

ノ

　

　

　

　

　

　

　

タ
リ

　
ナ
ル

ヨ
タ
サ

　

　

　
ニ

ム

　

　

　

ラ

　
　
サ
ハ

　
ラ

ク
バ

カ
ナ
ハ

　

　

　
ニ

篇

ヲ

詐

シ

テ
、結

句

似
昌微

弱

者
嚇第

前

六

句
、既

極
昌飛

揚

震

動
嚇復

作

峭̀

快
嚇恐

不
v合
昌
張

弛

之

寧

ト

ァ

ル

モ
、此

訣

ヲ

示

シ

喩

セ

ア

ナ

リ
、叉

句

句

皆

見

ル

■

バ

カ

リ
、或

の
悉

ク

聞

「

バ

カ

リ
、或

ハ
情



O

　

　

　

　

　

　

　

　

せ
ト
ム
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
フ

ニ

偏

シ

景

二

專

ナ

ル
、
一

向

ナ

ル

趣

ノ

續

ク

ハ
、俗

墨

呆

板

ノ

弊

ナ

リ
、
一

虚

一

實

相

稱

テ
、情

景

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

互

二

相

錯

り

、句

ゴ

ト

ニ

圓

轉

變

化

シ

テ

、
ノ

ブ

キ

カ

ラ

ク

リ

ノ

如

ク

ナ

ル

ヲ

妙

ト

ス
、
叉

徐

増

　

　

　

　

　

　

　

ハ
　
　

ト
フ
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
ト
モ
レ
ハ
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ル
ニ
　
　
　
　
　
　
ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ
　
　
　
　
　
チ

読

唐

詩

二
、歌

行

排

律

、最

徇

竹氣

格

嚇不

v可

昌緩

弱

嚇然

至

昌其

文

勢

甚

緊

h便

須

昌
一

放

、方

得

二寛

轉

コ

張

一

　

　

カ

ソ

　
ハ

　

　

ル
カ

チ

　

　

ス

　

　

き

　

　

　

ぶ
ヒ
シ
ク

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
　
　
　
ル

弛

、何

道

不

v然

、譬

如

萬與

7
人

算

昌
一

事

h言

言

勝

著

、
而

中

間

略

及

昌閑

黄

乃

復

再

緊

踉

前̀

件

朔以

至

昌
於

・馨

ス
ル
ニ
　
　
　

ハ
　
　
　

　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

襤
噂學

者

不
ゲ知

斯̀

訣
↓未
v可
昌與

言
7詩

矣

ト

云

リ
、是

亦

長

篇

ノ

詩

法

ナ

リ
。

詩

文

ノ

添

削

ヲ

請

ハ
、禮

ヲ

謹

ミ

好

紙

ヲ

用

ナ
、字

畫

端

正

二
繕

寫

シ
、行

間

二
餘

地

ヲ

設

ヘ

シ
、

末

二

姓

名

ヲ

具

テ
、謹

請

歡

正

ト

書

シ
、上

包

二
鄙

稿

幾

首

ト

題

シ
、下

二
姓

名

ヲ

記

シ

テ

呈

ス

ヘ

シ
、余

京

師

二
在

テ

學

タ

ル

ハ
、毎

二
此

ノ

如

ク

式

ヲ

愼

ケ

リ
、師

家

筐

中

諸

稿

雜

沓

タ

ル

ニ
、

謹

請

教

正

ノ

禮

辭

ナ

ケ

レ

バ
、朋

友

ヨ

リ

慰
・
二
見

セ

ニ
來

タ

ル

ト

混

ス
、姓

名

ナ

キ

ハ
何

者

ノ

作

ヤ

ラ

ン

分

レ

ス
、取

テ

筆

削

ス

ル

ニ
由

ナ

シ
、詞

藝

ハ
餘

力

ノ

小

技

ナ

レ

ト

毛
、
コ

レ

ヲ

學

ブ

ニ
禮

式

ナ

ク

テ

可

ナ

ラ

ン

ヤ
、或

ハ
漫

二
粗

紙

ヲ

用

ク
、書

體

モ
鹵

莽

篇

ノ

正

シ

カ

ラ

ス
、或

ハ

誤

寫

ヲ

モ

書

改

ズ

ニ
、塗

抹

旁

注

シ

テ

反

古

ヲ

憚

ラ

ス
、行

間

モ

狹

ク

書

ッ

メ

プ
、
加

筆

ノ

地

ヲ

　

カ

設

置

ス
、姓

名

謹

請

ノ

禮

モ
ナ

ク
、更

二

上

包

モ
加

サ

ル

ハ
、體

面

ヲ

失

へ

川

つ

甚

シ
、鄙

吝

ノ

徒

二

至

テ

ハ
、逋

俗

ノ

牛

切

紙

ヲ

用

、ユ
、鼻

紙

ノ

端

ニ

モ

書

ヅ

ケ

來

ル
、或

ハ
繁

多

ヲ

憚

ラ

ス

ァ

ナ

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

上

五
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日
　
本
　
詩

話

叢

書
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐハ

ウ憂

ヤ

ト

胸

フ

ク

川

、

マ

テ

堆

積

セ

ル
、勸

化

帳

ノ

樣

ナ

ル

冊

子

モ

ァ

リ
、苦

心

ノ

刪

潤

ヲ

煩

シ

テ
、
一
言

ノ

謝

辭

モ

致

サ

ズ
、落

手

セ

シ

ヤ

否

モ

審

ナ

ラ

サ

ル

ア

リ
、古

三

何

事

モ

情

厚

ク
、師

弟

ノ

禮

オ

ゴ

ソ

カ

ナ

リ

ケ

ル

ニ
後

世

風

俗

フ

ル

ビ

レ

降

リ
、俳

諧

者

流

ノ

淨

薄

ヨ

リ
、ジ

タ

ラ

ク

非

禮

ノ

弊

習

ヲ
、詩

歌

ノ

上

ニ

マ
デ

及

ボ

シ

ケ

ル

ナ

リ
、彼

ハ
卑

賤

愚

俗

ノ

翫

ナ

レ

ハ
、禮

モ
作

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
シ
　
　
　ャ
メ

法

モ

ナ

キ

コ

勿

論

ナ

リ
、詩

歌

ノ

道

ハ
左

ア

川

ヘ

ヵ

ラ

ス
、苟

毛
粗

牽

不

敬

ノ

輩

ハ
、乍

作

乍

輟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

テ

懽

ア

ル

■

ナ

シ
、必

ス

幾

ホ

ド

ナ

ク

廢

絶

ス
、終

二
成

逾

ル

ニ
至

ル

者

ア

ラ

ズ
、
オ

ホ

ム

ネ

滔

滔

ト

ノ

皆

是

ナ

リ
、師

道

ヲ

高

ブ

ル

ニ

ハ

ァ

ラ

ザ

レ

ド

モ
、奪

信

ノ

志

薄

キ

者

ハ
、育

英

ノ

樂

二

充

γ

二

足

ラ

ズ
、イ

タ

ヅ

ラ

ニ
輕

薄

子

ニ

ナ

グ

ナ

マ

ル

・

ノ

・丶
無

用

ノ

隙

ツ

ブ

シ

ニ
相

手

ニ

　

　

　

　

　

ヤ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
スケ

ナ

ラ

ス

シ

テ

已

ベ

シ
、
コ

V

ヲ

學

問

ノ
資

ニ

マ

ナ

ビ

ナ
、老

後

マ

デ

ノ

樂

、ニ

モ

ト

思

入

タ

ル

ハ

オ

ノ

ヅ

カ

ラ

志

切

ニ

ノ

禮

ヲ

愼

ム

■

厚

シ
、此

ノ

如

キ

人

ノ

爲

ニ

コ

ソ
、カ

ヲ

盡

シ

テ

勞

ス

ヘ

ケ

レ
、吾

齋

中

二

一

古

檀

ア

リ
、月

二

一
度

諸

稿

ヲ

閲

ス

〃

二
、上

包

ナ

ク

姓

名

ヲ

題

セ

ザ

州

ハ
、

姑

ラ

ク

其

中

二

投

ス
、門

人

コ

レ

ヲ

地

獄

箱

ト

稱

ス
、
一

タ

ゼ

陷

V

ハ
淨

ミ

得

ザ

川

ノ

謂

ト

ナ

ン
、故

二
皆

懲

テ

愼

つ

ニ
ナ

リ

ヌ
、畢
・
竟

詩

賦

ノ

事

ナ

ル

ニ
、塾

法

過

嚴

二
似

タ

レ

ド

モ
、禮

ヲ

正

ス

コ

師

遘

ノ

任

ナ

V

ハ
、是

亦

不

屑

ノ

歡

ニ

ソ

ア

リ

ケ

ル
。

丶
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欷

正

ヲ

請

グ

詩

稿

ハ
、藤

紙

ヲ

三

截

ニ

ノ

用

ヘ

シ
、孚

截

ハ
机

上

披

覽

ス

川

二
便

ナ

ラ

ス
、四

截

ハ
、短

小

ご

ノ

ず

モ

シ

ク

見

ユ
、苟

毛
鄙

吝

ノ

相

二
渉

ル

■

ハ
、謹

プ

嫌

ヲ

避

テ

愼

ム

ヘ

シ
、是

亦

十
=
逍

タ

シ

ナ

ミ

ノ

一
端

ナ

リ
、文

稿

ハ
冊

子

ニ

ノ

可
」ナ

リ
。

余

初

進

ノ

詩

二
於

テ

ハ
、務

テ

丁

寧

二
添

削

シ

テ
、手

ヲ

執

テ

引

立

ル

ガ

如

ク

ニ

ス
、既

昌

ノ

成

立

ス

川

二
至

レ

ハ
、ワ

ザ

ト

ツ

キ

ハ
ナ

シ

テ

添

削

ヲ

加

ヘ

ス
、
タ

"
其

疵

瑕

ヲ

指

摘

シ

テ
、退

テ

自

考

改

シ

ム
、再

三

二
及

マ

テ

返

卻

メ

ル

■

ア

リ
、然

ラ

ず

レ

ハ
師

二

毛

タ

V

居

テ

カ

ヲ

盡

サ

ス
、イ

ッ

マ

テ

モ

獨

り

立

ス

ル

■

能

ハ
ズ
、故

二
氣

ッ

ヨ

ク

手

ヲ

離

シ

テ
、不

屑

ノ

欷

誨

ヲ

行

ナ

リ
、諺

二

云

川

力

、

リ

ト

根

性

ニ

テ
、人

二
倚

頼

シ

テ

事

ヲ

ス

マ

シ
、身

二
引

受

蹈

込

ズ

構シ

テ

ハ

功

業

ノ

成

立

ヘ

キ

期

ナ

シ
、凡

テ

何

事

毛
爾

川

ヘ

シ
、自

力

ヲ

奮

テ

爲

出

シ

ヲ

コ

ジ
、獨

り

詞

章

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ
　
　
　
ル
　
ハ
　
　
　
ヨ

ノ

技

ノ

ミ

ナ

ラ

ス
、東

坡

居

士

ノ

云

ケ
》

、從
v門

入

者

非
F寶

ナ

リ
。

我

師

二

呈

ス

川

詩

題

ハ
、表

號

老

先

生

ト

書

メ
、姓

氏

ヲ

加

川

ハ
非

禮

ナ

リ
、師

ヲ

他

人

一一
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ソ

　
　
カ

コ
ト
チ

　

　ノ

ソ

タ
ル

ソ

詩

二

得

ノ

字

ヲ

用

ル

八
、得

ラ

レ

ヌ

■

ヲ

得

ル

ノ

謂

ナ

リ
、人

間

能

得
昌幾
・回

聞

コ

官

何

幸

得
レ
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ル
　

同
v時

ナ

ド
、容

易

ナ

ラ

ザ

ル

ヲ

珍

重

シ

テ

云

リ
、然

V

バ

得

得

ハ

フ

ザ

く

ト

譯

ス
、昊

越

ヨ

リ

蜀

二
赴

ク

コ
、容

易

二

來

リ

得

ガ

タ

キ

所

ナ

川

ヲ
、遙

二
蜀

王

ノ

國

ヲ

慕

ナ
、ワ

ザ

く

儉

遠

ヲ

陵

テ

越

來

レ

ル

ト

ナ

リ
、蜀

主
、貫

休

ヲ

悦

ケ

ル

モ
、我

ヲ

慕

來

レ

ル

情

ノ

厚

キ

■
、得

得

ノ

字

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

見

ハ

レ

ヌ

ル

故

ナ

リ
、東

坡

詩

二
、知

是

多

情

得

得

來

ト

云

ル

モ
、多

情

ナ

レ

バ

コ

ノ
、得

得

二
來

レ

ル

ナ

リ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
ツ

赤

日

ト

稱
…
ス

レ

メ
、燃

タ

ヅ

ヤ

ウ

ニ
熱

シ
、紅

日

ハ

ホ

ソ

ノ

リ

ト

ノ

和

暖

ナ

リ
、蒼

野

ト

稱

ス

レ

バ

茫

茫

ト

ノ

愁

ハ

シ

ク
、青

野

ハ

ノ

デ

タ

ク

清

鮮

ナ

リ
、蒼

松

青

松

コ

レ

ニ
同

ジ
、孤

立

ハ
心

ボ

ソ

ク

カ

ナ

シ
、獨

立

ハ
、介

然

ト

ノ

逞

シ
、杏

迥

共

ニ

ハ

ル

カ

ト

訓

ス

レ

ド

モ
、杏

ハ
陪

シ

迥

ハ
明

ナ

リ
、痕

瘢

ハ
前

二
辨

ス
、類

字

相

反

ス

〃

此

ノ

如

キ

ァ

リ
、又

扁

舟

孤

舟

同

ジ

ナ

ガ

ラ
、扁

舟

ハ

輕

ク

飄

飄

タ

リ
、孤

舟

ハ

ず

ヒ

シ

ク

哀

ナ

リ
、白

雲

淨

雲

相

似

タ

レ

ド

モ
、臼

雲

ハ
塵

表

閑

適

ノ

趣

ア

リ
、俘

雲

ハ
身

世

ヲ

嘆

ズ

μ
意

ア

リ
、此

類

僂

詣

二
暇

ア
ーラ

ズ
、三

隅

ヲ

以

テ

反

ス

ベ

シ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
チ

唐

詩

長

安

古

億

二
、複

道

交

臆

作
・合

歡

ト

云

ル

ハ
、爾

兩

相

甥

,ス

μ

ヲ

謂

ナ

リ
、雙

頭

花

ヲ

合

歡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ニ

花

ト

稱

ス
、雙

竹

モ
合

歡

ト

稱

ス
、何

物

昌

テ

モ

一
雙

ッ

ガ

ヒ

タ

ル

稱

ナ

リ
、逋

鑑

唐

太

宗

紀
、有
昌

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　
　
ノ

サ

　

　

　

　
ニ

　

　

　

　

　

　

チ

　

　

　
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

自

鵲

菓

寢

殿

上
一合

歡

如
二腰

鼓
一然
ふ南

部

烟

花

記

、煬

帝

以
昌合

歡

水

果
↓賜
岬臭

'絳

仙

門楊

太

眞

外

傳
、江

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
・
　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
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日
本

詩

話
叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ご
0

陵
尻
洗

柑
子
、明
皇
揮
於
蓬
莱
彦

聾

箕
賜

宰

臥
門有
谷

警

「上
興
妃
子
互

相
藷

ナ

ド
・皆

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ
　
チ
　
　
　
　
　
　
ウ
ッ
　
　
テ
　
　
　
　
　.　
崖
　
ス
　
　
　
チ
　
　
　
　
ト

一
對

ツ

ル

・、
タ

川

物

ナ

リ
、五

代

劉

銖

、用
v法

刻

深
、毎
v杖

二

人
ハ必

兩

杖

倶

下
、謂
覃'之

合

歡

杖
ハ五

代

史

本

傳

二
見

ハ

ル
、是

等

ノ

稱

ニ
サ

へ
呼

ケ

川

ナ

リ
。

銜

杯

二
、含

ノ

字

ヲ

用

ヘ

カ

ラ

ス
、音

韻

モ

各

異

ナ

リ
、含

ハ
ロ

中

二
物

ヲ

ク

・

ム

ナ

リ
、故

二
含

　

　

　

　

　

ヲ
　
　
　
ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
　
　
　チ

蓄

ト

稱

ス
、含
y哺

含
v情

ナ

ト

是

ナ

リ
、ず

V

バ

含
ド烟

含
v色

ナ

ド
、其

物

ヲ

内

二
持

テ

籠

タ

ル

意

ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ
　
　
　
チ

リ
、銜

ハ

ロ

ニ

ク

ハ

ヘ

ル

ナ

リ
、故

二
馬

勒

ヲ

銜

ト

稱

ス
、銜
v杯

銜
v枚

銜
レ命

ナ

ド
、含

ノ

字

一=
7

ハ

義

ヲ

成

ザ

ル

ナ

リ
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

　

　

　

　

　

チ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
チ
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ　
　
　
ル

自

詩
、尋
昌郭

道

士
一不
v遇

二
、看
レ院

羝

留

雙

自

鶴

、入
v門

唯

見

一
膏

松

ト

ァ

ル

ハ
、看

守

ノ

義

ナ

リ
馬看

宅

人

看

寮

俗

ナ

ド
、皆

留

主

番

ノ

稱

ナ

リ
、院

ヲ

ァ

ケ

去

テ

留

守

居

モ

ナ

ク
、タ

"
鶴

バ

カ

リ

置

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ
ハ　
ラ

テ
、看

守

セ

シ

メ

テ

ア

川

ナ

リ
、看
レ院

ト

訓

點

ス
、
ル

ハ
誤

レ

リ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ
メ
イ
う

唐

詩

金

粉

二
、膣

句

ノ
部

ア

リ
、縢

ハ
嫁

ノ

カ

ビ

ゾ

ヘ
ナ

リ
、泛

ト

ノ

何

ノ

部

ニ

モ

屬

セ

ラ

レ

ス
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ
ギ
ク
ミ

シ

ヵ

モ

何

ノ
詩

ニ

モ

入

ヘ

キ

ヲ
、遊

軍

ノ

如

ク

ニ
別

二
備

タ

川

ナ

リ
、
カ

ヒ

ゾ

ヘ

ノ

手

傳

ノ

語

ナ

川

ヲ

以

テ
、故

二
膣

句

ト

名

ヅ

ケ

タ

ル

ナ

リ
。

主

君

二
上

π

壽

詞

ナ

ト

ハ
、禮

服

ニ

テ

淨

書

ス

ヘ

キ

筈

ナ

レ

ト

毛
、蓮

筆

自

在

ナ

ラ

サ

ル

患

.ア
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ノ

ス

　
　

シ

チ

レ

チ

　

チ

テ

リ

、
明

太

租

實

録

、洪

武

十

四

年

江

西

按

察

司

書

吏

、言

"其

副

司

田

嘉

、寫

ノ表

具

ノ名

、
不

γ
具

二朝

墨

爲

甲不

　

　

　

ス
ル
お
へ
　プ
　
　
　
フ
　
　
　
　
チ
　
ス
ハ　
チ
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　ノ
　
ァ
ラ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
ソ
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ス

敏
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日

、
拜

v表

則

具

昌
朝

服

凸寫

レ
表

、雖

昌常

服

荷

害

、小

官

撫

昌拾

長

官

細

故

↓其

風

不

v可

γ長

也

、命

法̀

司

一正

鳳

　

チ

其

罪

一
ト

ア

リ
、然

レ

バ

由壽

詞

ヲ

上

ル

モ
、具

名

押

印

シ

畢

リ

テ

、後

二

禮

服

シ

テ

拜

シ

タ

可

ナ

リ
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ヲ
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ス
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シ

ホ

タ

レ

テ
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ス

ボ

ラ

シ

キ
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ナ

リ
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鍾

ト

ハ

差
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リ
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小
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人

之
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之

病

摧

靡
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貝

郎

當

一
ト

云

り

、明

皇

蜀

道

二

於

テ
、鈴

磬

モ

霖

雨

二

濕

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ
ン
ラ
ソ
ラ
ソ
メ
ソ

ヲ

、雨

盤

・
ト

相

和

ノ

哀

シ

ク

、三

郎

郎

當

ト

聞

ヘ

タ

リ

辱

云

ル

コ

、落

ブ

レ

ウ

ロ

タ

ヘ

テ

哀

ナ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

ニ
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ノ

　

ハ
ダ
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ル
チ

ヘ

チ
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ニ
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義

ナ

リ

、楊

大

年

傀

儡

ノ

詩

二
、鮑

老

當

v筵

笑

郵

郎

ハ笑

他

舞

袖

太

郎

當

、若

歡

鮑

老

當

"筵

舞

轉

更

　

　

　

　

カ
ラ
ソ

郎

當

舞

袖

長

ト

ハ
、衣

紋

ノ

著

コ
ナ

シ

拙

シ

テ
、
ベ

タ

ラ

ー

ト

見

苦

シ

キ

ヲ

譏

レ

川

ナ

リ
、張

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

文

濳

雪

獅

ノ
詩

二
、六

出

裝

成

百

獸

王
、日

頭

出

後

便

郎

當

㍗

ハ
、
ク

ダ

く

ト
解

壊

レ

川
襟

ヲ

言

ナ

リ
、或

人

公

燕

二
待

シ

テ
、簷

馬

郎

當

午

院

ノ

風

予

作

レ

リ
、徒

二
鈴

聲

ト

ノ

ミ

思
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、不

群

失

敬

タ

ル

ヲ

知

ザ

ル

ナ

リ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ
ヅ
レ

早

晩

ヲ
、イ

ッ

カ

ト

訓

ス

〆

ハ
、多

少

有

無

ナ

ト

・

同

例

ナ

リ
、早

キ

カ

晩

キ

ヵ

何

ニ

ハ

ト

云

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ　
ソ
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
ニ

「

ニ

テ
、將

來

ヲ

期

ス

川

語

ナ

リ
、早

晩

雲

門

去
、早

晩

向

天̀

台
一
ナ

ト

ハ
、幾

時

ト

云

フ

ニ
同

シ
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ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ッ
ツ
か

意

晩

キ

方

工
屬

ス
、杜

詩

二
、孔

璋

打

素

健
、早

晩

檄

書

成

ハ
、其

意

早

キ

ヲ

主

ト

ス

俗

二
追

附

ト

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

上
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二
ご

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

云

「

ナ

リ
、樂

天

除

夜

ノ

詩

二
、潯

陽

來

早

晩

、明

日

是

三

年

ハ
、近

日

ノ

義

ナ

リ
、此

地

へ
來

リ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヂ
　
　
　
あ　
ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
　
チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
ラ

バ

昨

今

ノ

如

ク

ナ

川

二
、明

レ

ハ
早

已

二
三

年

二
及

ト

ナ

フ
、叉

在
昌忠

州
h和
呂弟

行

簡
、望
昌郡

南

山
繭

　

　

　

　

　

　

　

ナ
リ

ス

カ

ニ

ニ

タ
リ
ト

ニ

ニ

　

　
　
ル

　
　
ノ

チ

　

　

　
　コ

レ

ニ
、反

照

前

山

雲

樹

明
、從
#君

苦

道
Ψ似
昌華

清
ハ試

聽

腸

噺

巴

猿

叫

、早

晩

驪

山

有
昌此

聲

ト

云

〆

ハ
、其

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
サ

義

差

≧
異

ナ

ル

所

ア

リ
、早

ニ

モ

晩

ニ

モ

イ

ッ

カ

此

聲

ヤ

ァ

川

ト

ナ

リ
、叉

酬

嚴

郎

中

見
7示

二
、承

　

　

　

　

　

　

ソ
ヤ
　
フ

明

長

短

君

應
レ入
、莫

v憶

家

江

七

里

灘

ト

ア

川

ハ
、長

短

亦

早

晩

ノ

義

ナ

ル

ヘ

シ
。

多

謝

バ
ク

レ

ぐ

忝

キ

辭

ナ

リ
、カ

ヘ

ス

く

禮

ヲ

申

寡

ナ

リ
、顧

炎

武

日

知

録

二
、陶

淵

明

詩

　

　

ス
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
ト
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
　
ク
　
ス
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楊

鵬

翼

詩
、

　

ノ

　

　

ナ
リ

ノ

　
カ
ル

　

　

ニ

ク

ノ

　

　

グ

ノ

　

　

　
コ

日

轉
昌簷

花
}樹

影

偏
、謝

家

庭

院

簇
昌紳

仙
ハ綵

繩

斜

擘

繊

繊

筍
、書

板

輕

承

歩

歩

蓮
、弄

訓
、}
未
下升

雲̀

漢
一

　

　

　

　

ツ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
チ

去
帥緑

珠

先

墜

綺

樓

前
、不
v知

芳

徑

殘

紅

裡
、明

月

何

人

拾
"翠

鈿
嚇
コ

レ

一=
プ

其

…豫

ヲ

想

像

メ

ベ
シ
。」

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
二
九
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
三
Q

李

太

自

秋

浦

歌

ハ
、三

千

丈

ノ

義

ヲ

曾

得

セ

ザ

レ

バ
、全

章

逾

二
解

ス

ベ

カ

ラ

ズ
、凡

ソ

古

詩

三

千
、威

儀

三

千
、五

刑

三

千
、弟

子

三

千

人
、食

客

三

千

人
、宮

女

三

千

人

ナ

ー3
、必

シ

モ
實

數

ヲ

云

ニ

ハ
非

ス
、只

是

無

算

ノ

辭

一=

プ
、夥

シ

ク

仰

山

ナ

川

ヲ

謂

ノ

ミ
、唐

土

古

來

ノ

邇

り

詞

ナ

リ
、嚴

氏

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
ル
ニ　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　ニ　
　
　
　チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　チ

詩

輯

二
、其

車

三

千

ノ

句

ヲ

解

シ

テ
、要
v之

詩

人

之

辭

、不
v可
7泥
昌名

數

求
渉
之
、其

車

三
千

、極

言
昌其

兵

　

　

ナ
ル
チ

革

之

盛
一耳
、ト

云

り
、
コ

レ

一=

グ
餘

モ

准

知

ス

ベ

シ
、此

詩

ノ

三

千

丈

モ
、只

仰

山

ナ

ル

檬

ヲ

稱

ス
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
ラ
　
ガ
アタ
マ

天

竺

一=
プ

高

キ

■

ヲ

大

言

ス

川

ニ

ハ
、八

萬

,由

旬

ト

云

川

ガ

如

シ
、白

髪

頭

ノ

仰

山

二
聳

グ
、物

ス

サ

マ

ジ

キ

勢

ヲ

形

容

セ

川

ナ

リ
、…髪

ノ

字

ニ

ハ
泥

ム

ベ

カ

ラ

ズ
、臼

首

ト

云

ベ

キ

所

ナ

V

ド

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ジ
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
レ

モ
、髪

ノ

亂

レ

蒙

v

ル

勢

ヲ

持

セ

テ
、特

昌
白

髪

ト

云

タ

ル

ナ

リ
、年

老

ヌ

レ

バ

髪

ハ
斷

テ

短

ク

ナ

ル
、故

二
老

鬢

ヲ

短

髪

ト

稱
…
ス
、サ

レ

ハ
髪

ノ

長

キ

ヲ

謂

ト
見

テ

ハ
、無

理

不

通

ノ

語

ナ

リ
、蓋

　

　

ノ

ト
メ

ニ

　

タ
ルカ

ニ

　

　

サ
ム
ケ

シ

臼

髪

頭

顱
、鐇

一然

鏡

中
嚇如
呂積

雪

之

峰
、兀
昌乎

空

屮

ヲ

謂

ナ

リ
、ゾ

ツ

ト

ノ

塞

毛

タ

ッ

程

ノ

氣

色

二
、
テ
、晴

室

二
富

士

ヲ

望

タ

ル

ヤ

ウ

ニ

ゾ

ア

リ

ケ

ラ

シ
、ナ

ル

ホ

ー3

二
我

ナ

ガ

ラ

打

驚

タ

ル

餘

り
、
バ

ヅ

ト

ノ

恍

惚

ノ

語

ヲ

吐

出

セ

リ
、眞

ユ
大

鏡

臺

二
打

向

タ

ル
、大

丈

夫

ノ

老

ハ

テ

タ

ル
據

ニ
プ

ア

リ

ケ

川
、矮

漢

小

頭

ニ

テ

ハ
此

勢
冖
ア

ル

ベ

カ

ラ

ズ
、太

自

ハ

魁

梧

タ

ル

偉

丈

夫

タ

リ

シ

　

　

チ
　
ロ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ケ

ナ

リ
、縁
v愁

若
v個

長

ト

ハ
、三

千

丈

ヲ

長

ノ

字

一=
ア

承

タ

レ

托
、
コ

レ

モ
仰

山

ト

カ
、
ス

サ

マ
ジ

ト
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瀞　
ヵ

譯

ス

ベ

シ
、永

ク

延

タ

川

義

ニ

ハ
非

ス
、
ソ

毛

く

太

自

青

雲

上

二
在

テ
、ヤ

ゴ

ト

ナ

キ

翰

林

二
供

奉

シ

ケ

川

時

ハ
、毎

朝

鏡

臺

二
向

糒7
、侍

兒

ユ
緑

鬢

ヲ

梳

ラ

セ

ケ

ル

嚇}
、漂

泊

ノ

身

ト

ナ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
ラ

テ

ヨ

リ

ハ
、艱

難

苦

勞

二
尾

羽

ウ

チ

枯

シ
、形

骸

モ

土

木

ニ

ノ

過

來

レ

リ
、爰

二
秋

浦

ノ

旅

寓

二

於

ナ
、
一
日

タ

マ
ー

鏡

ヲ

借

テ

數

年

ブ

リ

ニ

テ

吾

顔

二
對
「
シ

ケ

レ

バ
、滿

}躓

雪

山

ノ

如

ク

ニ

成

テ

ア

リ
、
ビ

ツ

ク

リ

ト

ノ

膽

モ

潰

川

、

バ

カ

リ
、ア

ラ

物

ス

ず

マ

ジ

キ

白

髪

ヵ

ナ
、我

身

ナ

ガ

ラ

ア

キ

レ

テ

惘

鉄
…
タ

リ

シ

ガ
、年

來

ノ

一浪

跡

ヲ

觀

念

ス

レ

バ
、誠

二
此

筈

ノ

■

二

"ソ
有

ケ

ル

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ
ト
　
メ

ナ

リ
、蓋

シ
初

メ

鏡

臺

二
向

、ヒ
、始

テ

鏡

ノ

蓋

ヲ

開

テ
、纔

二

一
目

見

テ

驚

卻

シ
、雪

ノ

山

カ

ト

怪

ム

バ

カ

リ

ニ
自

失

シ

ケ

レ

バ
、ロ

ヲ

衝

テ

白

髪

三

千

丈

ト

放

言

セ

リ
、
コ

ハ
ケ

シ

カ

ラ

ヌ
何

ユ

ェ
俄

二
變

化

シ

テ
、ヵ

、

ル

體

タ

ラ

ク

ニ

ハ
ナ

リ

ケ

μ

ニ

ヤ

ト
、ツ

ラ

く

自

顧

テ

思

ヘ

バ
、久

シ

ク

流

浪

ノ

身

ト

ナ

リ

テ
、サ

マ
ぐ

愁

苦
国
二
勞

シ

ケ

レ

バ
、早

ク

モ

此

ノ

如

ク

老

ハ

テ

、
、自

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ
へ

髪

ノ

山

ト

ゾ

成

ニ

ケ

ル

ナ

リ
、是

良

暫

ア

リ

テ

驚

定

り
、
マ

ジ

メ

ニ
ナ

リ

テ

威

慨

二
入

タ

μ

ナ

　

　

　

　

ノ

　
　ノ

お

ル

　

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
シ
テ

リ
、不
v知

明

鏡

裏
、何

處

得
萩

霜
弘

、左

思

力

臼

髪

賦

二
、秋

霜

生

而

皓

素

ト

ァ

ル

ニ

本

ヅ

ク
、ッ

ク

ゐ
＼

鏡

中

ノ

影

二
對

シ

テ
、再

タ

ビ

嘆

息

シ

テ

思

ラ

ク
、サ

ル

ニ

テ

モ

此

頃

マ
デ
、緑

ナ

リ

シ

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
ゾ
リ

ヵ
、俄

二

此

朏豫

ノ

體

ニ
ナ

リ

テ
、霜

ヲ
.打

蒙

タ

川

如
旧ク

ナ

ル

ハ
、何

等

ノ

倏

忽

變

化

ゾ

ヤ
、ト

ヵ

ク

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
三
一

聾
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日

本

詩

話

叢

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・三
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ォ
め
カ

ニ
翼

ノ

自

髮

鮎

ハ
思

ハ

V

ズ
、イ

ヅ

ク

一=

7
蒙

來

レ

ル

霜

ヤ

ラ

ン

塾
、
ア

ド

ナ

ク

愚

ナ

川

マ
デ

惑

詩

ル

ナ

ヲ
、未

グ

其

齡

ナ

ラ

ザ

ル

エ
白

頭

ト

ナ

リ

タ

ル

コ
、愁

苦

一=
7

此

ノ

如

シ

ト

ハ
明

ラ

メ

ナ

カ

ラ

モ
、獪

叉

自

惜

テ

ァ

サ

ヤ

シ

ク

思

フ
、若

ク

ハ
霜

力

雪

ニ

テ

ハ

ァ

ラ

ザ

川

ニ

ヤ

ト
、鬢

ヲ

撫

拂

テ

見

川

ホ

ド

ノ

惑

ナ

リ
、太

臼

ノ

豪

邁

ヲ

以

テ
、カ

ク

マ

デ

癡

情

二
迷

テ

惱

ヌ

ル

コ
、卻

テ

浣

花

翁

ノ

泣

ヨ

リ

モ
、更

二

一
倍

ノ

ァ

ハ

レ

ヲ

覺

ユ
、
コ

・

二
至

テ

始

テ

鏡

ノ

字

ヲ

出

セ

声

ハ
、初

ハ
只

驚

テ

鏡

二
勢

セ
、
〃'
ヲ

モ
覺

エ

ズ
、既

ニ

ノ

徐

ク

靜

二
鏡

面

ヲ

認

テ
、臧

慨

二
沈

テ

打

シ
　

オ
レ

鹽

折

タ

川

ナ

リ
、其

情

態

ヲ

想

像

ス

ベ

シ
、限

ナ

キ

悲

嘆

ヲ

含

タ

ル

詩

ナ

リ
、是

四

句

三

折

ノ

格

ナ

リ
、起

句

ハ
驚

ヲ

寫

シ
、突

然

奇

幻

ニ

ノ

荒

唐

ナ

リ
、次

ハ
感

悟

ヲ

述

テ
、途

二

地

歩

ヲ

占

來

ル
、

文

法

二
所
v謂

頓

挫

ナ

リ
、三

四

ハ
更

二
惑

二
入

テ
、區

區

タ

川

癡

想

ヲ

云

リ
、文

法

二
於

テ

波

瀾

ナ

リ
、
ス

ベ

テ

詩

ハ
掬

揚

二
因

テ
、興

ヲ

託

ス

川

■

深

微

ナ

リ
、向

來

此

詩

ヲ

解

■
、上

ス

ベ

リ

ニ

ノ

眞

面

目

ヲ

得

ス
、
コ

V

ガ

爲

工
絮

煩

ヲ

憚

ラ

ス
、委

曲

譯

説

ノ

徹

底

セ

ツ

ム
、童

蒙

ニ

テ

モ

了

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ
　
へ

然

明

胼
明
タ

川

ベ

シ
、古

ム
・
和

歌

焦
小
二
、「臼

帯
鷽
ノ

彌
…
雷
出
フ

つ

シ

ケ

ル

返

ル

山
、
カ

ヘ

ア

ー
e
丶

モ

老

ニ

ケ

川

哉
」
ト

咏

タ

ル

モ
、自

頭

ヲ

積

雪

ノ

山

二

比

シ

尹

云

リ
、然

ラ

バ

頭

ハ
仰

山

二

見

ユ

ル

物

ナ

　

　

　

　

　

　

タ
いチ

レ

バ

ナ

リ
、然

ド

モ

直

二
山

二

比

シ

タ

膨

ハ
、鏡

影

ノ

山

二
驚

ヶ

ル

ニ
及

ザ

川

コ

甚

シ
、又

同

集
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二
、、
人

シ

レ

ヌ

思

ヲ

常

ニ

ス

ル

ガ

ナ

川

、富

士

ノ

山

コ

ソ

我

身

ナ

リ

ケ

レ
」
ト

ア

ル

ハ

思

ノ

限

ナ

ク

莫

大

ナ

川

ヲ

、天

下

第

一

ノ

山

二

譬

タ

リ

、譬

ン

所

ヲ

知

ザ

川

ノ

至

ナ

リ
、菅

家

萬

葉

二
、「
鹿

島

ナ

川

筑

波

ノ

山

ノ

ツ

ク

み

丶

ト

吾

身

一

ッ

ニ

戀

ヲ

積

ヵ

モ
」
ト

ァ

川

モ
、言

ヤ

ラ

ン

方

ナ

キ

ノ

餘

ナ

リ
、
サ

レ

バ

自

髪

三

千

丈

モ
、白

頭

富

士

山

ト

云

ガ

如

ク

ナ

リ

、凡

ソ

大

膽

二

放

言

セ

ル

辭

ハ
、
其

意

ノ

述

盡

サ

レ

ヌ

ヨ

リ

、勢

二

激

シ

テ

幻

禺

シ

來

ル

ナ

リ

、張

繼

ヵ

繁

霜

二

仰

天

シ

テ
、霜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
　
　
　
　
　
　

コ
ノ
　
　
　
　

サ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
ま　ロ
し
ハ
し
　ムヨ
　しく
う
ヨ
　
ひま
　　ロロの

滿

v天

ト

云

ケ

〃

モ

此

勢

ナ

リ

、藝

苑

雌

黄

二
.
太

白

北

風

行

、燕

山

翡

詫

ナ

如

v盾

利

沼

誘

隹

蠡

三

　

　

　

ハ
　
　
　
　
　

ト
　
　
　
　
　
チ

千

丈

、其

句

可

v謂

ソ豪

矣

、奈

v無

"託

理

荷

ト

云

.
ル

ハ
、眞

二

宋

人

ノ

議

論

ナ

リ

、理

外

ノ

理

二

達

セ

ザ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
　ニ
　
　ル
　
　　ブ
　
ナ
レ
ハ

V
　

ハ
、詩

家

ノ

趣

ハ

解

ス

ベ

カ

ラ

ス
"胡

元

瑞

力

詩

藪

ニ

イ

ハ

ユ

川

、詩

人

遇

v
興

遣

v詞

、
大

則

須

彌

、

嚇
.貯
芥
モ
箆

拘
鍛

ん
晦
皆

難
裁

ナ
リ
交

野
客
叢
書

二・文
士
言
藪

臥
蔵

瑟

.濁
泥

此

如
昌九

方

魚

柚
弑
罷
鉾
其

大

騰

豈

醜
認
ル廣
∬尺
も
嚇如
四杜
陵

新

松
.詩
・何
嚇
鴬
矗
一
百

丈
、鶻
h葢
チ
搬
一高
篌
即
縱

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ニノ

　

　

コ

　ル

ゑ

ノ

　ハ

　

　

　

　

　

ソ
ヤ

有

右

丈

松
門豈

有
昌百

丈

之

簷
嚇漢

逋

天

臺

可

也
、叉

如
昌古

柏

行
、黛

色

參
レ天

二

千

尺
ゆ、
二

千

尺
、ご

百

丈

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ノ

ト
ノ

　
　

ノ

ノ

　

テ

チ

シ

ト
ノ
レ
あ
セ
ハ

也
、所

在

亦

罕
v有
昌二

百

丈

之

柏
嚇此

如
'晉

人

峩

峩

如

千̀

丈

訟

之

意

加言
昌其

極

高
一耳
、若

拘

斷

拘

以

尺̀

力
則
豈
復
弘
千

丈
松
之

理
余
塾
諸
雜
聾
深
塗
此
笂

訛
巽

郵

以
九
駒
算

海
算
鴛

可
v笑
昌其
鋳
也

ト

云

り
、是

亦

古

人

ノ

詩

ヲ

見

γ

二
、此

訣

ヲ

知

ザ

レ

ハ
泥

ム

「

ア

リ
、爲

二
併

テ

茲

二
附

記

メ
。

　

　

　

夜

航

饒

話

卷

之

土

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
三
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日

本
詩

話

叢
書

右

鈔
7撮

薈

鑚

錣

中

係
"詩

話
鱒者
凸

三
四

りゆ

夜

航
餘

話
卷

之

上
絡



3

夜
航
餘

話
卷

之
下

東

　
陽

　
居

　
士
　
著

39

　

　

　

　

　

　

　

　

は
か

學

者

み

つ

か

ら

分

を

揣

ら

ず

し

て
、從

頭

よ

釦

經

學

と

稱

す

る

は
、向

上

に

馳

て

ゐ

こ

が

ま

し
、

い

か

に

竜

經

義

は

學

問

の

本

な

れ

ど
、に

は

か

に

一
蹴

し

て

到

る

べ

き

に

あ

ら

ず
、た

と

へ
ば

箏

を

彈

も

の

丶

い
懐

だ

小

歌

一

ツ

も

な

ら

は

ず

し

て
、強

て

組

を

按

な

ぶ

が

ご

と

し
、た

と

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

其

手

を

な

ら

ひ

あ

ぼ

え

尢

う

と

も
、音

も

さ

え

ず

趣

も

得

ざ

れ

ば
、
あ

か

し

く

も

何

と

も

な

し
、

尢

冥

う

つ

け

た

る

も

の

な

る

べ

き

の

み

、さ

れ

ば

書

を

解

す

る

ε

い

ま

だ

晤

く

、文

字

を

取

あ

つ

か

ひ

こ

な

す

ε

も

し

ら

ず

し

て
、た

讐

ち

に

經

義

を

き

は

め

ん

と

す

る

は
、鄙

語

に

い

へ
る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ち
ま

あ

た

凌

が

ち

に

て
、
い

尢

づ

ら

事

な

参
、義

理

の

あ

も

し

ろ

き

事

竜

心

に

う

つ

ら

ず
、旨

き

味

は

ひ

竜

有

が

た

き

趣

竜

身

に

し

ま

ず
、故
岡に

聖

經

を

信

ず

る

の

心

あ

こ

ら

ず
、迂

遠

な

る

室

言

の

や

う

に

ゐ

も

ひ

な

し

て
、斯

文

を

侮

・9

讀

す

ぞ

淺

ま

し

き

、す

べ

て

字

面

の

と

ほ

う

を

解

し

得

尢

る

の

み

に

て
、其

中

に

含

み

あ

る

深

意

を

得

ざ

れ

ば
、何

ほ

ど

讀

て

も

何

の

詮

か

あ

る

べ

き
、

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
三
五
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
慧
六

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
ん

た

と

へ

ば
、小

兒

の

ま

ん

ぢ

う

の

皮

は

か

か

ね

ぶ

う

て
、餡

を

嘗

る

ε

を

し

ら

ざ

る

が

如

し
、
い

か

で

か

う

凌

み

を

あ

ぢ

は

ふ

る

乏

を

得

べ

き

、且

い

か

な

る

至

味

竜
、よ

く

に

え

熟

せ

ざ

れ

ば

ぢ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
な
　
ち
ぢ
　
　

ぐ
に

旨

か

ら

ず
、し

か

る

を

な

ま

煮

の

歡

へ
や

う

し

て
、刀

背

毆

を

喫

せ

な

ど

す

る

は

い

と

う

た

て

し
、眞

の

學

問

と

い

ふ

も

の

ゝ

出

來

立

ざ

る

は
、是

を

み

ち

び

く

竜

の

ゝ
、其

方

を

得

ざ

る

の

罪

に

そ

有

け

る
ぎ

ら

ば

何

如

し

て

良

方

た

る

へ
き
、た

鶚

次

第

階

級

を

得

る

に

あ

ム
、大

學

に
、物

　

　

　

　

　

　

　

レ
ハ
　
テ
　
　
　
　スル
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
　
ニ　
　
　
　ス
　
　
　
ル
ハ
　
ニ
　
　
　
ス

有

昌本

末
叫事

有

終

飴
↓知
v所
昌先

後
ハ則

近
v道

矣
、中

庸

に

竜
、行
v遠

必

自
v近
、升
v高

必

自
v卑

と

い

は

ず

や
、

さ

れ

ば

第

一
に

史

學

を

つ

と

め

て
、學

問

の

地

盤

を

立

し

め
、次

に

文

字

の

こ

な

れ

る

爲

に
、餘

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
れ

力

詞

筆

を

も

て

あ

そ

び

て
、と

か

く

文

字

に

慣

親

ま

し

む

べ

し
、是

帥

經

學

に

す

ゝ

む

の

階

梯

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

な

ゆ
、も

し

先

後

す

る

所

を

失

ひ

て
、地

盤

を

設

ず

し

て

家

を

か

凌

へ
、階

梯

な

し

に

高

き

に

登

ら

ん

と

欲

す

る

は
、愚

に

あ

ら

ざ

れ

は

狂

の

み
、さ

て

史

學

は

十

八

史

略

よ

う

入

て
、資

治

逋

鑑

に

渉

る

べ

し
、詞

筆

は

ひ

尢

す

ら

七

言

絶

句

の

詩

を

習

が

よ

し
、此

上

に

て

經

學

に

入

る

べ

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぺ
　
　
　
　
お
こ
な
ふ

な

う
、但

し

孝

經

論

語

の

講

を

き

ゝ
、孟

子

左

傳

を

會

讀

す

る

ご

と

き

は
、吏

略

逋

鑑

と

竝

行

べ

し
、詩

書

易

禮

に

至

て

は
、地

盤

か

た

ま

ち

文

字

こ

な

れ

た

る

上

な

ら

で

は
、た

や

す

く

手

を

著

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ
　
ニ　
ス

ベ

か

ら

ず
、か

く

の

如

く

循

序

漸

進

し

て

こ

そ
、眞

の

學

問

は

成

就

す

べ

け

れ
、大

學

に

格
γ物

致
〃
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ク
　
ル

知

と

い

ひ
、孟

子

に

深

造

と

あ

る

は

此

謂

に

て
、ゐ

の

つ

か

ら

義

理

透

徹

し

て

戚

服

し
、其

至

味

身

に

し

み

て

我

腸

と

な

る
、こ

ゝ

を

も

て

忠

孝

そ

れ

く

の

逍

に

於

て
、事

ご

と

に

腸

よ

り

わ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
ひ

き

出

て
、厚

き

行

と

ぞ

な

る
、吾

藩

の

槍

師

長

井

氏

に

、止

逵

の

工

夫

を

請

た

る

人

あ

う

し

に
、
ひ

だ

ず

ら

槍

と

心

や

す

く

な

う

給

へ
と

喩

し

け

う
、誠

に

深

切

の

要

訣

な

う
、も

ろ

く

の

藝

術

皆

然

る

。へ
し
、學

問

の
道

も

他

な

し
、と

か

く

丈

字

と

馴

親

む

に

あ

6
、書

卷

に

向

て

氣

つ

か

ひ

隔

意

に

て

は
、何

で

も

な

き

事

も

む

つ

か

し

く

な

や

み
、聖

人

の

道

を

企

ゐ

よ

び

が

た

く

思

ひ

て
、し

み

ぐ

と

戚

徹

信

受

す

る

ε

能

は

ず
、何

ほ

ど

書

を

讀

で

竜
、道

と

我

と

合

體

せ

ず

し

て
、

躬

行

の

盆

に

な

る

事

な

し
、故

に

文

字

に

親

む

よ

う

入

ど
、も

つ

と

も

學

業

の
第

一
義

に

て
、其

初

て

入

の

と

う

つ

き

立

に

は
、詩

を

蛮

な

ぶ

よ

ム

よ

き

は

な

か

る

べ

き

な

う
、余

し

ば

く

人

に

諭

す
、學

問

の

業

は

家

を

建

る

が

ご

と

く
、詩

を

習

は

其

材

木

を

こ

な

す

な

ウ
、字

を

識

て

も

　

あ
つ
か
ふ

字

を

扱

こ

を

知

ざ

れ

ば
、義

理

上

す

べ

ゐ

し

て

鹵

莽

甚

し
、故

に

あ

ほ

く

は

倦

で
、絡

に

孚

塗

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ
ひ

し

て

廢

學

す
、
い

た

づ

ら

に

乾

訖

苦

心

し

て
、終

に

あ

竜

し

ろ

き

境

界

に

到

り

得

ざ

る

を

も

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シテ

ソ
ト
　
　
　ハ

な

う
、し

き

ム

に

詩

を

作

う

得

れ

ば
、文

字

ゐ

の

つ

か

ら

面

自

く

な

る
、さ

あ

れ

ば

欲
v罷

不
v能

に

至

る

な

う
、經

史

み

な

丈

字

に

て

書

き

尢

る

も

の

な

れ

ば
、文

字

ゐ

も

し

ろ

く

な

う

來

ら

ざ

れ

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
三
七
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"
0

　

　

　

日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
八

は
・其

書

を

ゐ

も

し

ろ

く

思

ふ

に

い
・た

ら

ず

、終

に

倦

て

廢

す

る

は

む

べ

な

り
、學

問

之

慂

從
v詩

入

と
、徂

來

翁

の

發

揮

せ

し

は
、蛮

こ

と

に

卓

識

格

言

な

ム

け

う
、且

士

君

子

に

し

て

雅

情

な

け

れ

ば
、固

陋

に

し

て

物

の

趣

を

し

ら

ず
、淺

ま

し

く

頑

愚

に

し

て

俗

に

堪

ず
、し

か

る

に

是

を

輕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
の
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
な
ふ

薄

の

技

と

し

て
、頭

巾

俗

儒

の

い

ま

し

め

禁

ず

る

は
、卻

て

夫

人

の

子

を

賊

と

い

ふ

べ

し
、但

し

兼

好

の

つ
れ

く

草

に
、馬

の

る

ε

を

習

ひ

し

法

師

の
、つ

い
に

僭

の

業

を

ゐ

こ

た

う

て

馬

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ
い
へ

ち

に

な

ウ

け

る

い

ま

し

め
、あ

な

が

ち

に

ふ

け

ム

す

さ

め

ば
、此

弊

を

綾

綴

か

れ

ず

、是

亦

用

心

す

べ

き

な

ム
。

詩

歌

は

竜

と

無

用

の

物

な

れ

ど
、性

情

を

吟

詠

す

る

の

遘

具

に

て
、無

用

の

用

に

備

は

り

て

行

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
と

は

る
、詩

人

よ

く

此

義

を

領

會

す

べ

し
、す

べ

て

世

の

中

の

事

ど

竜
、常

の

語

に

て

は

書

と

釦

が

尢

き

言

外

の

趣

の

意

妹

を
、詩

に

咏

し

歌

に

よ

み

て

情

を

述

る

な

ウ
、口

上

書

に

か

き

の

べ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る

る

ゝ

ほ

ど

な

ら

ば
、そ

れ

に

て

事

を

了

し

て

足

う

ぬ
、詩

歌

を

借

に

及

ざ

る

べ

し
、そ

の

書

の

べ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら

れ

澱

所

を
、
い

ひ

と

う

得

る

が

詩

歌

の

徳

に

て
、き

く

入

を

も

動

か

し

威

ぜ

し

め

、不

可

思

議

の

妙

用

を

な

す

も

の

な

う
、さ

れ

は

ひ

ら

た

く

打

つ

け

に

い

ひ

あ

ら

は

し

て
、含

蓄

す

る

意

味

竜

な

く
、何

の

ゐ

か

し

き

一
ふ

し

も

な

き

は
、尢

ゞ

に

口

上

書

と

い

ふ

竜

の

に

て
、詩

歌

の

數

に
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ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

は

入

る

べ

か

ら

ず
、詩

の

妙

は

鏡

花

水

月

に

た

と

へ
、在

可

v解

不
レ可
ソ解

之

闘

と
、古

人

の

い

ひ

け

　

　

　

　

　

お
と

る

も
、此

旨

を

喩

せ

る

要

訣

に

て
、
い

ふ

に

い

は

れ

澱

言

外

の

ゐ

竜

む

き

を

ば
、婉

に

し

て

章

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

け

成

を

い

へ

る

な

ウ
、さ

あ

れ

ば

其

品

格

ゐ
「の

つ

か

ら

氣

た

か

く

て
、趣

深

く

味

長

か

る

べ

し
、も

し

ひ

た

ず

ら

よ

く

聞

ふ

る

や

う

に

と

泥

み

て

は
、事

の

旨

を

ε

わ

う

過

て
、あ

か

ら

さ

ま

に

て

く

だ

く

し

く
、詞

に

だ

け

な

く

俗

調

に

陷

る
、樂

天

の
詩

を

自

俗

と

い
や

し

め

け

る

も
、か

の

口

上

書

の

體

に

て
、交

面

の

外

に

餘

意

な

し
、俗

文

と

韻

語

の

別

を

わ

き

ま

へ
ざ

る

の

誤

な

ウ
、

本

來

無

用

の

物

な

れ

は
、理

窟

を

述

る

竜

の

に

あ

ら

ず
、あ

ど

な

く

》

う

か

氣

な

る
所

に
「卻

て

言

外

の

趣

を

ふ

く

み

て
、至

情

を

盡

し

得

る

竜

の

な

め
。

連

歌

師

秉

壽

と

い

ひ

け

る

は
、歌

を

も

好

て

よ

く

よ

み

け

う
、近

衞

龍

山

公

に

し

た

か

ひ
御

批

剣

を

請

け

る

に
、心

を

盡

し

て

よ

み

た

る

竜
、こ

れ

は

蓮

歌

師

の

う

カ

な

り

と

て
、終

に

威

賞

し

給

は

ぬ

を

う

ら

み
、外

よ

う

み

せ

奉

る

べ

し

と

あ
竜

ぴ
、あ

る

公

家

衆

を

た

の

み

て
、粂

壽

よ

み

た

る

と

仰

せ

ら

れ

ず
、他

の

歌

に

し

て

殿

下

へ
御

目

に

か

け

給

は

れ

と
て
、「是

も

棲

尢

入

あ

ひ

の

鐘

に

ち

う

や

せ

ん
、外

山

の

さ

く

ら

色

つ

き

に

け

う
」と

よ

め

る

を
、他

筆

に

て

し

た

ゝ

め

呈

し

け

う
、龍

山

一
覽

し

給

ひ
、是

は

蓮

歌

師

の

う

尢

な

ウ
、粂

壽

め

に

て

は

な

き

や

と

仰

ら

れ

内

　

　

　

夜

航
餘

話

卷

之
下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
三
九
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躯3

　

　

　

　

日

本
詩

話
叢

書
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
四
〇

　

此

よ

し

粟

壽

承

蚕
、近

衞

殿

へ
參

う

此

事

を

申
.禺

し
、右

は

誰

の

歌

に

て

候

や
、さ

う

と

て

は

よ

　

く

よ

み

申

さ

れ

た

卦

と

威

し

候

に
、蓮

歌

師

の

う

た

と

仰

ら

れ

候
、ど

≧

か

蓮

歌

風

に

て

候

や

　

と

申

け

れ

は
、き

て

は

汝

が

よ

み

た

る

に

て

候

や
、有

據

に

申

候

へ
、其

義

申

聞

へ
し

と

仰

ら

る
、

　

粂

壽
、ゐ

そ

れ

て

罪

を

謝

し

け

れ

は
、此

歌

は

い

か

に

も

よ

く

よ

み

た

れ

ど

竜
、外

山

の

さ

く

ら

　

と

申

た

る

に

て
、汝

の

う

尢

と

し

ら

れ

た

う
、上

の

句

に

入

あ

ぴ

の
鐘

に

ち

亞

や

せ

ん

と

あ

れ

　

は

い

は

ず

し

て

花

と

し

れ

て

あ

り
、し

か

る

に

下

の

句

に
、さ

く

ら

と

い
ム

は

い
ら

ぬ

事

な

ウ
、

　

す

べ

て

連

歌

師

の

う

た

は
、蓮

歌

の

癖

出

て

ε

は

う

遏

る

な

蚤
、な

ぜ

外

山

の

稍

と

は

つ

か

空

　

つ
ら

澱

ぞ

と

示

し

給

ふ
、粂

壽

始

て

心

服

し

け

る

と

な

う
、詩

も

是

に

ゐ

な

じ
、
い

ひ

盡

し

て

は

　

淺

く

俗

な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ　
お

　

詩

書

を

學

ぶ

も

の

ゝ
、惡

逹

者

な

る

と
、下

手

功

の

積

ム

た

る

は
、引

直

し

て

上

達

せ

し

め

難

し
、

　

か

る

が

ゆ

ゑ

に

初

學

の

時

に
、よ

き

師

を

擇

て

先

入

を

愼

べ

し
、
い
や

し

く

も

一
た

ひ

あ

し

く

　

癖

づ

発

る

は
・な

ら

ひ
が

性

と

な

う

て

改

べ

か

ら

ず
・況

や

そ

れ

を

み

つ

か

ら

肇

と

し

て
・

節

を

折

て

過

を

改

る

を

し

ら

す
、ま

こ
と

如

何

と

も

す

べ

か

ら

ざ

る

の

み
。

烏

丸

光

廣

卿

し

ば

く

細

川

幽

齋

君

の

竜

と

に

ゆ

き

て
、歌

の

道

を

ま

な

び

給

ひ

し

に
、あ

な
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た

の

御

歌

に

は
ぎ

て

あ

ゐ

な

ん

と

思

ふ

に

竜

難

を

申

な

う
、そ

こ

を

御

退

屈

あ

る

べ

か

ら

ず
、

今

度

飛

鳥

井

殿

御

歌

を

返

し
、よ

み

な

を

さ

せ

ま

い
ら

せ

た

る

も
、大

勢

の

付

合

に

と

思

ひ

て

か

へ
し

尢

れ

は
、後

の
御

歌

一
段

よ

く

候

ひ

し

な

ウ
、か

げ

に

て

も

申

候
、御

歌

風

情

な

ど

あ

う

過

る

ほ

ど

な

ρ
、よ

み

つ

の

う

給

ひ

な

ば
、
い
う

や

う

な

る

歌

よ

み

に

も

成

給

ふ

べ

し
、左

あ
竜

ひ

て

必

の

く

の

よ

り

竜

難

を

つ

よ

く

申

な

う
、馬

な

ゼ

も

氣

の

あ

る

を

よ

く

乘

し

づ

め

尢

る

は

よ

し
、む

ち

を

打

ほ

ど

な

る

は

用

に

カ

ゝ

澱

も

の

な

り
、歌

の

道

も

是

に

必

な

じ

と

喩

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ
ハ
　
　

ニ
　
　
　
　
テ
　
レ
ハ

れ

け

る
、光

廣

卿

の

耳

底

記

に

し

る

き

れ

た

う
、揚

子

法

言

に

い

は

ゆ

る
、在
昌夷

貉

一則

引
v之
、倚

冉

　　
　
　

　

ス
　

チ

牆
勣

磨
ソ之
、ま

こ

と

に

深

切

の

歡

な

う

け

ク
、す

べ

て

何

の

道

の

指

南

す

る

も
、は

じ

め

の

ほ

ど

は
、手

を

と

う

て

つ

れ

ゆ

く

や

5

に
、よ

く

い
ざ

な

ひ

遘

び

く

べ

し
、や

ゝ
進

み

澱

る

に

及

て

は
、

わ

ざ

と

つ
き

は

な

し

て
、獨

う

立

の

な

る

や

う

に

み

つ

か

ら

力

を

盡

さ

し

む

べ

し
、
い
は

ゆ

る

不

屑

の

歡

誨

な

釦
、し

か

ち

ざ

れ

は
、
い

つ
ま

で

竜

師

に

竜

た

れ

て
、絡

に

上

逹

す

る

ど

能

は

ず
、

服

南

郭

唐

詩

選

附

言

を

作

う

て
、徂

來

に

添

創

を

乞

け

る

に
、
一
見

し

て

直

に

つ
き

も

ど

し
、再

思

せ

ら

れ

よ

と

ば

か

う

に

て
、
一
字

竜

筆

を

加

へ

ざ

う

け

う
、南

郭

い

か

に

竜

鍛

錬

し

て
、再

力

び

往

て

敢

を

請

け

る

に
、叉

い
ま

だ

な

う

と

て

手

を

つ

け

す
、あ

よ

そ

五

控

び

改

作

し

て
、は

じ

　

　

　

夜
航

餘

話
卷

之

下
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

四
一
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
こ

め

て

翁

の

許

可

を

得

た

ウ
、こ

れ

よ

う

丈

筆

大

に

上

逶

し

け

る

と

な

り
。

　

　

　

　

チ

　

　
　

チ

　
　

テ

ル
ニ

ハ

ラ

ル

ル

ノ

岑

參

憶
萇

安

詩

、東

望

鏨

萇

安
n正

値

日

初

出
、長

安

不
v可
v見
、喜

見

長

安

日
、と

い

へ

る

は
、阿

倍

仲

麻

呂

の
「三

笠

の

山

に

出

し

月

か

竜
」と

よ

み

け

る

と
、同

一
戚

情

の

詞

な

う
、蹄

思

の

切

な

る

至

ゐ
、そ

な

た

の

そ

ら

に

出

る

月

日

を

望

て
、せ

め

て

の

思

ひ

出

と

す
、か

ぎ

参

な

き

情

け

な

ウ

け

り
。

武

者

小

路

實

蔭

卿

の

歌

も

の

か

尢

う

を

似

雲

法

師

が

書

と

め

置

け

る
、詞

林

拾

葉

と

い

ふ

竜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

の

ゝ

中

に
、あ

る

日

の

尢

ま

ふ
、此

ご

ろ

擣

衣

の

題

を

と

う

侍

・9

し

に
、彼

李

自

が

、長

安

一
片

月
、

　

　

　

チ

　

　

　
　
テ

　

　
チ

　

　
　
ノ

　
　
ノ

カ

ゲ

　
　
チ

　

　

　

　
　チ

萬

戸

擣
"衣

聲
、秋

風

吹

不
v蠱

總

是

玉

關

情
、何

日

李
昌胡

虜
莨

人

罷
蓮

征
一と

い
ふ

詩

を
、あ

ま

う

面

自

く

威

吟

い

た

し
、何

と

ぞ

此

意

を

も

て

詠

じ

だ

く
、「衣

う

つ
人

は

う

ら

汐

の

長

き

夜

に
、吹

竜

盡

さ

ぬ

秋

風

の
聾
」と

よ

み

て
、さ

て

古

き

歌

ど

も

を

見

し

に
、後

京

極

の

う
カ

に
、「歸

る

べ

き

越

の

族

人

ま

ち

わ

び

て
、都

の

月

に

衣

う

つ

な

り
」と

あ

る

を

と

く

と

沈

吟

し

て

膽

が

つ
ぶ

れ

し

な

り
、右

の

詩

を

全

く

此

一
首

に

よ

ま

れ

し

な

め
、此

方

う

た

に

は
、吹

竜

盡

さ

ぬ

ま

で

詩

の

詞

「

を

と

う

て

も
、彼

の

詩

の

か

た

そ

は

を

少

し

や

う

く

取

て

來

る

は

か

も

な

り
、後

京

極

の

う

た

に
、何

の

乏

な

き

や

う

に

の

ん

ど

ウ

と

し

て
、し

か

も

詩

の

全

首

の

こ

ら

ず

い

は

れ

尢

O
、前
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に

竜

幾

度

竜

見

た

る
歌

な

ガ

ら
、是

に

心

の

つ

か

ざ

り

し

な

う
、き

れ

ば

今

ま

で

う

か

く

と

う

は

が

て

ん

に

て

遏

し

う

た

に
、ま

だ

い

く

ば

く

か

深

意

あ

る

歌

あ

る

べ

し

と

語

ウ

給

ふ
、叉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ
　
ニ

あ

る

日

ま

い
り

け

る

に

け

ふ

は

雨

晴

よ

き

天

氣

な

り
、四

月

清

和

雨

乍

晴
、南

山

當
v戸

轉

、
分

明

　

　

　

　

　

　

ト
ノ

と

い

ふ

詩

は
、悠

然

見
南

屮

の

意

と

ひ

と

し

き

よ

し
、ま

ε

に

よ

き

詩

な

ム
、暴

遯

て

夏

來

る
ら

じ

自

妙

の
、こ

ろ

竜

さ

ら

せ

ウ

天

の

香

久

山
」の
御

歌

と
、全

く

符

合

せ

ゐ
、是

竜

不
患

識

な

る

も

　

　

　

　

　

　

　

　

の

の
な

う
、彼

詩

は

此

御

製

よ

う

後

か

と

思

ゆ

と

の

カ

ま

ひ

ぬ
、此

外

に

竜

詩

歌

を

引
合

せ

て

喩

し

給

ふ
、面

自

き

事

ど

竜
、
あ
ほ

し
。

長

嘯

子

吾

妻

の

記

に
、大

江

匡

房

の
「箱

根

山

う

す

紫

の

す

ぼ

す

み

れ
」と

よ

ま

れ

し

は
、二

し

ほ

三

し

ほ

と

い

は

ん

料

な

う

と

は

か

う

し

蚤

侍

ム

し

を
、す

べ

て

こ

ゝ

許

に

あ

る

は
、み

な

其

色

な

る

は

ゐ

か

し
、
い

か

で

さ

は

し

う

尢

ま

へ
ぬ
ら

ん
、よ

く

聞

さ

だ

め

て

こ

そ
、む

か

し

人

は

か

う

よ

う

つ

に

至

ら

顧

く

ま

な

か

蚤

し

か

と

い

へ
り
、す

べ

て

古

人

の

詩

歌

は
、事

の

證

據

に

引

～

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
　
タ
ル
テ
　
　

コ

る

ゝ
ど
、手

あ

つ

く

た

し

か

な

れ

は

な

ム
、岑

參

迭
呂張

子

尉
嵩南

塗

詩

に
、樓

臺

多

蜃

氣
ハ邑

里

雜
昌鮫

人
喝と

い

へ
る

竜
、海

國

ゆ

ゑ

と

の

み

思

へ

る

は

疎

な

ム
、登

州

の

海

は

蜃

樓

の
あ

ら

は

る

ゝ
名

ノ

所

な

れ

ば
、殊

に
,用

ひ

て

鮫

人

に

對

し
、ふ

尢

つ

な

が

ら

題

に

切

な

う
、徐

貞

卿

の

廬

山

の

詩

に

　

　

　

夜

航
餘

話

卷

之
下

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
四
三
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口

本

詩

話

叢

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
四

レ
れ下

v山

賠

鼠

啼
、藤

竹

使
昌人

迷
隅と

い

へ
る

も
、明

一
統

志

に
、廬

山

多
藤

鼠
一と

あ

う
、臭

地

の
詩

に

楓

を

咏

し
、越

中

に

鵬

鴣

を

稱

し
、楚

蜀

の

行

に

猿

盤

を

い

へ
る
、み

な

其

地

の

事

實

な

う
、此

方

詩

人

の

輕

薄

な

る
、山

中

に

は

賠

鼠

を

い

ひ
、海

邊

に

は

蜃

氣

を

い

ふ

た

ぐ

ひ
、其

物

の

有

無

に

拘

は

ら

ず
、
い
尤

づ

ら

に

詩

詞

の

套

語

と

な

れ

う

け

り
。

明

人

林

道

近

か

合

浦

道

上

の

詩

に
、秋

清

蜃

氣

高

と

い

ひ

け

る

は

妄

言

な

ウ
、蜃

氣

は

春

靄

澹

陰

の

天

に

あ

ら

は

る
、高

秋

肅

清

の

時

の

物

に

あ

ら

ず
、東

坡

登

州

に

在

て
、名

に

し

ゐ

ふ

海

市

を

見

ざ

る

を

う

ら

み
、文

を

作

う

て

海

神

に

薦

う

け

れ

は
、十

刀

こ

れ

が

爲

に

出

現

し

け

る

は
、

古

今

希

有

の

事

な

れ

と

竜
、是

は

小

春

の

時

な

ム

け

る

ゆ

ゑ
、春

の

ご

と

く

陽

氣

に

蒸

れ

て

現

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

は

れ

け

る

な

る

べ

し
、あ

る

人

湖

上

の
詩

に
、蜃

氣

を

い

へ
う

し

は
、さ

ら

に

鹵

莽

の

至

な

ウ
、さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
ル

ニ

ス

ニノ
ゆ
カ

ス

れ

ど

も
朿

鑑

に
、建

長

三

年

三

月

信

濃

國

諏

訪

湖
、大

島

拜

唐

船

等

出

現
、片

時

之

問
、如
v消

而

失

と

見

へ
た

う
、叉

山

野

に

竜

あ

ら

は

る

ゝ

事

あ

る

よ

し
、聊

齋

志

異

に

山

市

の
記

あ

う
、池

北

偶

談

に

竜

載

た

う
、か

な

ら

ず

し

竜

海

上

に

か

ぎ

ら

ざ

る

に

や
。

「と

ら

の

な

く

聲

を

問

れ

て

儒

者

こ
ま

る
」と

い

ふ

俳

句

あ

り
、宋

の

兪

紫

芝

か

夜

深

童

子

喚

不

v起
、猛

虎

一
聲

山

月

高

の
句

な

ど
、其

聲

を

し

ら

ざ

れ

ば

趣

を

得

す
、甥

州

よ

う

朝

鮮

屋

鋪

に

在

-k
丶

＼



3弼

番

せ

し

人

の

話

を

ミ

け

る

に
・其

聲

ひ

や

ん

う

と

叫

ぶ

ほ

ピ

ん

ど
、地

を

飃
。す

る

勢

あ

り
、殊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ
る

に

か

な

ぎ

ム

て

さ

え

揚

ウ
・だ

と

へ

は

賢

實

な

る

陶

器

を
、鐵

槌

に

て

打

破

や

5

な

ム

と

ぞ
、さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
け

れ

ば

山

月

高

と

い

ふ

に

係

た

る

は
、さ

之

揚

う

た

る

聲

に

つ

れ

て
、そ

の

方

を

仰

ぎ

な

が

め

け

れ

ば
、大

ぞ

ら

の

月

す

み

の

ぼ

う
、皎

々

と

し

て

嶺

の

上

に

懸

ウ
、
い

と

物

す

ご

く

す

さ

ま

じ

き

な

う
、豺

狼

な

ど

の

ご

と

く

う

な

る

聲

に

て

は
、山

月

高

に

か

け

合

へ

か

ら

す
。

韻

書

に

一
東

二

參

と

あ

る

は
、其

次

第

を

し

る

せ

る

番

づ

け

る

な

う
、さ

れ

は

探

韻

の

詩

題

に

は

得
慕

韻

と

稱

せ

ん

の

み
、得
二

東
一得
三

多

な

と
、れ

き

く

の

集

に

も

ゐ

ほ

く

見

ゆ
、何

の

爲

に

番

付

を

し

る

せ

る

に

や
、も

ろ

こ

し

の

人

の

集

に

は

見

あ

よ

は

ず
、無

用

の

う

つ

け

わ

ざ

に

ぞ

あ

う

け

る
。

俳

諧

の

發

句

に
、M花

み

せ
た

ほ

と

鄰

へ
も

落

葉

か

な
、」此

句

を

咏

ぜ

し

竜

の

は
、か

な

ら

ず

人

我

の

隔

あ

り

て
、意

地

わ

ろ

き

人

な

る

べ

し
、颪

止

で

鄰

へ
竜

ど

す

柳

か

な
」と

い

へ
る

な

ん
、温

柔

敦

厚

の

旨

に

か

な

ひ

て
、い

と

殊

勝

な

る

善

人

と

思

ゆ
、風

雅

は

理

外

の

物

な

れ

ど

ゆ

め

く

さ

も

し

き

ど

は

い

ふ

べ

か

ら

ず
、「藏

う

り
て

日

あ

た

う

も

よ

し

冬

至

梅
」と

い

ひ

け

る

は
、「藏
た

て

る

力

や

な

く

て

菊

畑
」と

い

へ

る

め
、風

流

に

し

て

趣

あ

る

に

し

か

ず
、詩

歌

に

竜

此

訣

を

し

　

　

　

夜

航

餘
話

卷

之

下
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
四
五
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日

本
詩

話

叢

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

る

べ

し
、あ

な

が

ち

に

新

し

く

巧

な

ら

ん

と

考

れ

は
、人

か

ら

を

そ

≧

な

へ
る

ε

を

い

ひ

出

る

も

の

ぞ

か

し
。

「二

三

枚

繪

馬

見

て

は

る

ゝ

時

雨

か

な
」此

句

盛

唐

の

詩

に

似

た

参
、田

舎

の

路

に

て

し

ぐ
れ

に

あ

ひ
、あ

た

ム

の

叢

祠

へ
走

ム

入

て

避

け

る

に
、祕

さ

び

た

る

森

の
木

々

の

葉

ご

と

に

打

觸

て
、

は

ら

く

と

ふ

り

過

る

著

の

尢

ゞ
な

ら

ぬ

風

情

あ

う
、そ

を

読

破

ら

ず

し

て
、言

外

に

其

意

を

ふ

く

み

た
蚤
、「走

り

つ

く

松

に

日

の

竜

る

し
く

れ

か

な
、乏

れ

は

杜

工

部
・王

右

丞

な

ど

の
律

詩

に

ゐ

さ

く

劣

ら

ず
、き

ば

か

ム

け

は

し

き

變

化

の

機

を
、わ

ず

か

の

文

字

に

よ

く

い

ひ

か

な

へ
た

り
、「笑

は

れ

た

傘

う

れ
し

初

し

ぐ

れ
」と

い

ふ

に

至

て

は
、宋

人

の

詩

に

似

た

ゐ
、た

ゞ

に

巧

を

求

て

餘

味

な

し
、傘

に

雨

の

昔

す

る

何

の

趣

か

あ

ら

ん
、負

ゐ

し

み

の

俗

情

ま

で

あ

ら

は

れ

て

淺

ま

し
、俳

諧

こ

と

き

の

技

は

き

竜

あ

ら

拡

あ

れ
、迸

こ

ろ

詩

風

わ

る

び

れ

て

、此

弊

に

流

れ

ゆ

く

そ

う

疫

て

き

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ
　
　
　
ジ

「聞

に

ゆ

く

路

か

ら

細

し

鹿

の
聲
」は

あ

ら

ば

し
て

淺

く

俗

な

ウ
、弄
v巧

成
抽

と

い

ふ

べ
し
、「鹿

の

聲

か

す

か

に

二

日

月

夜

か

な
」は
、
い

よ

く

婉

に

し

て

章

を

成

尢

参
、渾

然

と

し

て

自

然

に

趣

深

し
、是

ま

た

晩

唐

盛

唐

の

わ

い
だ

め

な

う
。
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「家

内

み

な

ま

め

で

芽

出

尢

し

歳

の

暮
レと

い

へ
ば
、む

げ

に

淺

衰

し

き

野

調

な

る

を
、「何

事

も

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゴノ
　
シ
　
ム

き

を

た

か

ら

に

歳

の

暮
」と

直

し

け

る

は
2詞

あ

で

た

く

調

高

し
、宋

の

王

仲

至

の
、日

斜

奏

罷

長

　

　

　

　

　

　

　

シ
　
チ
　
　
　
　ニ　
ム

楊

賦

を
、王

荊

公

奏
二賦

長

楊
寵

と

改

ら

れ
、品

格

け

だ

か

く

立

あ

が

れ

う
、か

る

が

ゆ

ゑ

に

篇

成

て

語

を

錬

か

へ
し
、點

化

の

工

夫

を

盡

す

べ

き

な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
に

光

廣

卿

御

江

戸

よ

う

歸

り

給

ひ
、御

門

弟

あ

ま

尢

待

む

か

へ
て
、御

咏

草

を

請

れ

け

れ

は
、道

す

が

ら

海

山

の

風

景

に

め

で

心

の

ゐ
も

む
く

費

ゝ
に

く

ち

す

さ

み

た

る

も

候

へ
ど

竜
、是

を

と

あ
竜

ふ

ほ

ど

の
歌

は

よ

み

得

す

候

が
、さ

て

も

珍

ら

し

き

歌

を

こ

そ

承

ウ

ぬ
、是

を

見

ま

い
ら

せ

て

は
、我

等

が

歌

は

御

目

に

か

け

ら

れ

ず

と

あ

う
、そ

れ

は

い

か

な

る

人

の

よ

み

候

や
、貴

卿

さ

ほ

ど

に

威

じ

給

ふ

は
、よ

の

つ

ね

な

ら

ぬ

名

歌

な

る

べ

し

と
、い

つ

れ

竜

耳

を

そ

ば

だ

て

ら

る
、光

廣

卿

ふ

と

こ

ろ

を

探

り
、鼻

紙

の

端

に

書

つ

け

給

ひ

た

る

を
、是

見

給

へ
と

出

し

給

ふ
《
宮

は

朝

舟

四

日

市

ど

ま

ム

關

の

地

臓

は

す

ぐ

と

ほ

ウ
」と

あ

φ
、皆

あ

き

れ

て

辭

な

か

り

け

れ

ば
、

ゐ

の

ー

い

か

ゞ

ゐ
ぼ

し

め

し

候

や
、是

戀

の

歌

と

し

ら

れ

侍
、關

の

宿

と

い

ふ

所

は
、賎

し

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
る
う
げ

が

ら

遊

女

あ

按

だ

あ

り

て
、上

下

を

勤

む

人

夫

と

も
、此

宿

に

戀

を

も

π

ぬ

は

な

き

よ

し
、
澱

拗

＼撫
浴

勘

網
裂

照
・媚

測

聾
凍

嫡

妝
・
江

戸

よ

・9
上

方

へ

の

ぼ

る

に
、七

里

の

渡

を

こ

え

て
、桑

名

の

驛

　

　

　

　

夜

航
餘

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
七
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日
本

詩

話
叢

書

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

四
八

に

著

て

と

ま

う
、朝

に

桑

名

を

發

す

れ

ば

關

の

宿

ま

で

十

里

ほ

ど

に

て
、き

は

め

て

開

に

と

ま

ら

ん

と

期

し

楓

る

を
、み

や

の

舟

を

あ

さ

と

く

乘

出

し

て
、伊

勢

の

海

つ

ら

を

晝

の

な

が

め

に

し
、桑

名

に

つ
き

て

な

を

日

高

な

れ

ば
、四

日

市

ま

で

來

う

宿

す
、關

の

驛

へ
は

五

六

里

の

ほ

ど

な

る

ゆ

ゑ
、あ

け

の

日

の

午

時

ば

か

う

に

行

過

る

の

ほ

い
な

さ
、江

戸

よ

ム

思

ひ

も

ふ

け

し

戀

の

た

く

は

へ
、
い
た

づ

ら

に

な

埀

ぬ

る

を

か

こ

ち

け

る

歌

な

る

べ

し
、關

の

や

ど

蚤

に

か

う

寐

の

夢

を

む

す

ぱ

ざ

る

恨

を

い

は

ん

と

て
「宮

は

朝

ふ

ね

四

日
市

と

懐

ム
」と

い

ひ

か

け

來

れ

り
、

戀

の

詞

は

前

後

に

な

け

れ

ど

も
、「す

ぐ

と

ほ

う
」
の
五

も

じ
に
、其

情

う

ら

め

し

き

さ

ま

言

外

に

盗

れ

て

あ

う
、も

と

よ

ク

賤

し

き

も

の

ゝ

辭

な

れ

は
、其

體

・は

い

ふ

に

も

π

ら

ね

ど

、
ゐ

さ

く

い
に

し

へ
歌

仙

の

意

に

も

叶

へ
け

れ

ば
、
い
と

深

く

威

じ

た

る

ま

ゝ
、都

の

家

つ
と

に

と

書

つ

け

來

ウ

し

と

仰

け

ウ
、
い
つ

れ

竜

始

て

威

心

あ

ウ
、ま

こ

と

に

賤

の

わ

ざ

ま

で

竜
、か

や

う

の

故

あ

る

意

そ

と
、御

心
を

つ

け

給

へ
ば

こ

そ
、か

く

め

づ

ら

し

き

御

家

ず

と

に

な

釦

て
、我

等

ま

で

も

か

た

し

け

な

く

感

吟

い
た

し

候

へ
、誰

か

よ

く

物

こ

と

に

就

て
、か

く

ま

で

に

歌

の

情

を

心

か

け

る

も

の

ゝ
あ

る

べ

き

と

謝

せ

ら

れ

け

る

と

な

ウ
、是

古

樂

府

の
辭

を

よ
み
、樂

府

體

の
詩

を

作

る

の

要

訣

な

6

べ
し
、「御

油

や

赤

阪

よ

し

田

が

な

く

ば
、何

を

よ

し

み

に

江

戸

が

よ

ひ
」と



3お

う

た

ふ

ご

と

き

は
、
ひ
ら

た

く

赤

む

き

に

打

禹

し

て
、放

逸

無

慙

を

憚

ら

ず
、く

だ

れ

る

世

の

惡

俗

な

ム

け

り
。

歌

詞

に

つ

ゝ
と

い

へ
る

は
、物

を

か

ぞ

ふ

る

い
く

つ

づ

つ

の

義

よ

ウ

し

て
、事

の

か

き

な

る

に

用

ふ
、
ゐ

竜

ひ

つ

丶

は
、あ

竜

ひ

つ

く

な

う
、な

が

め

つ

ゝ

は
、な

が

め

つ

く

な

う
、詩

詞

に

も

　

　

　

　

　

　

　

ル
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
ム
テ
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ

此

格

あ

め
、
一
日

日

知

添
一老

病
ハ
一
年

年

覺
v惜

重

陽
一は
、
一

日

主

主

一
年

上

主

の

義

な

ウ
、千

朶

穰

　

テ
　
　
　
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
デ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　チ
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ニ　
　
チ
　
ニ　
　
　
　
　
　
　
リ
　
ル

芳

倚
V樹

斜
、
一
枝

枝

綴

亂

一紅

霞
一無
V奈

子

規

知
V向
V蜀
、
一
聲

聲

似
V怨
"一春

風
嚇正

是

霜

風

飄

斷

處
、寒

鴎

驚

起

一
雙

雙

な

ど

、此

類

枚

基

に

蓬

あ

ら

ず
。

樂

府

の

從

軍

行

塞

上

曲

な

ど
、
ゐ

ほ

く

武

士

の

意

氣

な

き

は
、そ

の

か

み

農

兵

の

制

な

う

け

れ

げ
、郷

中

町

方

よ

り

軍

役

に

あ

も

む

く
、其

輩

の

情

を

述

だ

る

詩

な

る

ゆ

ゑ
、家

を

し

尢

ひ

妻

を

戀

の

意

を
灘專

に

咏

じ

け

る

ど
、
こ

と

わ

う

な

り
、さ

て

竜

太

閤

記

に

載

尢

る

瀬

川

宋

女

が

事

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
ぬ

そ

う

た

て

け

れ
、妻

の

文

に

戀

し

尢

ふ

情

の

切

な

れ

ば

と

て
、戰

場

を

免

か

れ

て

い

尢

づ

ら

に

歸

來

ク
、な

ほ

士

が

ま

し

く

顏

を

あ

げ

て
、人

に

對

せ

ら

る

ゝ

も

の

な

ら

ん

や
、秀

吉

も

何

の

爲

に

か

此

政

を

行

は

れ

け

ん
、太

閤

記

を

編

た

る

も

の

も
、侮

と

て

か

ゝ

る

う

つ

け

た

る

事

を

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

る

せ

る

に

や
、す

べ

て

彼

記

は

ゐ

ほ

く

大

事

を

漏

し

て
、無

用

の

事

を

委

し

く

載

け

蚕
、不

賢

者

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
四
九
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
盂
O

ス
　

　

　
ナ
ル

チ

識
昌其

小

者
鴫の

弊

な

う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ
　

フ
　
　
ノ
　
　
　
ハ
　
ル
　
　
　ノ

唐

の

僧

貫

休

が

詩

に
、薪

拾

紛

紛

葉

、茶

烹

滴

滴

泉

と

い

へ

る

は
、西

行

法

師

が

吉

野

に

あ

う

て
、

　

「と

く

ー

と

耄

る
岩

間

の

苔

清

水
、く

み

ほ

す

ほ

ど

竜

な

き

す

ま

ゐ

か

な
」と

よ

み

け

る

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

よ

く

似

た

め
、叉

宋

の

僭

知

和

が

、竹

筧

兩

三

升

野

水
、松

窓

五

七

片

閑

雲

と

い

へ

る

も
、ま

尢

西

　

行

の

境

界

な

う

け

う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

デ

　

　

　

　

　
ノ

つ

ジ

シ

　

　

　

　
ク

　
　
ル

ヲ
ス
デ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ
　
コ

　

唐

人

滕

傅

胤

探

蓮

詩

、甫

口

潮

來

初

森

漫

、蓮

舟

搖

盪

綵
v花

難
、春

風

不
v極

室

歸

去
、會

待
昌潮

回

更

　

　

ソ

　

折

看

と

い

へ

る
、ま

ε

に

巧

な

れ

ど

も
、蓮

は

鹽

を

忌

ε

甚

し
、誤

て

蓮

池

に

一
抹

を

そ

ゝ

げ

ば
、

　

蓮

根

悉

く

腐

る

な

ウ
、況

や

海

潮

の

必

よ

ふ

所

に

そ

だ

つ

べ

け

ん

や
、俳

諧

の

句

に
、㌦せ

ゝ

な

げ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

　

や

腹

は

か

蚤

竜

の

蓮

の

花

」と

い

へ

る

も
、あ

な

が

ち

に

巧

を

求

め

て
、淤

泥

を

甚
.し

く

い

は

ん

　

と

て
、物

理

を

精

し

く

せ

ず

し

て
、此

鹵

莽

を

致

す

な

う
。

　

嵐

の

字

は

あ

ら

し

に

あ

ら

ず

、山

氣

の

縹

緲

た

る

を

い

ふ

な

り
、李

善

文

選

の

注

に
、俾

蒼

を

引

　

　

ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
に
や
な

　

て
、嵐

山

風

也

と

あ

る

は
、山

氣

の

う

き

や

か

に

爽

な

る

さ

懐

の
、風

だ

ち

た

る

氣

色

に

見

ゆ

る

　

を

い

ふ

な

る

べ

し
、そ

の

か

み

此

注

の

意

を

取

あ

や

設

ゐ

て
、あ

ら

し

と

い

ふ

よ

み

を

つ

け

た

'

　

　

　

　

　

　

　

ハ
　
　
　
　
　
　
　
チ

　

る

に

や
、韻

會

に
、嵐

山

下

出
v風

也

と

注

せ

る

は
、山

の

下

に

風

を

書

た

る

字

な

る

ゆ

ゑ
、み

だ

塾
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に

臆

度

附

會

せ

る

な

る

べ

し
、も

ろ

く

の

詩

文

を

閲

す

る

に
、古

よ

う

風

を

い
ふ

に

用

た

る

た

め

し

を

見

ず
、但

佛

經

に
、嵐

風

旋

嵐

猛

嵐

の
語

あ

う
、法

苑

珠

林

に

あ

ら

は

る
、暴

風

を

い

ふ

に

似

だ

り
、霞

の
字

は
、晴

雲

日

氣

を

受

て

紅

な

る

を

い

ふ
、朝

や

け

夕

や

け

の
雲

な

ウ
、煙

靄

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

い

ム

に
、霞

の

字

を

用

る

は
、い

つ

れ

の

時

よ

ウ

か

誤

り

そ

め

け

ん
、和

名

抄

に

は
、赤

雲

氣

也

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に
ゆ
せ

あ

れ

ば
、此

頃

ま

で

は

い
ま

だ

文

字

を

聖

違

ざ

り

し

と

見

ゆ
、灘

の

字

は
、谷

川

の

逍

う

て

急

滞

と

な

う

た

る
、舟

行

の

難

所

を

い

ふ

な

ク
、嚴

陵

灘

を

嚴

陵

瀬

と

竜

い

ふ

に

て

見

る

べ

し
、新

古

　

　

　

　

　

　

　

デ
　
　
　
ニ
　
シ

今

集
、阪

上

是

則
、月

入
盤花

灘

暗

と

い

ふ

題

に

て
よ

め

る
、「花

な

が

す

瀬

を

も

見

る

べ

き

月

影

の
、

わ

れ

て

入

皿
る

冉

の
邏

か
尢
薪

拾
逡

集
、要

じ

題

に

て
、壬

生

忠

岑

の

よ

め
る
、霰

塗

が

ふ

花

は

衣

に

か

丶

れ

ど

も
、水

無

瀬

を

ぞ

思

ぷ

月

の

入

ま

丶

」い

つ
れ

も

川

瀬

の

あ

竜

む

き

を

よ

め

う
、今

の

俗

に

は

海

路

の

難

所

を

い

ふ

さ

れ

ど

、も

ろ

こ

し

に

て

も

後

世

は

海

路

に

も

此

字

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ

用

た

る

あ

ウ
、宋

應

昌

が

天

工

開

物

に
、所
v經

遘

里

萬

里

長

灘
、黒

水

洋

等

處

と

あ

重
、陳

沂

遊
昌海

ノ
　
　
　
　
ニ　
　
　
　
　
　
　
　

テ
　
テ
　
　ル
　
　
　
　
ニ　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
ノ
　

テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ
ヒ
カ
プ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

鰲

屮

記

に

も
、降
v鑞

乗
昌小

兜
(從

者

徒

歩
、縁
昌海

灘

亂

石

固

と

し

る

せ

ウ
、甲

冑

を

か

ぶ

と

よ

う

引

と

よ

み

蓮

ふ

る

は
、殊

に

文

盲

の

誤

な

づ
、寛

夲

新

撰

字

鏡

に
、す

で

に

顛

倒

し

て

訓

を

施

し

け

れ

ば
、そ

の

か

み

よ

φ

あ

や

痩

参

來

れ

る

に

や
。

　

　

　

夜
航

餘

話

卷

之
下

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

五
一
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
五
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ
　
　
　
　
　
マ
ヘ
ニス
　
チ

唐

の

李

山

甫

が

詩

に
、諸

侯

貪

割

據
門群

盜

恣

拜̀

呑

と

い

へ

る

は
、足

利

の

代

の

末

の

き

ま

に

ぞ

み

う

け

る
、き

れ

ど

此

方

に

て

は

足

利

の

み

だ

れ

の

時

の

み
、彼

邦

の

な

ら

は

し

は
、世

亂

る

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク
　タ
リ

ば
、
い

つ

も

か

く

の

ご

と

し
、淺

ま

し

き

國

な

う

け
ゴ

、韋

莊

が

烏

兎

不
v知

多

事

日
、星

辰

長

似
昌太

ノ
　

エ

李

時
輔は
、唐

末

の
亂

れ

尤

る

世

を

悲

め

る

な
す

、「か

く

ば

か

う

へ
が

た

く

見

ゆ

る

世

の

中

に
、う

ら

や

ま

し

く
も

す

め

る

月
噂か

な
」、荷

ご

と

も

あ

ら

ず

な
り

ゆ

く

世

の
中

に
、か

は

ら

澱

竜

の

は

秋

の
夜

の

月
レな

と

よ

み

け

る
、詩

歌

同

情

の

感

に

尢

え

ず
、佐

佐

成

政

が
、積

雪

を

し

の

ぎ

て

さ

ら

く

越

を

尢

ど

る

と
て
、「何

事

も

か

は

う

は

て

た

る

世

の

中

と
、し

ら

で

や

雪

の

し

ろ

く

ふ

る

ら

む
」、か

ぎ

ム

な

き

威

慨

言

外

に

あ

ふ

れ

た

り
、當

時

の

事

情

ゐ

竜

ひ

や

ら

れ

て

あ

は

れ

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

,
9

。

加

茂

眞

淵
、服

南

郭

が

許

に

て

も

の

か

た

う

に
、唐

詩

の

漢

魏

に

及

ざ

る

ε

は
、汾

上

驚
・彦

特

噂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヰ

に

て

し

め

ぬ
、北

風

吹
昌臼

雲

h萬

里

渡
昌河

塗

と

い

ふ

は
、覊

族

の

秋

情

言

外

に

あ

ぶ

れ

尢

釦
、ま

ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

に

一
唱

三

嘆

す

べ

し
、心

緒
蓬

昌搖

落
萩

聲

不
γ可
v聞

は
、
い
た

ず

ら

に

上

二

句

の

注

釋

な

う
、氣

格

は

る

か

に

落

下

れ

う
、吾

歌

も

後

の

世

の

劣

ム

降

れ

る

ε
、全

く

詩

の

弊

と

ゐ

な

し

と

い

ヘ
ム
.

南

郭

も

節

を

撃

て

感

嘆

し

け

る

と

そ
。

1
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テ

ム
ニ

　

ノ
タ
ル
ラ
ニ
テ

　
　
チ

ス

楊

誠

齋

嶺

雲

の

詩

に
、天

女

似

v憐

山̀

骨

痩
嚇爲

縫

霧

穀
一作

昌春

衫
一と

い

へ

る

は
、「π

ち

澱
は

ぬ

衣

き

し

人

竜

な

き

竜

の

を

、な

に

山

姫

の

布

さ

ら

す

ら

ん
」と
、よ

く

も

趣

向

吻

合

せ

ム
、山

姫

と

い
・ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
リ
ト
　
　
　
ナ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ガ

ム
ス
メ

語

も
、楊

升

菴

か

丹

鉛

録

に
、彼

山

姫

野

婦
、雖

美

而

不
v都

と

あ

り
、但

し

こ

れ

は

山

家

娘

を

い

へ

,
9

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク
　
テ
　
　
　
　
　
ニ
　
ク
　
テ
　
　
　
　
　
ジ

茶

人

の

初

雪

を

待

て

尤

の

し

む

ε
、宋

の

丁

晉

公

茶

の

詩

に
、痛

惜

藏
書

篋
堅

留

待
奪

天
一と

あ

れ

ば

、彼

方

に

て

も

し

か

る

な

る

べ

し

。

　

　

　

　

　

　

　

タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

韋

蘇

州

の

兵

衞

森
養

戟
叫燕

寢

凝
濡

蚕

の

句

は
、宋

の

范

文

正

公

ふ

か

く

愛

せ

ら

れ

し

と

そ
、武

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

デ

ニ

ル

チ

テ

ル

ニ

ノ

將

の

茶

席

に

よ

き

聯

な

蚤
、東

坡

鱠
昌劉

景

文
一詩

に
、荷

盡

巳

無

整
v雨

蓋

菊

殘

獪

有

薇

v霜

枝

嚇
一
・年

　

　

　

　

　

　

コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

好

景

君

須
v記
、正

是

橙

紅

橘

緑

時

と

い

へ

る

は
、ま

こ

と

に

雅

趣

の

嶽

に

中

れ

ウ
、
さ

る

ほ

ど

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

利

休

が
、壺

口

切

は

橙

紅

橘

緑

の

時

と

申

け

る

な

る

な

6
、王

右

丞
、青

苔

日

厚

自

無
レ塵

の

句

は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
リ

殊

に

利

休

が

愛

せ

し

と

な

ん
、邵

康

節

の
、靜

處

乾

坤

大
、閑

中

日

月

長

竜

卻

て

小

坐

鋪

に

よ

ろ

し

か

る

べ

し
。

冒
他

の

國

に

遊

寓

し

て
、其

地

の

事

を

稱

贊

す

れ

ば
、人

情

う

れ

し

く

思

へ

る

色

あ

多

、も

し

水

土

物

産

を

さ

み

し
、風

俗

地

利

を

あ

し

さ

ま

に

い

へ
ば
、か

な

ら

ず

慍

を

ふ

く

む

も

の

な

ム
、蘇

秦

　

　

　

　

覆

航

餘

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
圧
三



一亠…㎝一…一…

58
り
り

　

　

　

日
本

詩

話
叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
五
四

が

六

國

に

遊

設

せ

し

に
、か

な

ち

ず

先
.其

國

の
美

事

を

か

ぞ

へ
た

て
、其

君

の

心

を

挽

し

め

た

ゆ
、こ

れ

を

讀

に

其

煩

し

き

を

厭

ひ

け

る

が
、よ

く

入

情

を

得

た

る

手

段

な

ゐ

け

ウ
、唐

の

伊

用

昌

と

い

ふ

も

の
、茶

陵

に

放

遊

し

て

あ

う

け

る

に
、城

下

の
町

さ

び

し

く

夜

更

の

鐘

鼓

も

な

く
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

デ
　
チ
　
　
　
　
　
チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

わ

ら

を

う

つ
聲

の

み

聞

へ
け

れ

ば
、茶

陵

一
遘

好

長

街
、兩

呻

栽
v柳

不
レ栽
レ槐
、夜

後

不
v聞

更

漏

鼓
、

　

ク
　
ノ
　
チ
　
ル
　
　
　
チ

只

聽

鎚
レ芒

織
昌草

鞋
一と
、わ

る

く

ち

の

詩

を

作

り

け

ウ
、縣

官

聞

て

大

に

怒

釦
、即

日

逐

出

さ

れ

に

け

う
、
い
ま

し

め

愼

べ

き

事

に

ぞ

あ

り

け

る
。

王
漁

洋

の
詩

は
、源

氏

物

語

の
歌

の

ご

と

し
、雫

澹

に

過

て

水

を

飮

や

う

な

ウ
、殊

に

氣

う
ーす

く

力

も

な

し
、し

か

る

を

世

に

あ

ほ

く

も

て

は

や

す

は
、
い
た

づ

ら

に

聲

に

吠

て

雷

同

す

る

の

み
、

そ

の

著

せ

る

諸

書

を

み

る

に
、も

と

よ

ム

學

識

も

厚

か

ら

さ

ム

し

な

う
。

住

吉

を
、古

事

記

に

は

墨

江

と

あ

う
、萬

葉

集

の

中

に

は

清

江

と

し

る

せ

る

あ

ウ
、是

正

訓

な

る

べ

し
、墨

江

は

字

面

き

た

な

く
、に

ご

参

江

を

い

ふ

が

ご

と

し
、且

虜

地

の

名

に

似

イ

め

で

た

か

ら

ず
、詩

詞

に

は

憚

る

べ

き

な

り
、尾

張

の
熱

田

を
、和

名

抄

に

は

厚
.田

と

あ

り
、雅

に

し

て

め

で

た

し
、彼

地

に

申

傳

ふ

る

は
、そ

の

か

み

肚

地

を

定

め

ら

る

丶

に
、其

所

の
妨

と

な

る

大

楓

樹

あ

う

け

う
、自

然

に

炎

上

し

て

田

の

中

に

倒

れ
、田

の

水

熱

か

り

け

れ

は
、熱

田

の

瓧

と

呼

な

ら

は



3δ9

し

け

る

と

な

ん
、古

を

し

ら

き

る

も

の

丶
後

の

世

の

文

字

に

就

て

設

た

る

設

の

み
、或

は

寶

劍

の

光

ウ

稍

に

燃

上

う

て
、田

に

倒

れ

て

水

熱

か

う

し

と

も

い

ふ
、尤

附

會

の

説

な

ム
、三

河

の

池

鯉

鮒

竜
、和

名

抄

は

知

立

と

書

せ

う
、丈

徳

實

録

に

も

爾

う
、延

喜

式

に

竜

知

立

紳

瓧

と

あ

ム
、池

鯉

鮒

と

か

く

は

假

名

も

じ

な

ゐ
、今

は

紳

池

に

鯉

鮒

を

養

て
、
こ

れ

に

よ

ム

け

る

名

と

す
、
い
と

淺

ま

し

き

附

會

な

ム
、信

濃

諏

訪

は
、趨

波

と

竜

書

よ

し
諏

訪

縁

記

に

い

へ
う
、是

亦

好

文

字

な

り
、尾

張

の
長

久

手

は
、長

湫

と

書

へ
き

よ

し
、白

石

退

私

録

に

い

へ
亞
。

江

戸

の

隅

田

川

を
、翼

名

伊

勢

物

語

に

墨

多

川

と

あ

る

を

み

つ

け

て
、徂

來

の

詩

に

墨

水

と

書

た

る

を
、翕

の

手

が

ら

の

よ

し

申

傳

る

な

う
、さ

れ

ど

黒

山

盧

龍

塞

な

ど

い

へ

る
、戎

狄

の

地

名

の

ど

く

に

て
、む

さ

く

ろ

し

く

い
や

ら

し

き

流

と

聞

ゆ
、凉

し

く

美

し

き

事

を

い
ふ

詩

に
、墨

水

の

字

を

用

た

ら

ん

は
、不

都

合

な

る

べ

し
、み

だ

り

に

其

わ

き

ま

へ
な

く

用

べ

か

ら

ず
、す

べ

て

詩

詞

に

ば

き

た

な

き

語

を

忌

き

ら

ふ

な

う
、叉

山

本

北

山

が
、日

本

風

土

記

殘

本

に

江

戸

を

荏

土

と

書

せ

る

を

見

つ

け

て
、奇

を

好

て

用

け

る

よ

ウ
、書

舖

果

肆

嚢

で

用

ふ

る

に

至

れ

ム
、墨

水

は

字

面

汚

濁

な

る

の

み
、荏

土

は

不

鮮

の

惡

號

な

づ
、是

を

忌

憚

ら

ざ

り

け

る

は
、要

ε

に

不

埓

と

い
ふ

べ

し
。

　

　

　

夜

航
餘

話

卷

之
下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
五
五



　

　

　

　

　

　

ロ
ヰ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お
ま

6。

風

に

塵

の
と

莞

つ
は
、む

ぞ

譲

か

し

き

も

の
誉

・か

る
が

ゆ

菱

亂

れ
た

る
世

の
き

　

　

ま

を

た

と

へ
、吏

職

俗

務

の

う

る

き

き

を

込

焦

し

て

い

ふ

な

ム
、金

葉

集

祀

の
歌

に
・「
い

つ
と

な

飜
雛
灘

　

　

と
、書

と

に
厚

各

か

た

き

心

ざ

し

誉

、扶

桑
千

籌

に

の
せ

た

る
、貝
原

存

齋
・三
月

盡

の

魯
、
詩
に
、今
霜

寒

慕

、袤
,老
難

霧

鬣

光
爨

何
無

黒

後
窒

馨

と
い
へ
る
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は

き

ら

に

ゐ

ほ

や

け

な

る

心

ば

へ
な

ム

け

蚕
。

む

か

し

橘

直

幹

あ

づ

ま

へ
下

る

と

て
、石

山

寺

に

詣

て
、湖

水

の

風

色

を

な

が

め
、蒼

波

路

遠

雲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

千

里

の

句

を

得

た

ウ
、其

對

を

思

へ
と

も

得

ず
、足

柄

山

ま

で

案

じ

行

け

ウ
、む

で

め

を

つ

れ

ら

れ

け

る

が
、足

柄

山

に

て

よ

め

る
、「道

と

ほ

く

雲

井

は
る

け

き

深

山

路

に
、叉

と
、,勸

しか

ぬ

鳥

の

聲

か

な
」、直

幹

こ

れ

を

聞

て

威

發

し
、白

霧

山

深

鳥

一
聲

と

野

し

け

釦
、す

べ

て

和
"歌

俳

諧

の

句

な

ど
、意

を

留

て

其

趣

を

あ

ぢ

は

へ

ば
、詩

料

を

得

る

ε

ゐ

ほ

し
。

　

　

　

　

　

　

ハ　
ス
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
　
　
ノ

延

喜

の

内

宴

に
、菊

散

一
叢

金

を

題

と

し

給

ふ
、善

相

公

の

詩

に
、郵

縣

村

閭

皆

富
レ貨
、陶

家

兒

子

不
v藪
皇

の

聯

あ

う
、菅

公

見

て

賞

し

給

は

ず
、善

相

公

す

こ

ぶ

る

望

を

失

は

れ

π

う
、退

て

建

禮

　

　

　

　

　

　

こ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
チ

門

に

逢

て
、歉

を

請

れ

け

れ

ば
、う

ら

む

ら

く

は

富

貨

の

二

字

い

か

ゝ

に

や
、改

て

潤
v屋

と

あ

う

た

き

か

と

仰

け

り
、善

相

公

威

服

せ

ら

れ

孤

と

な

う
、そ

の

か

み

對

法

の

吟

味

精

嚴

な

う

し

を

見

る

べ

し
、垂

堂

は

故

實

の

語

な

れ

は
、富

貨

に

て

は

斤

兩

か

な

は

ず
、
い

は

ゆ

る

偏

枯

の

病

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
テ
　
ト

う
、字

面

竜

俗

を

菟

れ

す
、潤

屋

の

語

に

易

給

ひ

し

は
、眞

に

靈

丹

一
粒

.點
7鐵

作
ソ金

の

手

段

な
う
。」

七

言

絶

句

を

作

る

の

法

は
、か

な

ら

す

末

二

句

よ

り

綴

め

超

し

て
、主

意

を

こ

ゝ

に

申

の

べ
、あ

と

よ

う

一
一
一
の

■句

を

あ

し

ら

ひ

添

べ

し
、頓

阿

法

師

が

井

蛙

抄

に
、民

部

卿

入

邁

竜

ふ

さ

れ

し

　

　

　

夜

航

篠

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
五
七

丶



623

　

　

　

口

本

詩

話

叢

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

は
、歌

は

塔

を

く

む

や

う

に

よ

む

べ

し
、塔

を

ば

上

よ

ム

く

む

ど

な

し
、地

盤

よ

ウ

く

み

あ

く

る

や

う

に
、下

の

句

よ

う

よ

む

な

り

と

あ

わ
、詩

歌

ゐ

な

じ

手

段

な

ゐ
。

聚

樂

毛

利

家

の

邸

に

て
、紅

梅

を

賞

せ

ら

れ

し

連

歌

に
、法

橋

紹

巴

か
、「梅

の

花

祚

代

も

き

か

顧

色

香

か

な
」と

申

け

る

を
、九

條

植

逋

公

き

ゝ

給

ひ

て
、業

夲

龍

田

川

の

う

た

は
、く

れ

な

ひ

に

て

水

を

く

ゞ

る

を
、禪

代

に

竜

き

か

綴

め

づ

ら

し

き

事

な

ム

と
、精

を

入

た

る

所

な

多
、何

そ

や
、
い

つ

も

み

る

梅

を
、紳

代

も

き

か

ぬ

と

い

ふ

へ
き
、夢

菴

か

伊

勢

に

て

冬

さ

け

る

櫻

を

見

て
、「冬

き

く

は

紳

代

竜

き

か

ぬ

櫻

か

な
」と

い

ひ

し

は
、所

竜

神

風

の

國

に

て
、殊

に

櫻

は

大

禪

宮

の

紳

木

な

れ

は
、か

く

本

歌

を

と

る

も

よ

し
、毛

利

は

禪

家

に

竜

あ

ら

は

ご

そ

と

の

た

ま

ひ

し

よ

し
、天

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

野

氏

の

鹽

尻

に

し

る

せ

う
、詩

を

作

る

に

も

よ

く

所

が

ら

を

考

べ

し
、其

處

に

そ

こ

は

ざ

る
、出

す

ぎ

た

る

語

を

用

べ

か

ら

ず
、
い

な

か

の

城

下

に

て

都

の

稱

呼

を

犯

し
、陪

莨

大

夫

の

家

に

於

て
レ王

侯

め

き

尢

る

事

を

い

ひ
・あ

る

は

覇

朝

の

事

を

稱

す

る

に
、ゐ

ほ

け

な

く

や

ご

と

な

き

語

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
つか
　

に　いま

を

用

て
、僭

妄

の

罪

を

犯

す

な

ど
、名

義

の

關

る

所

は
、重

く

愼

べ

き

の

至

要

な

う

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

へしまへ

屏

風

ふ

す

ま

の

張

ま

ぜ

に
、た

と

ひ

名

筆

の

色

紙

に

て

も
、百

入

一
首

三

十

六

歌

仙

.に

出

た

る

歌

は
・何

と

や

ら

ん

俗

に

見

ゆ

る

も

の

な

う

と
、あ

る

人

い

へ
隻

し
、于

鱗

か

唐

詩

選

に

嵳

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l
L＼
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詩

を
、掛

軸

柱

聯
,に

し

尢

る

な

ど
、俗

を

ま

ぬ

か

れ

ざ

る

に

似

た

ム
、顔

氏

家

訓

に
、古

今

語

無
昌雅

俗
門唯

世

之

縞
μ耗

者

偽

雅

と

い

へ
る
・げ

に

き

る

事

ぞ

か

し
、さ

れ

ば

罕

生

と

り

あ

つ

か

ふ

語

を
、

尢

費

く

も

ろ

こ

し

人

の
詩

文

に

て

見

あ

尢

ム
一奇

貨

を

得

た

乃

こ

ゝ

ち

し

て
、詩

に

つ

か

ひ

丈

に

用

ひ

て
、人

を

あ

ど

う

か

さ

ん

と

す

る

は
、好

む

ま

じ

き

わ

ざ

な

る

べ

し
、さ

れ

ど

其

語

の

自

然

に

は

ま

う

た

る

は

な

ほ

可

な

ウ
、斧

鑿

痕

の

あ

ら

は

れ

た

る

は
、
い

と

輕

薄

な

り

け

ム
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひく

懐

紙

に

詩

を

し

た

た

め

る

式
ば

じ

め

の

行

に

題

を

あ

ら

は

し

次

に

姓

名

を

卑

く

し

る

し
、七

言

絶

句

の
詩

を
、楷

に

近

き

行

書

に

て
、八

字

ヅ

・
三

行

牛

に

し

尢

丶

む
、清

家

菅

家

あ

の
く

傳

へ
ら

る

丶

式

あ

ゐ

て
、行
り
の
字

數
、墨

つ

ぎ

の

法

な

ど
、門

生

傳

授

の
祕

訣

と

せ

ら

る
、
い
か

に

竜

古

く

よ

う

傳

は

る
、古

實

な

る

べ

け

れ

ど
、疑

ら

く

は

和

歌

の

式

を

ま

ね

た

る

や

う

に

て
、
あ

も

し

ろ

か

ら

ぬ

ど

に

思

ひ

け

る

が
、後

に

唐

の

李

建

中

が

手
跡

を
、墨

本

に

摺

尢

る

を

得

け

る

に
、あ

た

か

も

懷

紙

の

し

尢

ゝ

め

か

た

な

ム
、さ

れ

ば

和

歌

の

懐

紙

竜
、唐

詩

の

式

に

傚

へ

る

に

ぞ

あ

り

け

る
、す

べ

て

物

の

源

を

窮

め

ず

し

て
、み

だ

わ

に

事

を

沙

汰

す

れ

ば
、諺

に

い
鹽へ

る
、し

や

く

屋

を

か

し

て
、ゐ

も

家

を

と

ら

る

る

乏

多

か

る

べ

し
、謠

曲

の

詞

に
、し

ら

ず

に

も

の

な
、の

尢

ま

ひ

そ

と

誡

け

る

は
、げ

に

愼

む

べ

き

事

に

な

ん
。

　

　

　

夜

航

鰾

話
卷

之

下
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
　
五
九
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惇口　
本
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瓠峭
叢

亠苔
【　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟ハ0

　

商

人

を

あ

き

ん

ど

と

い

ふ

は
、古

語

の

雅

詞

な

れ

ど

竜
、常

に

い

ひ

な

ら

は

せ

る

を

も

て

俗

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

　

聞

ゆ
、あ

き

び

と

ゝ

い

へ

ば

卻

て

雅

な

る

や

う

に

思

ゆ

、こ

れ

も

顏

氏

家

訓

に

い

へ

る
、語

本

無
菖

　

　

　

　

ノ
　
　ゴ

　

雅

俗
・只

斯

常

言
著

俗

な

る

な

う
、さ

る

ゆ

ゑ

に

や

古

今

集

の
序

も
、あ

き

人

と

よ

み

な

ら

は

せ

　

　

ぐ
ら
ぴ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

デ

フ

　

う

、藏

人

を

く

ら

ん

ど

と

い

ふ

と

は

、あ

ち

ら

こ

ち

ら

の

違

な

り

、
老

學

菴

筆

記

に

、呉

幾

先

嘗

言

、

　

　

カ

ニ

ノ

　

ニ

ハ

ス

テ
ル

ニ

コ

ト

ニ

　

參

寥

詩

云

、
五

月

臨

李

山

下

路

、藕

花

無

數

滿

二汀

洲

叫五

月

非

昌荷

花

盛

時

嚇不

v
當

v
云

菖無

數

滿

呂
汀

洲

嚇廉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ト

　

　

ナ
ラ

　

　

　

　

　

　
　

シ

テ

ス

　

　

　

テ

　

宣

仲

云
、此

但

取
句

美
薯

云

六̀

月

臨

卒

山

下

路
則

不
v佳

矣
、幾

先

云
、只

是

君

記

得

熟
、故

以
宝

月
鴫

　

　

ル
ト

ソ
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ラ

　

爲
v勝
、不
v然
、止

云
こ六

月
赤

豈

不
袿

哉

と

い

ヘ
ム
、是

亦

此

類

な

り
、

　

物

の

愛

す

べ

き

味

を

し

ほ

と

い

ふ

は
、李

唐

の

世

の

語

を

つ

尢

へ
た

る

に

や
、全

唐

詩

話

に
、關

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　ノ

　

中

人

謂
レ好

爲
v鹽
、故

施

肩

吾

詩

云
、顛

狂

楚

客

歌

成
〃雪

媚

撫

呉

姫

笑

是

鹽
、蓋

當

時

語

也

と

あ

う
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ル

　

范

成

大

か

詩

に
、學

業

荒

呻̀

畢
嚇歡

棕

隔
轟笑

鹽

と

い

へ

る

は
、肩

吾

が

詩

に

據

て
、佳

人

に

疎

濶

な

　

る

を

い
"ふ
、又

歌

曲

を

鹽

と

稱

す
、隋

の

曲

に
、昔

昔

鹽
、疎

勒

鹽

あ

釦
、唐

の

曲

に
、突

厥

鹽
、阿

鵲

鹽

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ
　
ト
　
ハ

　

な

ど
、此

外

な

ほ

ゐ

ほ

し
、太

卆

樂

を

合

歡

鹽

と

も

い

ふ

な

ム
、丹

鉛

録

に
、歌

詞

謂

昌之

鹽

者
、如
昌吟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
ほ
あ
ひ

　

行

歌

曲

之

類

と

い

へ
う
、こ

れ

竜

昔

調

の

あ

ぢ

は

ひ

を
、鹽

合

と

い
ふ

義

に

て

呼

な

ら

は

し

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ス
ル

　

る

な

る

べ

し
、況

蹄

愚

か

古

詩

源

に
、鹽

引

之

轉

而

訛

也

と

い

へ

る

は
、5

け

が

は

れ

ず
。
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ぢ
　
げ

里

謠

に
、庄

屋

の

内

儀

の

も

み

5

ら

小

袖
、治

下

の

百

姓

の

血

の

涙
」と

う

た

ふ
、杜

苟

鶴

經
一葫

城

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
ト
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス

懸

詩

に
、去

歳

曾

過
昌此

緜

城
縣

民

無
昌
口

不
寃

聲

今

來

縣

宰

加
二朱

綾
使

是

縣

民

血

染

成

と

い

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

ス

ノ

コ

　

　

　

　
ナ
ル
ナ

　
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

ム
、ま

こ

と

に

斯

民

の

痛

ま

し

き

、既

以
昌脂

膏

一供
爾

碌
叫須
v知

痛

癢

切
一吾

身

一と
、眞

西

山

の

示

し

論

き

れ

け

る

を
、す

べ

て

牧

民

の

吏

に

服

膺

せ

し

め

た

く

こ

そ
。

爲

家

集

の

題

に
、寛

喜

元

年

入

遘

前

河

内

守

光

行

六

十

算

と

あ

6

て
、歌

に

は
「久

し

か

れ

つ

竜

る

六

十

の

一
と

せ

に
、今

ゆ

く

末

の

千

代

を

か

ぞ

へ

て
」と

よ

め

ム
、是

俗

に

い

は

ゆ

る

本

卦

が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　
ル

へ

う

の

賀

な

ゐ
、范

成

大

集

に
、丙

午

新

年
、六

十

一
歳
、俗

謂
郎之

元

命

h作
v詩

自

祀

と

題

・し
、歳

復

當

ノ
　

　
　
ハ
　

ム

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　め

生

次
、星

臨

本

命

辰

と

い

へ

う
、明

の

陳

臼

沙

も
、六

十

一
自

壽

の

詩

あ

う
、こ

れ

を

華

甲

子

と

稱

す

る

は
、四

十

八

を

葉

年

と

稱

す

る

ご

と

く

字

畫

を

拆

て

の

謎

語

な

う
。

徂

徐

大

明

律

を

譯

し
、大

の

字

を

去

て

明

律

國

字

解

と

題

し

け

る

を
、蘇

門

が

燃

犀

録

に

非

難

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ

し

た

れ

ど

も
、是

は

誠

に

事

體

を

得

た

う
、し

か

る

に

弔
昌豊

臣

氏

故

撞

詩

に

は
、絶

海

樓

船

震
昌大

ニ

ソ
ヤ

　

セ
ソ
ト
ハ

チ

ノ

　

　

シ

ス

　
　

ノ

チ

里

寧

知

此

地

長
昌柴

荊
嚇塞

山

風

雨

時

時

惡
、倚

作
藩
田
年

叱

陀

聲

と

作

れ

う
、此

詩

の

い
き

ほ

ひ
、大

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
シ
　
ニ

明

と

い

は

ざ

れ

ば

叶

が

た

し
、是

獪

有
v所
v談

と

い

ふ

べ

し
、且

大

雅

大

明

の

句

に
、保

右

命
v爾

燮
幽

ゴ

　

　
　チ
　
　

　
ニ
　

ス

伐

大

商
嚇叉

肆

伐
昌大

商
「會

朝

清

明

と

あ

れ

ば
、是

に

本

づ

き

た

る

と

い
は

ん

も

可

な

ウ
、聖

像

の

　

　

　

夜
航

像

話
卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
山=
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
ご

贊

に

あ

い

て
、日

本

國

夷

人

と

書

け

る

に

至

て

は
、や

ま

と

魂

を

う

し

な

ひ

は

て

、み

つ

か

ら

外

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

國

人

に

な

う

け

る

な

う
、論

衡

に

い

へ

る

舍
二吾

家

之

父
而

敬
昌他

入

之

翕
な

ウ
、春

秋

の

法

を

も

て

正

さ

ば
、
い

み

じ

き

聖

歡

の

罪

人

な

り

け

う
、さ

れ

ど

徂

徠

は

首

惡

に

あ

ら

ず

、錦

里

文

集

述

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
テ

懐

の

詩

に
、聖

學

の

奪

き

ど

を

稱

贊

し

て
、末

に

東

夷

小

子

室

勤

苦
、佛

法

千

年

涵

・四

錐

と

い

ヘ

ウ
、錦

里

は

篤

厚

の

醇

儒

な

り

し

に
、此

弊

を

作

俑

し

け

る

ぞ

う

尢

て

き
、叉

覇

府

の

事

を

稱

す

る

に
・や

ご

と

な

き

僭

竊

の

稱

呼

を
、ゐ

ほ

け

な

く

犯

し

用

る

の

弊

も
、此

先

生

よ

O

濫

觴

し

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み
だ
り

護

園

の

徒

を

し

て

尤

に

傚

こ

と

を

致

せ

り
、禮

義

由

賢

者

出

と

い

へ

る

に
、
い

と

濫

な

る

事

な

ム

け

う
。

前

に

朝

鮮

人

の

來

聘

せ

し
、三

都

よ

め

道

中

宿

々

に

て
、物

ず

き

輕

薄

の

と

竜

が

ら

、群

蟻

の

腥

躁

を

慕

へ

る

ご

と

く
、紛

々

と

し

て

む

ら

が

ム

集

懐

う
、し

き

ム

に

詩

を

投

じ

て

和

韻

を

求

め
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
ぶ

沒

緊

要

の

事

を

擧

論

し

て
、無

盆

の

筆

陣

を

競

へ
わ
界

國

人

に

な

ぐ

さ

み

弄

ら

れ

て
、う

た

て

く

氣

の

毒

な

る

事

ゐ

ほ

か

う

け

う
、き

る

ほ

ど

に

堀

川

護

園

は

い
ふ

に

及

ば

ず
、あ

よ

そ

見

識

あ

る

儒

家

は
・そ

の

役

が

ゝ
り

に

あ

ら

ざ

る

外

は
、
一
人

竜

彼

席

へ
出

ざ

ム

け

う
、其

詩

文

筆

語

を

輯

て

版

に

ち

り

ば

め
、世

に

ひ

け

ら

か

し

け

る

は
、殊

に

あ

と

な

げ

な

く

輕

薄

な

う

け

う
。
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わ

つ

か

に

一
と

せ

江

戸

に

い

て

歸

れ

ば
、強

て

聲

を

な

ま

釦

方

言

を

つ

か

ひ
、あ

づ

ま

も

の

ゝ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

や

う

に

こ

し

ら

ふ

る

は
、は

か

な

き

心

ざ

凌

に

ぞ

あ

釦

け

る
、司

空

表

聖
、河

湟

有

"威

の

詩

に
、漢

兒

瀞
.
儁
葫

晒

飆
礼

轟

城

既
罵

澳

馬
一と

い

へ
る
・か

ら

も

や

綾

と

も

輕

薄

の

な

ら

は

し
、う

空

.

か

り

け

る
、世

の

中

な

う

け

う
、天

明

の

比

に

な

ん
、尾

上

梅

幸

と

か

い

へ
る

俳

優

の
名

人

あ

う

け

う
、久

し

く

江

戸

の

芝

居

に

あ

う

て
・ふ

た

ゝ

び

上

方

へ
登

け

れ

ば
、顏

見

世

の

口

上

に
、あ

づ

ま

講

わ

江

戸

ε

ば

に

て
、を

か

し

く

面

白

く

興

あ

る

べ

し

と

思

ひ

け

る

窯
、
い

さ

ゝ

か

も

わ

る

び

れ

ざ

う

け

れ

ば
、さ

す

が

に

必
と

な

し

き

と

人

威

じ

あ

ヘ
ウ
、さ

ふ

ら

ひ

尢

る

も

の

に

し

て
、

川

原

も

の

ゝ

操

に

も

劣

れ

る

は
、
い
と

恥

べ

き

事

に

な

ん
.

浪

華

の

鳥

世

章

が

家

婢
、よ

く

仕

へ
て

居

な

じ

み

け

る

に
、俄

に

い
と

ま

を

乞

て
、さ

ら

に

葛

子

琴

が

家

に

つ

か

へ
、叉

ほ

ど

な

く

出

去

め

け

う
、初

め

世

章

の

家

に

詩

會

あ

ゑ
、き

ふ

ら

ひ

に

醫

師

沙

門

打

交

皇

・よ

竜
す

が
ら

槲
.盡

に
密

談

す

る

嚢

に

て
、又
折

ふ

し

は
豪

爽

に
激

日叩

し

け

れ

ば
・謀

反

を

企

る
黨

に

や

と

疑

ひ

て
、鍋

を

恐

れ

て

彼

家

を

去

ウ

け

る

な

卦
、子

琴

が

家

に

仕

ふ

る

に

及

て
、世

章

が

と

も

が

ら

來

う

會

し

て
、叉

初

の

ご

と

く

に

有

け

る

を

見

て
、こ

丶

も

彼

黨

類

な

う

と

あ

ど

う

き
、俄

に
夊

い

と

ま

を

取

け

る

な

り
、
ひ

そ

か

に

是

を

人

に

語
う

て
、

　

　

　

　
夜

航
餘

話
卷

之
下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
三
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ロ

本
詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
四

身

ぶ

る

ひ

し

て

畏

う

し

が

ム

け

る

と

な

釦
、こ

は

由

井

山

縣

が

事

な

ど

軍

書

よ

み

の

語

る

を

き

ゝ

て
、そ

れ

と

思

ひ

合

せ

て

疑

ひ

懼

れ

し

な

う

と
、子

琴

語

め

て

大

に

笑

へ
う
、鶴

林

玉
露

に
、

宋
髢

間
、司
業
林
謙
之
血
歪

字
彭
仲
擧

游
天

竺
不

飮
臨
晦
踟

及
昌少
陵
妙
鷺

蠡

.酪
・九
喰

日
、杜
少

陵
可
鵜
、有
昌俗
テ
鵜
鄰

聾
聞
乙

髴
瓦

日
、有
二

怪
堊
林
司
業
與
彭

正
字
葬

天
紐誨

鈎
ん
・

ヒ
ト
　
　
　

　
　
　

　
サ
ソ
ト

ハ
　

ル
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　レ
ノ
　
ノ
　

ソ

或

問
、所
γ謀
〆殺

者

爲
v誰
、日

杜

少

陵

也
、不
v知

是

何

處

人

と

あ

ウ
、相

似

だ

る

事

に

ぞ

あ

り

け

る
。

夏

月

と

い

へ
る

題

に

て
、俳

諧

の

發

句

を

せ

し

に
、初

進

の

人

な

彑

け

る

が
暁
蚊

を

い
と

ひ

な

が

ら

び

は

と

る

夕

月

夜
・と

・

す

き

び

た

ゐ

宗

匠

賞

美

せ

し

か

は
、喜

色

眉

目

に

あ

ぶ

れ

ぬ
、糺

鼻

　

チ
　
　
　
　
　
テ

雲

和
藻

見

・月

と

申

詞

竜

は
、べ

れ

ば
、琵

琶

と

る

を

抱

と

あ

ら

た

め

ら

れ

ば
、
一
段

風

情

深

か

る

べ

き

に

や

と

申

け

れ

ば
、其

人

憮

然

と

し

て

い

ぶ

か

ゐ
、だ

く

と

は

攀

の

ぼ

る

義

に

や

と

問

け

う
、も

と

の

意

は

枇

杷

を

ち

ぎ

う

て

探

を

い

ヘ
ウ
、琵

琶

を

把

に

て

は

な

か

ム

し

な

り
、
一
座

皆

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
　
　　　　
　
　
　
　
　
　
ス

く

つ
く

と

ふ
き

出

せ

う
、開
卷

一
笑

と

い
ふ

話
本

に
、莫

廷
韓

過
昌袁

履

善

家
ハ適

村

人

獻

枇̀

杷

羈

誠
電

作
奮

夐

相

與

大

笑
、屠

令

君

繕

乳
・舞

笑
籥

在
晦

令

君

以
爲
v鵬
・袁

道
一丑
鵡

令

君

　

　

ハ

　

ノ

ナ
ヲ

　
　

ナ
リ

　
コ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ
ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ク
　

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

日

琵

琶

不
・是

這

枇

杷
h袁

日
、只

爲
蕾

年

識
v字

差

莫

帥

云
、若

使
轟琵

琶

能

結
ワ果
、滿

城

簫

管

蠱

開
y花
、

徐

氏

筆

精

に

も

あ

ら

は

る
、す

之
ぶ

る

亦

似

た

る
事

に

ぞ

あ

蚤

け

る
。
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王

勃

滕

王

閣

の

詩

は
、殊

に

簡

短

に

し

て

淡

薄

な

参
、
こ

れ

は

序

丈

に

靡

麗

を

極

け

る

ゆ

ゑ
、わ

ざ

と

淺

々
と

し

て

巧

を

用

ひ

ず
、
い

は

ゆ

る

一
張

一
弛

の
法

な

う
、た

と

へ
ば

饗

宴

の
ち

そ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う
す

に
、美

味

厚

腴

を

盡

し

尢

る

上

は
、薄

す

ま

し

の

吸

物

に

て

杯

を

收

む

が

ご

と

し
、こ

ゝ

に

至

て

更

に

濃

な

る

物

を

そ

な

へ
ば
丶興

を

失

ひ

て

殺

風

景

な

る

べ

し
、源

氏

物

語

の

う

尢

は
、よ

く

此

手

段

を

得

尢

う
、文

は

妙

な

れ

ど

歌

は

拙

し

と

そ

し

る

は
、張

弛

の

法

を

し

ら

さ

る

の

固

陋

な

う
、小

設

傳

記

中

の
詩

竜
、皆

わ

ざ

と

夲

易

淡

泊

に

し

て

淺

近

な

う
、さ

る

に

滕

王

閣

の

詩

を

于

麟

が

唐

詩

選

に

取

だ

る

は

誤

れ

6
・、宴

席

に

美

饌

を

竜

ふ

け

ず

し

て
、薄

ず

ま

し

の

吸

物

ば

か

り

出

せ

る

に

あ

な

し
、殊

に

無

興

な

ら

ず

や
、源

氏

の
歌

必

ほ

け

れ

ど

竜

一
首

も

選

集

に

取

入

ら

れ

ず
、于

鱗

に

し

て

此

識

鑒

な

か

う

け

る

は

何

ぞ

や
、近

ご

ろ

隨

園

詩

話

の

話

を

除

て
詩

は

か

う

抄

し

て

世

に

刊

行

す
、う

つ

け

わ

さ

の

か

き

り

な

蚤

け

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
さ
が
お

ひ

さ

が

た

の

天

と

い

ふ

ε

は
、匏

象

と

い

ふ

義

な

る

べ

き

よ

し
、眞

淵

が

冠

辭

考

に

い

ヘ
ム
、唐

　

　

　

　

　

ス
ル

カ

ノ

ニ

　
　

ノ

　
ト
ル

ニ

の

章

孝

標

が

題
昌朱

秀

城

南

亭

子
一詩

に
、朱

家

亭

子

象

懸

匏
一と

い

へ

る

も
、亭

頂

内

圓

な

る

を

形

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う
テ
　
　
　
ノ

容

せ

る

な

ウ
、明

の

王

彝

が

詩

に
、天

形

咫

尺

懸

如
v匏

と

い

へ

る

は
、正

し

く

ひ

き

が

た

の

天

を

い

へ

う
、形

容

の
見

た

て

の

ゐ

も

む

き
、和

漢

同

案

に

ぞ

あ

う

け

る
。

　

　

　

夜

航

餘

話
卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
.
　

　

　

　

　

　

　

六
五



　

　

　

　

】日
　
本
　詩
　話
　
叢

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　六
山ハ

韻

を

探

て

得

た

る

字

は
、か

な

ら

ず

機

要

に

用

て

活

動

の

妙

あ

ム

て

こ

そ
、押

得

た

る

手

が

ら

な

る

べ

け

れ
、叉

仄

韻

は

古

詩

の

用

な

り
、然

る

に

い
ま

だ

古

詩

を

し

ち

ず
、わ

つ

か

に

律

繦

な

ら

で

作

ム

得

ざ

る

輩

の
、向

上

ら

し

く

古

句

を

分

て

韻

と

す

る

は

分

を

し

ら

ざ

る

の
僭

妄

な

う
、李

生

卒

韻

な

ら

で

用

ざ

る

に
、張

て

仄

韻

に

て

近

體

を

作

ら

ん

は
、
い
尢

づ

ら

に

抵

死

苦

吟

し

て
、
一
笑

に

も

た

ら

ぎ

る

物

を

出

す
、
い
と

う

た

て

か

少

け

φ
、故

に

古

句

を

用

て

韻

を

分

つ

は
、手

揃

の

時

な

ら

で

は

爲

ま

し

き

な

り
。

東
人
詩
話
に
、杜
工
雜

、身
軸
チ
鳶

下
、塾

鶴
険

舍
人
從
易

與
藪

人
各
占

昌
一
も
虱

云
鞍

或
、
云

覯
、鵬

云
ド蕊

云
v舞

能

籥

懲

轟
乃
蟄

也
と
奮

源

氏
物
語
に
墾

書

と

い
へ
る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

は
、帥
.
此

伎

倆

を

試

る

事

な

め
。

頓

阿

が

北

野

祗

の

歌
需
松

が

え

の
木

の

間

に

見

ゆ

る

神

垣

や
、風

と

月

と

の

あ

る

じ

な
る

ら

ん
ド

松

の
木

の

奥

問

に

ふ

か

く

見

ゆ

る

紳

垣

は

名

に

し

あ

ふ

風

月

本

主

の

瓧

に

て

ま

し

ま

す

ら

　

　

　

よ
の
つ
ム

ん
、そ

の

尋

常

な

ら

ぬ

た

ふ

と

き
、問

ず

し

て

い
ち

じ

る

し

と

な

う
、う

た

の

表

は

此

逋

ゐ

に

て

奥

意

に

趣

を

含

た

ゐ
、風

凉

し

ー

松

が

枝

を

吹

わ

け

て

葉

こ

し

に

漏

來

る

月

影

の
S

も

し

ろ
、

く

神

を

樂

あ

棲

い
ら

す

る

き

痩
、か

か

る

景

境

を

管

領

し

給

へ

る
、ま

さ

に

風

月

の

あ

る

じ

に
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〆

ぞ

ま

し

ま

す

と
、大

雅

の

徳

を

ほ

め

た

ゝ

へ
奉

れ

る

な

ウ
、本

朝

文

粹
、大

江

匡
.衡

の

文

に
、天

滿

　

　

　

ハ

自

在

天

紳

、交

道

之

太

租
、風

月

之

本

主

也

と

い

へ

う
、諺

解

難

注

は

い

ふ

に

た

ら

ず
、本

居

宣

長

が

草

菴

玉

箒

に

も
、此

典

故

を

引

ε

を

漏

し

て
、骨

な

き

物

に

な

し

た

う

け

ウ
、海

録

碎

事

に
、僞

ノ

タ
リ

ニ

　

ノ

リ

ト

リ

チ

ヂ

チ

ル

　
ト

ヤ

ナ
ラ

蜀

歐

陽

柳
、守
"嘉

州
自

、青

山

緑

水

中
、爲
齧二

千

石
「作
詩

飮
v酒
、爲
風

月

主

A

豈

不
v佳

哉

と

あ

む
、匡

衡

の
贊

辭

は

是

に

本

づ

き

だ

る

に

似

泥

ウ
、然

ど

竜

海

録

碎

事
、當

時

已

に

本

邦

に

流

傳

せ

し

や

否

知

べ

か

ら

ず
、恐

く

は

暗

合

し

尢

る

な

ら

ん
。

南

郭

小

督

詞

は
、千

秋

の
絶

技

と

い
ふ

べ

し
、此

後

諸

家

こ

れ

に

傚

て
、妓

王

一詞
午

壽

詞

な

ど

作

れ

る

必

ほ

け

れ

ど

竜
、南

郭

の

牛

に

竜

及

ぶ

を

見

ず
、南

郭

人

に

語

う

け

る
、樂

天

の
詩

を

人

か

ろ

し

む

れ

と

竜
、琵

琶

行

長

恨

歌

な

ど

の
,妙

は
、樂

天

に

あ

ら

ざ

れ

ば

作

る

ど

能

は

ず
、余

小

督

詞

を

樂

天

に

擬

し

て
、樂

天

の

及

が

た

き

を

始

て
・し

ム

綴

と

な

ん
、
い
か

に

も

骨

折

た

る

事

と

し

ら

る
、江

村

北

海

ゐ

も

へ
ら

く
、御

史

中

丞

臣

仲

國

は
、漢

宮

の

句

に

應

じ

て

稱

し

け

る

な

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う
ヴ
く

ど

竜
、あ

の

方

の

御

史

中

丞

は
、殊

に

威

勢

い
か

め

し

き

職

に

て
、夜

中

階

下

な

ど

に

蹲

ま

う

居

る

も

の

に

あ

ら

ず
、況

や

か

け

ゐ

ち

の
妾

を

捜

さ

ぜ

に

行

し

め

ん

や
、も

ろ

こ

し

人

に

見

せ

ば

合

點

す

懐

じ

き

な

ウ
、か

る

が

ゆ

ゑ

に

余

が

詩

選

に

載

る

ど

を

得

ず

と
、
い
か

に

も

是

ぞ

玉

に

　

　

　

.
夜

航

餘

話
卷

之

下
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
六
七
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日

本

詩

話

叢

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　六
八

瑕

な

ム

け

る
、漢

宮

を

改

て

内

苑

と

し
、彈

正

大

弼

臣

仲

國

に

て

可

な

る

べ

し
、左

あ

ら

ば

唐

人

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
　
　
　
チ

に

示

し

て

も

期

門

の

類

な

ら

ん

と

見

て

す

む

べ

き

な

う
、因

て

騁

馬

も

匹

馬

に

改

め

使

哺御

史
噛

は

奉

問̀

使
肖と

し

て

よ

μう

し
、す

べ

て

謖

耻

の

徒

は
、唐

か

た

ぎ

の

弊

に

て
、稱

謂

を

誤

る

こ

ゐ

ほ

か

う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
り
・う
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
ち
の
ほ
と
り
の
や
禦
ぎ
がえ
あ
扎
は
る
かぜ
が
ふ
ぐ
わ
い
な
わ
し
の
こ
」ろ
の
ゆ
る
せ
な
さ

郭

震

が

子

夜

歌

を
、柳

澤

淇

園

子

の

寄

意

せ

る

あ

り
、陌

頭

楊

柳
枝

、已

;被
轟春

風

嵩吹

嚇妾
ヵ
心

正

斷

絶
、

瀦
纛

獲

钁

矧

あ

ど

な
く

わ

り
な

き
辭

氣

を
、よ

ー

な

ま

め

か

し
も

譯

し

得

た

わ
、此

う

た

我

　

　

か
た
お
ム
ひ

の

み

單

相

思

に

し

て
、情

入

の

氣

つ

よ

き

を

か

こ

ち
、か

く

ま

で

戀

し

尢

ふ

と

し

る

な

ら

ば
、か

う

竜

つ

れ

な

く

は

有

寮

じ

も

の

を

ど
、
い

と

う

ら

め

し

く

心

に

く

ゝ

必

も

ふ
、そ

を

あ

か

ら

さ

懐

に

読

破

ら

ず
、芽

出

し

柳

の

み

つ

ー

し

き
、み

ど

め

滴

る

ば

か

ウ

に

春

め

き

た

る
、風

に

吹

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ
　
ぜ
い

れ

て

よ

れ

つ

も

つ

れ

つ
、あ

な

に

く

き

風

情

の

う

ら

め

し

き

思

ひ

を
、た

団
雫

々
淺

々

に

詠

じ

尢

る

～
、是

樂

府

の
妙

趣

な

参
、そ

の

氣

味

を

よ

く

も

寄

意

せ

ら

れ

尢

ゐ
、世

に

兒

女

子

の

も

て

は

や

す
、長

相

思
、竿

の

露
、由

か

蚤

の

月

な

ど

の

尢

わ

れ

歌

も
、此

入

の

戲

作

な

る

よ

し
、ま

ε

に

風

流

の

絶

才

な

う

け

う
。

崔

顯

が

長

干

行

に

瀞

家

怖
二何

嘩

塾

岱

在
積

塘
礒

γ砺

魅

借

臥
V鴎

恐
、是

同

攤
り
㍗

は

湊

入

の
商

舶
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む
　
だ

を

必

び

き

て
、賤

妓

の

ゐ

し

賣

す

る
、手

く

だ

の

傳

ひ

詞

を

の

べ

尢

る

な

う
、か

く

沒

緊

要

の

閤

　

　

　

ゆ
ぶ
か
ら
ぱ
う

を

設

て
、唐

突

に

客

船

を

呼

か

け
、舌

だ

る

く

い

ひ

よ

ウ

親

む

～
、舟

ま

ん

ぢ

5
、走

う

が

ね

な

ど

い

ふ

う

か

れ

竜

の

の
、は

し

π

な

く

あ

つ

か

ま

し

き

さ

ま

に

な

ん
、餘

意

あ

の

つ

か

ら

言

外

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ム

ノ

ロ
ス

ノ

ク

ノ

ナ
ル
ニ

含

蓄

す

る

こ

と
、是

亦

唐

詩

の

妙

な

ム
、次

の

詩

に
、家

臨

九

江

水
、來

去

九

江

側
、同

是

九

江

人
、自

　

リ
シ

y小

不
柏

識
hこ

れ

賈

客

の

答

辭

な

め
、た

団

ち

に

彼

が

な

つ

か

し

げ

な

る

詞

に

打

の

う

て
、ま

ど

　

　

　
　
　
う
ま
れ

や

同

國

の

産

な

ら

ん

に
、あ

き

な

じ

み

を

し

ら

で

そ

あ

6

し

と
、心

竜

ろ

く

5

け

ひ

き

惑

ひ

尢

る
、ゐ

う

か

に

し

て

亦

ゐ

か

し
、同

是

九

江

人

と

は
、竜

う

と

竜

に

し

ら

ぬ

火

の

筑

紫

5

ま

れ

と

か
、ゐ

た

が

ひ

に

鳥

が

な

く

あ

づ

ま

入

な

る

に

と

か

い

ふ

に

ひ

と

し
、ば

つ

と

し

た

る

答

な

ム
、

初

よ

う

か

の

野

鴛

鴦

の

は

か

り

ご

と
、み

つ

か

ら

故

郷

を

い

つ

く

と

指

定

め

て

い

は

ず
、さ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
ぐ
れ
あ
ぬ
り

ゆ

ゑ

此

答

も

亦

泛

然

と

し

て
、た

団

く

め

か

へ
し

九

江

を

の

み

い

ふ
、暗

中

摸

索

の

巧

を

弄

す
、

尢

が

ひ

に

欺

む

く

輕

薄

の

な

ら

は

し
、か

ゝ

る

輩

の

風

流

な

る

べ

し
㍉
さ

て

此

二

首

の

本

つ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ル
ヨ

ニ

ル

ノ

　
テ

　
ソ
コ
チ
シ
メ
ソ

所

は
、古

樂

府

那

呵

灘

の

曲

に
、聞
昌歡

下

揚̀

州
h相

迭

江

津

灣
、願

得
鬻

櫓

折
h交
昌郎

到

頭

還
「て

れ

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
シ
ミ
　
　
　
　
　

ミ
タ
テ
ル
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ニ
ト
ゾ

ナ
ソ
フ
ワ
ニ
ァ
フ
テ
　
　
　

ツ
イ
ト
ウ
ノ
ヒ

.
賎

娼

的

の

冂

氣

な

う

、
別

を

怨

む

る

切

な

る

あ

ま

う

に

、
不

鮮

の

語

を

は

く

か

ら

ず

、か

こ

ち

た

ム

、人

を

怨

ず

し

て

管

櫓

を

う

ら

む

は

、管

櫓

な

く

ぼ

行

得

ま

じ

竜

の

を

と

切

な

る

至

う

の

癡

　

　

　

　

夜

航
飴

話

卷

之
下

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

六
乳
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日

本
詩

話
叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
〇

情

な

う
、且

嫉

妬

の

詞

な

る

ゆ

ゑ

氣

烈

し

く

は

し

π

な

し
、揚

州

は

も

ろ

こ

し

第

一
極

繁

華

の

い
ろ
ど
こ
ろ

　

シ

チ

ノ

色

府

に

て
、
い

は

ゆ

る

二

十

四

橋

、十

里

珠

簾
、春

風

蕩
昌城

郭
ハ滿

耳

是

笙

歌
、天

下

三

分

明

月

夜
、ニ

　

　

ハ

分

無

頼

是

揚

州

な

ど

い

へ

る

ご

と

く

、烟

花

風

流

全

盛

甚

し
、且

其

風

俗

淨

輕

な

る

故
、揚

州

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を
と
こ

名

を

得

尤

る

よ

し
、名

き

へ

心

も

と

な

き

處

な

り

け

ゐ
、故

に

男

の

其

地

へ

ゆ

く

ε

は
、殊

に

婦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ　
　ム
　
　
　
　ハ
　
　
　
　コ
　
ソ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カァ
レ
ハ
ソ
　
　ソ
　
　
　
　
　
　コチ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ
ハ

人

の

忌

き

ら

へ
る

所

な

り
、筥

折

當
昌更

覓
禧

折

當
更

蜜

各

自

是

官

人
、那

得
昌到

頭

還
芝

は

客

人

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ
ナ
サ
ホ
　
　カイ
ト
ゐ
ノ
ヘル
　カ
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　チ
タ
が
ヰ
ニ　
ッ
ト
メ
ノ
ミ
ナ
レバ

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ
　
な
じ

の

返

歌

な

ウ
、
あ

よ

そ

船

路

の

族

行

は
、殊

に

め

で

た

く

祝

す

べ

き

こ

と

な

る

に
、よ

し

な

き

嫉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
ど
ぞ

妬

の

怨

を

ふ

く

み

て
、禁

忌

の

語

を

は

ゞ

か

ら

ず
、大

に

首

途

の

ぎ

ゑ

ん

を

そ

こ

な

ひ

け

る

ゆ

ゑ
、い

は

ゆ

る

買

詞

に

賣

詞

を

竜

て

答

た

る

な

ウ
、各

自

是

官

人

と

は
、此

方

の

演

劇

院

本

に
、つ

と

め

と

い

ふ

に

ふ

た

つ

は

な

ひ

と

い

へ

る

意

な

う
、國

家

の

官

人

と

い

ふ

義

に

は

あ

ら

ず
、私

　

　

■

の

業

に

も

重

ん

じ

行

ふ

事

は
、す

べ

て

公

事

と

い

ふ

が

ご

と

し
、崔

騒

が

詩

も

問

答

二

首

に

し

た

て

た

る

は
、全

く

此

體

に

傚

ひ

た

る

な

ム
、き

る

に

て

も

崔

顳

が

作

ば

人

が

ら

を

そ

こ

な

へ

る

ε

甚

し
、か

5

や

う

の

詩

は

作

ら

ず

と

も

あ

ら

な

ん
。

那

呵

灘

の

相

迭

江

津

灣

は
、灣

環

の

義

を

含

て
、結

句

の

到

頭

還

の

意

を
、す

で

に

あ

の

つ

か

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

胚

胎

し

て

あ

ム
、張

潮

が

江

南

行

に
、茨

菰

葉

爛

別
罅西

灣
唱蓮

子

花

開

獪

未
レ還

と

い

へ

る

は
、暗

に



375

此

手

段

を

襲

て
、禺

藍

の

妙

を

得

た

り
、
あ
よ

そ

男

女

の
情

を

邇

る

詩

は
、字

昔

に

就

て
意

を

寓

す

る

ε

ゐ
ほ

し
、張

潮

が

詩

も

灣

の

字

の

み

な

ら

ず
、菰

看

孤
、蓮

音

憐

の

縁

を

か

ウ

て
、吾

身

の

孤

寂

な

る

境

界

と
、夫

壻

を

愛

憐

す

る

意

を
、謎

語

の

ε

く

よ

せ

て

い

へ
う
。

い

に

し

へ
自

氏

文

集

盛

に

行

は

れ

て
、苟

く

も

文

字

に

疫

づ

き
.は

る

も

の
、此

集

に

夢

寐

せ

さ

る

は

な

か

り

け

れ

は
、う

だ

の

詞

に

取

用

尢

る

ゐ
ほ

か

ウ
、後

京

極

殿

の
「
あ
ほ

ふ

べ

き

袖

こ

そ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

な

け

れ
世

の
中

に
、貧

し
き

民

の
冬

の
夜

な

ー

」と

よ

み
給

ふ

は
、樂

天
京

尹

た

ゐ

し

時

に
、新

製
綾

轟

威

薯

詠

・水
波

丈
襖

造
薪

成
・綾

軌
絎

瓠
.温
.復

輜
・百

姓
毳

無

可
藪

二

身

獨
燈
.亦

価

ソ

　

　
　

ニ

カ

　
　

ノ

チ

　

　

　

　

　

ノ

　
　

チ
カ

テ

　

　
　

サ

　

ナ
ル
チ

　

ノ

テ

ハ
ソ

情
、心

中

爲
v念
昌農

桑

苦
嚇耳

裏

如
〆聞

飢

凍

聲
、爭

得
夭

裘

長

萬

丈
嚇爲
v君

都

蓋

洛

陽

城

と

い

へ

る

に

本

づ

き

尢

る

な

ウ
、法

性

寺

殿

の
ぎ

き

し

よ

わ

散

は

つ

る

綾

て

み

し

ほ

と

に
、花

の

も

と

に

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
ル
カ

廿

日

へ

に

け

わ
」と

よ

ま

れ

し

は
、新

樂

府

牡

丹

芳

に
、花

開

花

落

二

十

日
、
一
城

之

人

皆

如
v狂

と

　

　

　

よ
ゆ

あ

る

に

據

た

る

な

う
、是

よ

ム

牡

丹

を

二

十

日

草

と

い

ふ

め

め
、吉

水

和

荷

の
「人

ご

と

に

一
つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

の

癖

は

あ

る

竜

の

を
、わ

れ

に

は

ゆ

る

せ

敷

島

の

み

ち
」は
、人

皆

有

二

癖
莪

癖

在

一章

句
吋を

和

ら

げ

た

る

な

う
、清

輔

朝

臣
「な

が

ら

へ

ば
、凌

だ

此

こ

ろ

や

し

の

ば

れ

ん
、う

し

と

見

し

世

ぞ

今

は

　

　

　

　

　

ニ

戀

し

き
且は
、今

既

不
v如
v昔

、後

應
レ不
レ如
レ今

を
、上

下

轉

倒

し

て

よ

み

た

る

な

ウ
、和

泉

式

部

の
.も

ろ

　

　

　

夜

航

飴

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
一



一……一

符

.

3

　

　

　

日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
ご

　

　

　

　

　

　

　

　

く
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
デ
　
ラ

と

も

に

苔

の

下

に

は

朽

ず

し

て
、埋

も

れ

澱

名

を

見

る

ぞ

悲

し

き
」は
、龍

門

原

上

ま
、埋
v骨

不
v埋
／

チ名

に

本

つ

く
、大

江

千

里

の
「月

見

れ

ば

千

々

に

物

こ

そ

悲

し

け

れ
、我

身

ひ

と

つ

の

秋

に

は

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

ら

ね

ど
」は
、燕

子

樓

中

霜

月

夜
、秋

來

只

爲
轟
一
人
萇

を

と

ウ

た

る

な

釦
、俊

成

卿

の
「む

か

し

あ

竜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ふ

草

の

い

ほ

う

の

夜

の

雨

に
、涙

な

ぞ

へ

そ

山

ほ

と

ゝ

ぎ

す
」は
、廬

山

夜

雨

草

菴

中

を

ふ

ま

へ

て

い

へ

釦
、定

家

卿

族

宿

臣夜

雨

に
「た

び

衣

ぬ

ぐ

や

た

痩

の

緒

よ

る

の

雨
、袖

に

み

だ

れ

て

夢

も

む

す

ば

ず
」は
、族

館

無

v人

暮

雨

魂

を

襲

尢

る

な

り
、其

餘

悉

く

擧

る

に

い

と

衰

あ

ら

ず
、そ

の

か

み

單

に

文

集

と

い

ふ

は
、臼

氏

の

集

を

い

へ

り
、山

と

い

へ

ば

ひ

え
、寺

と

い

ふ

は

三

井

の

ご

と

く

に

な

ん

あ

り

け

る
。

鄭

鵬

鴣
、鮑

孤

雁
、謝

胡

蝶
、褪

鴛

鴦
、袁

臼

雁
、楊

春

草

な

ど

は
、
一
首

の

咏

物

に

よ

・9

て
、め

い

ぼ

く

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
ス
　
　
　
ラ

の

名

を

得

た

ム
、又

一
句

に

よ

う

て

佳

號

と

な

り

け

る

は
、寇

莱

公

を

無
髭地

起

樓̀

臺
釉

公

と

稱

　

　

　

　

　

　

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

し
、信

參

寥

を

隔
v林

彷

彿

聞

機

杼
哨和

両

と

號

し
、張

子

野

を

月

來

花

弄
v影

郎

中

と

よ

び
、宋

子

京

を

紅

杏

枝

頭

春

意

鬧

荷

書

と

い

ふ
、此

方

に

て

竜

名

歌

を

よ

み

得

て
、其

詞

の

表

號

に

な

う

け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
た
も
へ

る
、冲

の

石

の

讚

岐
、ふ

し

柴

の

加

賀
、待

宵

の

小

侍

從
、わ

か

草

の

宮

内

卿
、下

萌

の

少

將
、と

浦

の

丹

後
、も

の

か

は

の

藏

人
、初

昔

の

僭

正

な

ど
、後

の

世

に

ゐ

よ

ひ

て

も
、夜

の

雨

の

城

了
、日

こ

ろ



3
　

の

正

廣
、か

く

れ

家

の
茂

助
、か

ね

ε

の

與

卒
、
い

は

だ

帶

の

紹

宅

が

ご

と

き
、世

隔

尢

少

て

も
、其

　

　

人

の

や

さ

し

き

あ
も

ひ

や

ら

れ

て
、な

つ

か

し

く

そ

侍

る
。

　

　

年

ふ

る

き

狐

狸

の

化

力

る

は
、死

し

て

も

容

易

に

本

態

を

あ

ら

は

さ

ず

と

な

ん
、か

の

晉

の
豫

　

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に
け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
ぶ

　

　

讓

が

ご

と

き

は
、天

下

後

世

を

誑

ら

し

惑

は

す
、振

古

の

大

妖

物

な

り

け

ウ
、其

心

術

の

さ

も

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ
ヤ
ツ
モ
ソ

　

　

く

は

し

た

な

き
・ま

ど

に

輕

薄

不

義

の

士

な

う
、始

は

利

祿

に

節

を

う
し

な

ひ
、終
,
は

名

聞

に
身

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ
マ
コ

　

　

を

も

が

き
、大

に

虚

名

を

盜

み

て
、千

載

を

…欺

き

得

た

-6
、俗

に

い

は

ゆ

る

山

子

の

山

を

し

ほ

ふ

　

　

せ

た

る

者

に

て
、今

の
世

懐

で

に

仰

が

る

ゝ

は
、詭

遇

の
僥

倖

に

そ

あ

う

け

る
、其

讐

趙

襄

子

が

　
　
孔
石
篇

事
范
中
行
比
如

伯
瀞
.繊
著

子
飛
蕉

報
駕

而
め
.鴛
舞
於
知
低
知
伯
亦
已
虚

寛
、摯

獨

　
　
何
舞

褥

之
皆

と
責
け
る
に
・范
氏
中
行
玲
・皆
衆
境
運
駕
我
肇

痘
.誨
之
義

於
知
位
}國
メ
.

　

　

　

　

　

　

　

チ
モ
テ
ス
　
　　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

ス
　
チ

　

　

遇
v我
、我

故

國

士

報
v之

と

答

け

る

は
、沙

汰

の

か

ぎ

う

の

不

埓

な

ウ
、あ

よ

そ

君

に

仕

ふ

る

志

は
、

　

,
君

雖
v呑

穐

薗

不
v可
昌偽

ハ鷹

睡
.の

遘

な

う
・尢

と

ひ

先

主

の

あ

し

ら

ひ

は

厚

か

ら

ざ

う

し

竜
、身

命

　

　

を

養

は

れ

尢

る

恩

は

淺

か

ら

ず
、仇

を

報

ふ

る

ま

で

こ

そ

な

か

ら

め
、其

仇

の

家

に

仕

ふ

る

に

　

　

し

の

ぶ

べ

き

か

は
、編

島

家

の

浪

人

に
、久

留

島

彦

右

衞

門

と

い

ひ

け

る

は
、武

功

の

名

士

な

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め
し

π

　

け

れ

は
、我

藩

の

太

祀

き

こ

し

め

し
、舊

祿

五

千

石

に

倍

し

て
、壹

萬

石

た

ま

ひ

て

召

け

る

に
、御

　

　

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
三



圏3

　

　

　

日
本

詩

話
叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
四

恩

は

有

か

た

く

候

へ
ど

も
、和

泉

漾

と

大

夫

は

不

和

に

ゐ

は

し

ま

し

候

へ
ば
、仕

へ
奉

う

が

た

し

と

辭

し

け

蚕
、太

租

ま

す

く

鳳

じ

て

惜

み

だ

ま

へ
う
、此

よ

し

紀

州

へ
聞

傳

ら

れ
、こ

な

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
　
　
　
　
　
　
ニ

の

ご

と

く

萬

石

を

竜

て

め

さ

れ

け

め
、
い

に

し

へ

の

誡

に

君

子

違
v難

不
レ適

盤
溝
國

あ

義

は

き

ら

に

も

い

は

ず
、故

主

と

不

和

な

う

し

家

だ

に

も

仕

を

避

べ

き

義

理

な

る

に
、況

や

主

を

ほ

ろ

ぼ

し

た

る

仇

に
、身

を

委

ね

け

る

は
、天

地

に

容

ざ

る

大

不

義

な

ゐ
、殊

き

ら

恩

の

厚

薄

を

計

較

し

て
、主

に

報

ふ

る

の

輕

重

を

き

し

ひ

き

す

る

は
、
い
と

く

き

た

な

き

商

賈

の

心

ざ

要
、魯

仲

蓮

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
フ

が
志
誌

舞

鐙

士
の
軍

絃

置
べ
か
ら
ざ
ξ

の
玄

け
姦

瓣

辮
難

瀬
懃

讒

難

馳
綿

聽

鱗

難

事
志
業
の
行
藏
ミ

用
ら
る
と
用
ら
餐

る
に
よ
る
べ
け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

れ
、家

ほ

ろ

び

主

う

し

な

は

れ

ぬ

る

き

は

ゝ
、恩

の

淺

深

に

よ

め

て

身

を

進

退

す

べ

け

ん

や
、か

　

　

　

　

　

　

こ
ん
じ
や
ら

　

　

　

　

　
■

チ

(

　
　
ノ

　

　
「

　

　

　

ノ

ゝ

る

さ

も

し

き

根

性

に

て

は
、君

之

親
レ臣

如
昌土

芥
嚇則

臣

覗
v君

如
昌寇

讐

に

も

至

る

べ

し
、
い
と

ゐ

そ

ろ

し

き

不

仁

者

な

ら

ず

や
、赤

穗

義

士

の

演

劇

に
、千

五

百

石

の

あ

な

た

で

竜

、三

人

扶

持

の

私

で

も
、
つ

な

ぎ

ま

し

た

る

命

は

ひ

と

つ
、御

恩

に

ふ

た

つ

は

候

は

ず

と

い

へ

る
、棲

ε

に

臣

遘

の

大

義

を

盡

せ

め
劇

本

と

い

へ
ど

も

貴

む

べ

し
、當

時

我

を

し

て

趙

襄

子

た

ら

し

め

ば
、彼

が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ナ
ジ

セ
ヨ
ラ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ゆ
る

曲

事

を

聞

も

あ

え

ず
、不

義

之

士

也

誅
γ之

と

い

ふ

べ

き

を
、卻

て

義

士

と

稱

し

て

釋

し

け

る

は
、
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是

亦

義

不

義

を

わ

き

ま

へ

ざ

る

處

置

な

り

け

り
、豫

讓

既

に

襄

子

に

見

し

ら

れ

澱

る

を

も

て
、

　

　

こ
ぼ
ち
　
か
た
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
　
　
チ

ト
シ
　

　
　
ニ
　
ス
　
ソ
ツ
ケ

形

を

毀

て

癩

人

乞

食

と

な

蚤

け

る

を
、其

友

氣

の

毒

に

思

ひ

て
、以
二子

之

才
冨

昌事

趙

氏
嚇志

得
昌近

チ

　

　

　

ソ

チ

ス
ル

ソ
ト
　

ヤ

方
ラ

　

.
ソ

　

　

　

、

キ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

昌

テ

ツ

リ
テ

ト
　

ル
(

幸
嚇子

乃

爲
v所
v欲
v爲
、顧

不
ソ易

耶
、何

乃

自

苦

如
v此

と

い

へ
h

し

に
、
い
や

と

よ

既

委

質

爲
v臣
、叉

求
γ

鵜
琴

、是

二

艇
り
也
、馬

吾

尻
v胤

者
、梅

難

耳
、鰹
一所
昌鈎

爲
7馬

瀧
、胤
7以

働

刄

下

後

画

之

銭
劉
ん
鼻

臨

二̀

壷

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ミ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
　
　
　
ヲ
　
ル

者
亀也
、と

い

ひ

け

る

は
、明

人

の

い

は

ゆ

る

講

遣

學

來

の

頑

愚

に

し

て
、宋

襄

の

覇

を

は

か

れ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ
ク
ヅチ
コネ
ル

仁

聞

に

ひ

と

し
、ひ

と

へ
淀

名

を

む

き

ぼ

る

二

心

を

い
だ

き

、物

ず

き

に

仇

う

ち

を

思

ひ

立

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
ウ

る

な

ウ
、あ

よ

そ

君

父

の

怨

を

報

ふ

る

は
、其

志

た

ゞ

一
す

ぢ

に

切

に

し

て
、ゐ

ほ

や

け

の

法

度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み
ゆう
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゑ
げ

を

竜

顧

る

ど

あ

た

は

ず
、況

や

名

聞

を

か

へ

り

み

る

に

遑

あ

ら

ん

や
、身

を

枉

て

仇

に

仕

ふ

る

に

論

な

し
、や

む

ε

を

得

ざ

ら

ん

に

は

た

と

ひ

寐

首

を

か

き

て

な

う

と

も
、と

か

く

怨

を

む

く

ひ

得

る

こ

そ

專

要

な

れ

、し

か

る

に

易

き

を

す

て

ゝ

難

き

を

つ

と

め
、強

て

世

の

手

本

と

な

ら

史

ほ

し

く
、天

下

の

人

を

愧

め

ば

や

な

ど

欲

す

る

は
、初

よ

ウ

亡

主

の

爲

に

す

る

に

は

あ

ら

で
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ
　
　
　
テ
　
シ

全

く

侠

氣

の

矯

激

に

し

て
、必

の

が

名

の

た

め

に

事

を

好

み

た

る

の

み
、吾

所
v爲

極

難

と

い

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
ひ

る

に

至

て

は
、殊

に

驕

慢

の

口

氣

い

と

に

く

し
、さ

る

ほ

ど

に

僅

に

襄

子

が

衣

を

請

5

け

て
、そ

れ

を

撃
・
て

怨

を

報
,
ふ

る

ま
冖ね

し

け

る
、は

か

な

き

兒

戲

の

う

つ

け

わ

ざ

な

う
、況

や

本

望

を

と

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七
五



船3

　

　

　

日

本

詩

話

叢

書
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
七
六

げ

得

ず

し

て
、か

ヘ

ウ

討

に

あ

ふ

は
、義

に

む

い

て

慷

慨

に

堪

ざ

る

べ

き

筈

な

る

に

・な

を

張

て

ゑ

せ

悦

び

し

て
、三

た

び

ま

で

躍

う

あ

が

ゐ

し

身

ぶ

う
、に

く

ま

し

く

又

を

か

し

か

ら

ず

や
、か

ゝ

る

輕

薄

不

實

の

ふ

る

ま

ひ

を
、戰

國

策

史

記

は

き

も

あ

ら

は

あ

れ
、朱

子

の

小

學

に

も

載

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
き

人

の

鏡

に

そ

な

へ
ら

れ

け

る

は
、
い

か

な

る

料

簡

に

や

い

ぶ

か

し

、鳩

菓

小

読

に

し

る

せ

る
、向

き
か坂

何

が

し

兄

の

仇

を

心

が

け

け

る

に
、男

色

の

契

を

な

せ

る

者

あ

う

て
、仇

の

所

を

聞

出

し

來

り
、汝

に

力

を

合

せ

て

速

に

討

べ

し
、心

や

す

く

思

ひ

候

へ
と

い

ひ

け

れ

ば
、向

坂

大

に

怒

り
、わ

れ

仇

を

ね

ら

ふ

に

汝

を

頼

み

て

討

べ

き

爲

と

て
、兄

弟

分

に

な

り

候

と

ゐ

も

ひ

尢

る

や
、左

援

の

き

た

な

き

心

底

と

は

し

ら

で

ね

ん

ご

ろ

に

致

し

た

る

こ

そ

悔

し

け

れ

と

て
、交

を

絶

て

歸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

し

け

う
、と

か

く

す

る

問

に

其

仇

病

死

し

け

れ

ば
、向

坂

む

ね

ん

の

至

に

た

へ
ず
、絡

に

氣

鬱

し

て

身

を

は

ム

ぬ
、東

照

宮

此

事

を

き

こ

し

め

し
、わ

か

き

者

よ

く

心

得

候

へ
、す

べ

て

君

父

の

仇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
し

を

討

に

は
、武

邊

名

聞

に

拘

は

る

べ

か

ら

ず
、女

を

頼

で

も

討

得

る

が

よ

し
、人

を

頼

で
.必

く

れ

と

い

ふ

義

に

あ

ち

ず
、と

か

く

時

機

を

う

し

な

は

ず
、た

ゞ

早

く

討

が

肝

要

な

る

ぞ

と
、御

諭

し

,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

じ
ん

あ

う

し

と

な

ん
、尺

を

枉

て

尋

を
,直

く

す

る

の

し

わ

ざ

は
、大

事

を

な

す

の

梅

道

覆

蚕
、た

ゞ

大

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
ス
　
　
　
チ

義

の

本

を

失

は

ず

し

て
、忠

を

盡

す

の

一

心

だ

に

つ

ら

ぬ

か

ぱ
、假

う

に

二
昌三

其

徳

叫と

も

何

ぞ
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　へ 不

可

な

ら

ん
、
い

か

な

る

詭

道

を

も

設

て
、君

の

志

を

逹

す

べ

き

な

う
、左

氏

傳

に

載

た

る
、晉

の

解

揚

が

楚

の

軍

に

捕

は

れ

て
、や

む

ど

を

得

ず

楚

王

の

命

を

か

し

こ

詮

ウ
、邃

に

晉

の

命

を

鄭

に

達

し

て
、籠

城

を

堅

く

守

ら

し

む
、刑

に

臨

て

楚

王

に

む

か

ひ
、信

を

審

す

が

臣

の

遯

に

て

侍

　

　

　

　

　

　

　

シ
テ
　
ニ　
　
　
グ
　
　
お　
　
　
　
　ク
ニ　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　
セ
ル
　
ニ　
シ
チ
　
　
　ソ
ト
　
　
　
　
　
　
チ

る

と

申

け

る

を
、汝

許
ソ我

而

背

之
、其

信

安

在

と

責

ら

れ

し

に
、所
昌以

許
v王
、欲
菖以

成
輔喜

君

之

命
也

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
つ
あ
き

と

答

け

う
、奥

李

家

の

鳥

居

勝

商

が

事

と

一
般

な

ゐ
、さ

れ

ば

假

に

仇

家

に

仕

へ

ん

も
、故

主

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ
テ

ノ

ト

ク

　
チ

志

を

盡

す

が

爲

に

せ

ん

は
、設

ε

に

一

心

の

つ

ら

ぬ

き

た

る

な

う
、し

か

る

を

爲

λ

臣
幡懐

　二

心
凶

と

い

ふ

て
、士

の

恥

辱

と

す

べ

け

ん

や
、こ

れ

ほ

ど

の

道

理

を

竜

わ

き

ま

へ

ず

し

て
、人

の

手

本

と

な

ら

ん

と

欲

し

け

る

は

あ

こ

が

ま

し
、ひ

た

づ

ら

君

父

の

爲

に

仇

を

報

べ

き

を
、世

の

人

の

爲

に

せ

ん

と

心

ざ

し

け

る

こ
そ
、い

と

竜

く

淺

嚢

し

き

二

心

な

う

け

る
、さ

る

に

て

竜

人

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
ル
　
チ
　
　
　
　
　
　
た
ぜ

非

を

あ

ば

く

は
、君

子

の

事

に

あ

ら

ず
、あ

な

が

ち

に

誅
v心

の

法

を

正

す

は
、意

地

わ

ろ

き

に

似

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
げ

尢

れ

ど

も
、士

遘

の

害

を

貽

す

が

歎

か

は

し

く
、犀

を

燃

し

て

其

妖

を

あ

ら

は

し

諏
、世

の

人

の

惑

を

解

て
、士

道

の

義

を

正

す

は
、師

儒

の

務

に

な

ん
、ま

ε

に

已

～

を

得

ざ

る

な

う

け

る
。

　
　
　
　
　
　
麭
之
藷

二
首

ム

カ

　

ム
ク

チ

　

ナ

チ

ル
コ

シ

ノ

　

ノ

　
　

ノ

シ

ス

ノ

怪

汝

虚

名

瞞
昌古

今
凸靦

然

忘
"義

事
v仇

深
、主

家

報

答

恩

輕

重
、計

較

算

還

商

賈

心
。

　

　

　

夜

航

餘

話
卷

之

下
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
七
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

八

　

マ
コ
コ

メ

　

ネ
ニ

ス

チ

テ

チ

　

デ

コ
ト
サ
ヲ
ユ

　

ス

テ

ラ

タ
ピ

ル
ハ

ニ

　

　

　

　
リ
テ

ト

テ

キ
む

ル
チ

只

合

二投

v
機

直

復

7
讐

好

v
名

自

苦

故

　

夷

獪

、斬

v
衣

三

躍

徒

兒

戲

、
不

v妨

爲

v
臣

就

v易

謀

..

　

ベ
キ
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

のブ　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
ヨ
　
　
　ヘ
　　
　　
　
　デ
　
　　
　　
　
コ　
　　
　
　　
　　
　
　チ
　
　
　　
　　
　
　　
　リア　
　　ニ　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　
め

宋

人

晁

冲

之

が

磽

行

の

詩

、老

去

功

名

意

轉

疎

、獨

騎

昌痩

馬

崗取

昌
長

途

ハ孤

村

到

γ曉

獪

燈

火

、知

有

昌人

家

夜

讀
〉書
、
い
と

竜

く

威

慨

ふ

か

き

作

な

う
、わ

か

き

時

よ

ウ

書

を

よ

み

學

問

し

て
、あ

は

れ

國

家

の

用

に

立

ん

と
、意

を

奮

て

心

ざ

し

け

る

に
、と

か

く

蓮

つ

た

な

く

不

遇

に

し

て
、さ

せ

る

功

名

も

成

得

ず
、
い

た

づ

ら

に

老

ゐ

と

ろ

ふ

る

に

隨

て
、
い

と

璽

其

意

竜

切

な

ら

ず

な

り

ぬ
、折

角

に

し

こ

み

た

る

學

術

は
、む

な

し

く

持

ぐ

さ

ら

し

に

な

ウ

け

う
、逾

に

は

輕

き

田

含

役

人

と

な

ウ

き

が

ム

て
、は

る

み
丶

と

遠

國

へ
尢

ど

う

下

る
、よ

き

馬

竜

養

ひ

得

ざ

れ

ば
、小

荷

駄

同

様

の

物

に

の

ム

ゆ

く

、あ

は

れ

に

淺

ま

し

き

境

界

な

ウ

け

ウ
、之

ゝ

に

曉

を

侵

し

て

驛

程

を

ゆ

く

に
、

路

傍

の

村

舎

に

竜

の

ゐ

と

し

て
、と

も

し

火

の

見

ゆ

る

は
、よ

も

す

が

ら

書

を

よ

む

人

あ

φ

と

覺

ゆ
、
い

か

な

る

人

の

む

す

こ

や

ら

ん
、奇

特

殊

勝

な

る

心

ざ

し

に

は

あ

れ

ど
、い

た

は

し

く

氣

の

毒

な

う

と
、我

身

の

む

か

し

に

威

じ

て
、そ

の

行

末

を

あ

は

れ

み

い
と

ゐ

し

む

な

ム
、古

今

集

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

に

凡

河

内

躬

櫪
、も

の

あ

も

ひ

け

る

時
、
い

と

き

な

き

子

を

見

て

よ

め
る
、「今

き

ら

に

何

生

出

ら

ん

竹

の

子

の
、う

き

ふ

し

し

げ

き

世

と

は

し

ら

ず

や
」、全

く

此

篇

と

同

一
威

慨

な

う
、痩

馬

長

途

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヂ
　
　
　
　お
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
デ
　
ス
　
チ

の

句

は
、唐

彦

譲

が

長

陵

の
詩

に

千

載

竪

儒

騎

痩

馬
清

城

斜

日

重

廻
v頭

と

い

へ
る

に
、杜

子

美



383

　

　

　

　

ズ
　
　
　
　
　
　
　
シ
モ

　

の

古

來

存
昌老

馬
門不
呂必

取
昌長

途
一を

湊

合

し

て
、竪

儒

の

嘆

を

内

に

藏

し
、殊

に

恨

を

寄

た

る

句

な

　

φ
、等

閑

に

看

過

す

べ

か

ら

ず
、よ

く

=

一
の

句

を

領

會

せ

ざ

れ

ば
、三

四

の

意

う

は

す

べ

釦

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
サ

禪

て
、深

き

威

懷

を

感

ず

る

こ

と

あ

た

は

ず
、直

に

字

面

の

棲

ゝ

に

て

は
、卆

々

た

る

淺

易

の

凡

詩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

れ
ザ

　

の

み
、す

べ

て

書

を

よ

み

詩

を

見

る
、徒

に

上

つ

ら

の

解

し

易

き

ま

ゝ

に
、胡

椒

丸

呑

に

し

て

合

　

點

し
、底

意

に

含

め

る

肝

要

の

趣

を
、し

ら

川

夜

舟

に

行

過

る
、此

類

甚

多

か

ム
。
　

　

　

凪

　

　

　

　

　

　

　

ス
ル
　
　
　
　サ　　
　
　
　
　
　
チ
　
　チ
　
　　ナ
　
ヂ
　
　チ
　
　グ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ル
　
チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ
　
　
　
　
　
　チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

デ
　
　コ　
ト
モ
　
　
　
セ

　

范

石

湖
、寒

夜

獨

歩
昌中

庭
輪詩
、怨
v寒

索
v句

踏
v霜

行
、刮
v面

風

來

鬚

結
レ冰
、倦

僕

觸
〆屏

呼

不
"應

、梅

花

影

　

　

　

ノ

　

下

一
窓

燈
、こ

れ

は

機

關

を

設

た

る

作

に

て
、
一
二

苦

寒

に

堪

ず
、第

三

殺

風

景

極

ま

る
、其

妙

只

　

末

一
句

に

あ

う
、
あ

と

し

咄

の

ご

と

き

手

段

な

り
、觸

屏

の

字

は
、漢

書

陳

臧

傳

の
、威

睡

頭

觸

屏

　

ニ

　

風
を

取

來

れ

卦
、故

に

睡

う

こ

け

る

と

い

ふ

ε

其

中

に

あ

う
、け

だ

し

夜

す

で

に

深

く
、庭

の

面

　

　

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
やり
く

　

落

凍

尢

る

に
、霜

ば

し

ら

な

ど

を

踏

て

沙

々

と

鳴

る
、
ゐ

う

く

は

げ

し

き

風

來

ウ

て

頬

の

皮

　

　

す
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
は

　

を

刮

む

く

ご

と

く

、鬚

ま

で

竜

冰

ク

て

硬

ば

る

ほ

ど

な

る

に

、な

を

詩

を

も

と

め

苦

吟

し

て

、
ひ

ぞ

す
ら
庭

中
を
徘
徊
す
・蹇

差

樗

の
物
ず
き
な
う

け
う
・ミ

家
警

萎

ど
煎
じ

さ

せ

置

け

る

に
、ぐ

は

つ

た

め

と

必

び

た

ゞ

し

き

昔

せ

う
、ね

ふ

り

倒

れ

て

物

を

損

じ

た

る

な

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
ら
へ

べ

し
、打

驚

て

何

と

し

た

る

ぞ

と

呼

に
、應

も

せ

ず
、こ

は

い

か

に

や

と

見

か

へ
う

け

れ

ば
、梅

花

　

　

　

夜

航

餘

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
飴
九



3

　

　

　

　
日

本

詩

話
叢

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
Q

爛

漫

と

さ

き

み

だ

れ

て
、書

齋

の

軒

に

掩

映

し
、そ

の
花

の
影

の

下

に
、窓

の
と

も

し

火

の

ひ

か

う

う

つ

ム

て
、い
と

も

幽

な

る

風

致

を

認

得

た

φ
、5

れ

し

き

事

い

は

ん

方

な

き

営

も

し

ろ

さ

な

ク
、上

三

句

わ

ざ

と

殺

風

景

を

邇

來

ム
、末

句

に

恍

然

妙

觀

を

現

し

て
、大

に

佳

興

を

も

ム

返

し

た

う
、近

を

捨

て

遠

に

求

け

る

の

あ
ろ

か

な

ゐ

し
、佛

家

に

い

は
ゆ

る
、廻

頭

是

岸

の

ゐ
も

む

翕

う
け
ウ
、戴
禁

探
・藷

に
、書

携
秦

見
紀

芒
鞋
踏
遍
離

雲
・歸
來
慰

聾

畿

觀

テ
　
　
　
　
ニ
　

ニ

在
・枝

衷

已

十

分

と

い

へ
る

を

も
、ゐ

も

ひ

合

せ

て

味

べ

し
。
　

　

　

　

　

　

　

`

同
人
、規

郡
圃
、鑑

.舞

盟

臭

ガ

轟

v有
、窪

.丹
楓
自
葦
林
横
竺

笑
薯

金
玉
溪

　

　

　

　

ご　
シ
　
ス　
　
　
　
　
　
　
　ノ

園

裡

逢
・千

樹
「還

書

麻

風

未

足

心
、こ

れ

は

よ

く

聞

へ
た

る

詩

な

れ

ど
、人

あ
ほ

く

解

す

る

こ

と

能

は

ず
、石

湖

俗

吏

と

な

う

て
、桐

川

の

役

屋

鋪

に

あ

り

け

る

に
、其

後

園

あ

び

た

ゞ
し

き

梅

花

に

て
、し

か

竜

古

木

の

大

樹

な

う
、故

郷

の

浙

中

は

雅

景

の

地

な

れ

ど

竜
、卻

て

梅

は

乏

し

か

う

け

れ

ば
、か

ゝ

る
見

事

な

る

梅

林

は
、始

て
見

る

こ

と

を

得

た

る

な

ウ
、此

題

意

を

會

得

す

れ

ば
、

詩

意

ゐ

の

つ

か

ら

分

明

な

ウ
、我

住

け

る

故

郷

の

家

は
、江

水

に

臨

た

る

處

な

れ

ば
、岸

頭

の

も

み

ち

秋

は

紅

を

凝

し
、汀

な

る

よ

し

原

の

け

し

き

冬

枯

の

さ

び

し

さ

叉

あ

は

れ

な

ウ
・か

ゝ

る

風

流

雅

致

の

境

な

れ

ば
、春

は

梅

花

に

乏

し

か

る

ま

じ

き

所

が

ら

な

る

に
、甚

少

な

ぐ

寂

寥

に
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七

て
、林

外

へ
横

た

は

り

出

た

る

一
枝

を

見

つ

け

て

は
、珍

ら

し

く

ひ

ろ

つ

き

て
、賞

玩

の

淺

か

ら

ざ

る

こ

と
、價

萬

金

に

も

覺

え

け

る
、あ

ろ

か

に

し

て

を

か

し

か

ム

け

う
、横

枝

の

語

は
、林

和

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　ニ　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

靖

が

梅

の

聯

に
、雪

後

園

林

纔

牛

樹
、水

邊

籬

落

忽

横

枝

と

い

へ

る

を

取

だ

る

な

ク
、
一
笑

は
、花

の

始

て

険

か

け

た

る

を

い

ふ

て
、我

う

れ

し

く

笑

を

含

て

見

る

意

を

も

寓

す

、所
v謂

雙

關

の

語

な

り
、玉

溪

園

は
、郡

圃

溪

水

に

臨

た

る

故

の

號

な

る

べ

し
、さ

れ

ば

一
段

清

幽

の

景

境

な

少
、そ

こ

に

て

數

か

ぎ

う

も

し

ら

ぬ
、梅

の

盛

り

に

逢

こ

と

を

得

て
、年

來

梅

花

に

ひ

ろ

つ

き

け

る

恨

を
、こ

と

し

と

い

ふ

こ

と

し

の

春

こ

そ
、十

分

に

た

ん

な

ふ

し

ぬ

と

悦

け

る

な

う
。

い

に

し

へ

の

歌

よ

み

の

癖

を

申

つ

尢

ふ
、遘

綱

の
母

は

と

も

し

火

に

そ

む

き

目

を

と

ち

て

案

じ
、和

泉

式

部

は

引

か

づ

き

て

よ

み
、は

れ

の

時

は

か

ほ

を

懐

に

さ

し

入

て

か

う

が

へ

け

る

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　ル
　
　
　
　チ
　
　テ
　
　チ
　
　レア
　
チ
　
　ス　
レ
ハ
　
　
　シ
デ
　ラ

な

ん
、心

ち

ら

ず

し

て

思

を

凝

す

の

爲

な

る

べ

し
、唐

王

勃
、爲
昌詩

文
嚇引
v被

覆
v面

臥
、起

即

下
v筆

不
レ

　

　

　

　

テ

　

　

ト

ノ

　

　

　

　

　

　
メ

ニ

　

　

　

　

ご

テ

ゾ

チ

テ

　

　
チ

　

　
　シ

ム

ノ

休
、時

人

謂

爲
呂腹

稿

架

陳

師

遘
、李

時

出

行
、毎
γ有

嵩詩

興

h便

急

歸

擁
v被
、臥

而

思
y之

、呻

吟

如
轟病

者

と
、

丈

海

披

沙

に

之

れ

を

擧

て
、古

人

の

苦

心

を

威

じ

け

蚕
。

篠

崎

金

吾

和

學

辨

に
、時

風

の

輕

薄

を

そ

し

り

て
、先

づ

死

な

綴

内

に

詩

丈

集

を

板

行

し

尢

が

る

世

の

中

な

れ

ば

と

い

へ

る

は
、馥

園

の

徒

を

指

尢

る

な

う
、奥

田

三

角

へ

よ

せ

尢

る

書

を

見

　

　

　

賓

航

蝕

話

卷

之

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　
・
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庭

本

詩
話
叢

書
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
こ

け

る

に
、南

郭

文

集

上

木

い

た

し

候
、存

生

の
内

に

家

集

を

公

に

す

る

は
、め

づ

ら

し

き

事

に

て

候

彼

瓧

中

に

て

も

を

か

し

が

ウ

候
、然

れ

ば

生

前

に

集

を

版

に

す

る

は
、南

郭

よ

ク

ぞ

始

ま

れ

る
、今

は

世

の

な

ら

は

し

と

な

ゐ

て
、あ

や

し

む

人

適

あ

ら

ざ

る

な

め
、竜

ろ

こ

し

に

て

は

五

代

の

時

に

始

ま

ム
、明

に

至

て

盛

に

な

れ

ム
、古

人

之

書
、多

可
権

煮

未
k

.自

求
昌其

鱈
磴

藏

昌之
.
弐

或

當
時
、番

世
、人
見
.而
碆

盈

蠧

刻
.爨

同
運

故
ゴ
鳳
ぜ
五
代
和
凝
有
讐

馨

百
鋤
・展

憂

世
藩

者
貌
争

v見
.蕗

響

聟

集
耋

へ
否

島
輔壽

寄

纛

爲
綾

循
淘
疋

　

　

　

　

シ　
　
　
　
　
ハラ

以

傳

者

少
、而

不
・傳

者

多

也

と
、雲

谷

臥

餘

に

い

へ
う
、近

ご

ろ

又

一
弊

を

生

じ

て
、集

本

に

人

の

詐

を

請

て

ゐ

こ

が

ま

し

く

批

詐

を

て

ら

ひ
、あ

ぶ

ら

の

滴

た

る

や

う

な

る

ほ

め

辭

を
、靦

然

と

し

て

世

に

ひ

け

ら

か

す
、ま

こ
と

に

輕

薄

淨

華

の

至

ウ
、ゐ
と

な

げ

な

ー

厚

き

顏

な

う

け

ウ
、篠

崎

は

徂

來

の

門

人

な

う

け

る

が
、山

田

麟

嶼

に

と

竜

な

ひ

上

京

し

て
、束

涯

に

も

從

遊

し

け

れ

は
、三

角

と

親

し

か

う

し

な

う
。

わ

れ

諸

生

尢

釦

し

頃

は
、詩

人

咏

物

を

競

ひ

け

る

を
、先

輩

い

や

し

め

て

輕

薄

と

す
、況

や

香

奩

體

の

こ

し
」
き

は
、あ

え

て

指

を

染

ざ

ウ

け

釦
、近

年

は

竹

枝

詞

逢

な

は

れ

て
、狹

斜

淫

佚

の

状

を

は

団
か

ら

ず
、輕

薄

を

ほ

こ

ム

て
、風

流

と

す

る

に

至

れ

う
、に

が

ー

し

く

詩

道

を

汚

す
、風

一』



3
　

雅

の
罪

人

に

ぞ
あ

ム

け

る
、冷

齋

夜

話

に
、黄

魯

直
名

動
矢

孔
犀詩

詞

噛
.出
評バ

働
傅
v之
ぴ
法
寓

秀
灘

　
　

師
、鐵
面
嚴

冷
、能
"以
レ理
.抑
v含

㌧
謂
魯

直

日
・誹
毟
侮
鮮

害
・艷
歌

小
詞
、可
罷
乏
ぎ

直

日
・筌

中
.語
耳

　
　

非
剃

非
v綴
級
〆

至
鷄

此
蔓

一惠
瀞
師

日
粛
グ

響

韓

ん
淫
鼻
使
"篠
ノ逾
識

越
愁

鍬
罪
惡
之
典
吾

　
発

止
藩

蕎

已
菩

箋

皇

不
混葎

詢
響

な
審

奩
竹
枝
の
に
く
む
べ
姦

に

　

　

罪

惡

の

由

な

り
、況

や

演

劇

院

本

の
作

者

は
、無

間

地

獄

に

墮

べ
き

な

う
。

　

　

歌

な

ら

ふ

遘

は
、
ゐ

ほ

く

戀

の
歌

を

よ

む

よ

め

し

て
堀

川

院

の

御

時

に

か
、艷

書

合

と

い

ぶ

こ

　

　

と

の

出

來

に

け

る

ぞ

け

し

か

ら

ね
、
ゐ
ほ

や

け

の

命

と

し

て
、み

や

つ

か

へ

の

人

々

に
、か

丶

る

　

　

詞

を

奉

ら

し

め

ら

れ

し

は
、
い
か

な

る

淫

風

に

な

ん

あ

ム

け

る
、王

道

の

ゐ

と

ろ

へ
は
、和

歌

に

　

　

耽

る

と
、源

氏

物

語

の

行

は

る

に

よ

る

と
、後

光

明

帝

の

歎

か

せ

給

ひ

し

は
、か

け

ま

く

も

か

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
あ
づ
ま
レる

　

　

こ
き

御

言

な

り

け

う
、荷

田

春

滿

は
、歌

學

復

古

の

宗

匠

な

ウ

け

る

が
、男

女

の

ち

ぎ

う

何

く

れ

　

　

と

物

に

よ

せ

て
、心

に

も

あ

ら

ぬ

あ

だ

し

言

を

よ

み

出

る

は
、誠

を

の

ぶ

る

歌

の

本

意

な

ら

ず

　

　

と

て
、戀

の

歌

は

ふ

つ
と

よ

ま

ざ

う

け

う
、有

が

た

き

卓

見

と

い

ひ

つ

べ

し
、粂

好

が

つ

れ

く

　

　

草

に
、よ

う

つ

に

い

み

じ

く

と

も
、色

こ

の

ま

ざ

ら

ん

男

は

い
と

さ

う

ノ
～

し

く

玉

の
杯

の

ぞ

87
　

こ

な

き

心

地

ぞ

す

べ

き

と

い
ひ
、惷

せ

ず

ば

人

は

心

竜

な

か

ら

ま

し
、物

の

あ

は

れ

は

こ

れ

よ
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シテ
ハ　
　
ナ
　
ニ　
ぜカ
ゆ
　
　
ニ

ム

そ

し

る
」と

、俊

成

卿

の

示

さ

れ

し

な

と
、
い

か

に

竜

き

る

こ

と

な

が

ら
、出
昌辭

氣

一斯

遠

}蔀

倍
一
の

い

ま

し

め

こ

そ
、人

體

を

た

し

な

む

の

金

言

な

ら

あ
、さ

れ

ば

古

賢

の

行

跡

を

傳

幽龍

し

る

せ

る

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　

　

　

　

テ

も
、口

未
昌嘗

言
昌淫

褻

事

を

も

て
、徳

義

の

一
と

し

て

稱

し

傳

へ

け

め
、詩

つ

く

め

歌

よ

む

に

も
、此

戒

を

つ

ゝ

し

み

守

る

へ
し
、父

子

の

聞

に

て

唱

ら

れ

ぬ

詞

は
、
口

を

絶

て

い

は

ざ

る

ぞ

よ

き
、か

の

慈

鎮

和

荷

の
4
わ
が

戀

は

松

に

し

ぐ

れ

の

染

か

ね

て
、懐

く

ず

が

原

に

風

さ

ば

ぐ

な

ム
」と
、艷

情

を

盡

せ

る

歌

を

よ

ま

れ

し

は
、參

寥

子

が

鞦

韆

よ

う

も

甚

し

く
、破

戒

の

罪

に

近

か

る

へ

し
、

當

時

の

譏

を

ま

ね

き

け

る

は

む

べ

な

り
、加

藤

清

正

の

家

の

掟

に

は
、さ

ふ

ら

ひ

の

歌

よ

む

こ

と

を

禁

せ

ら

れ

た

う
、か

く

き

ま

み
丶

の

弊

ゐ

ほ

き

に

よ

う

て
、士

風

の
。柔

弱

に

流

る

ゝ

の

み

な

ら

ず
、風

俗

を

害

は

ん

こ

と

を

い

と

は

れ

し

な

る

べ

し
、武

家

に

あ

い

て

は

げ

に

も

と

思

ゆ

。

　

　

　

　

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ　
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